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六ヶ所再処理施設 

再処理事業変更許可申請書の構成について（案） 

 

１．再処理事業変更許可申請書の基本構成 

再処理事業変更許可申請書の記載に当たっては、東海第二発電所発電用原子炉設置変

更許可申請書の構成等を参考とし、原則として以下のとおり、本文及び添付書類を区分

する。 

Ａ．事業許可基準規則及び解釈、審査基準（実用発電用原子炉及びその附属施設の火災

防護に係る審査基準等）の要求事項の適合性は、本文に記載する。 

Ｂ．本文の補足説明事項及びガイドの要求事項の適合性は、添付書類に記載する。 

Ｃ．審査会合及びヒアリング等における指摘事項は添付書類に記載し、その基本的な事

項は必要に応じ本文に記載する。 

 

※ 以降の見出し中の(青色)等の記載は、添付１～３の「再処理事業変更許可申請書 適

合方針に係る比較表」において基本方針等に従って例示した箇所の色分けを示す。 

 

２．本文の構成（設計基準対象の施設及び重大事故等対処施設） 

２－１ 基本方針 

本文の構成は「使用済燃料の再処理の事業に関する規則」で規定されている区分・項

目（別紙１参照）に従って以下に示す方針で記載する。 

(1) 新規制基準の要求事項に基づく記載（黄色･水色･朱色） 

事業許可基準規則及び解釈に係るものは、本文四号「四、Ａ．再処理施設の位

置，構造及び設備」に記載し、その構成は、原則として２－２のとおりとする。 

(2) 新規制基準要求以外の記載(本文に記載するもの及び本文に記載しないもの)（青色） 

新規制基準要求以外の変更のうち、既許可の基本設計事項の変更に該当するも

のは本文に記載する。更なる安全性向上のための変更、運用の変更等の既許可の

基本設計事項の変更に該当しない場合は、本文に記載しない。 

(3) 旧指針からの表現変更等を踏まえた記載（緑色） 

旧指針から表現や定義等が変更になっている条文については、適宜、本文の記

載を見直す。 

 

 

 

 

 

 

1

【公開版】



令和 2年 1月 20 日 

日本原燃株式会社 

 

２－２ 本文四号「四 Ａ．再処理施設の位置，構造及び設備」の構成 

(1) 基本となる設計方針の記載 

「ロ．再処理施設の一般構造」は、以下に該当するものを記載する。 

① 要求事項への適合性（黄色） 

事業許可基準規則及び解釈、実用発電用原子炉及びその附属施設の火災防護

に係る審査基準等を満足するために必要な約束事項や適合性について、基本

的な設計方針として記載する。（必要に応じて、ガイドの要求事項の適合性

も記載） 

添付１－１および添付１－２参照 

また、原則として、第二条「核燃料物質の臨界防止」以降の設計基準対象の

施設及び重大事故等対処施設の全条について、順番に記載する。（ただし、

第六条「安全機能を有する施設の地盤」、第三十条「重大事故等対処施設の

地盤」は、「イ．再処理施設の位置」に記載） 

② 評価等の方針（水色） 

評価に基づき設計を行う場合は、必要に応じて下記(a)～(c)について記載す

る。添付２参照 

(ａ)評価項目：評価内容が分かるよう、骨子となる評価項目を記載する。 

(ｂ)評価条件：評価に基づく設計を行うにあたり、変更によって安全性に有

意な影響が生じるような条件を記載する。 

(ｃ)判断基準：安全性を担保する判断基準であって、評価項目毎に記載する。 

③ 設計基準要求と重大事故等要求の併記 

設計基準対象の施設のうち、重大事故等もしくは重大事故等対処施設への適

用も要求されているものは、設計基準要求と重大事故等への要求への適合を

併記して記載する。 

 

例① ：制御室の適合を記載するにあたり、設計基準要求（20 条）と重大事

故等要求（44 条）を同じ項に併記する。 

 

(2) 各施設の設計方針に係る記載 

① 「ロ．再処理施設の一般構造」で記載した基本的な設計方針を受け、「ハ．

使用済燃料の受入施設及び貯蔵施設の構造及び設備」～「チ．放射線管理施

設の設備」は、各施設の個別設計方針並びに構造及び設備を記載する。 

② 上記①に属さない施設（緊急時対策所、通信連絡設備、等）の個別設計方針

並びに構造及び設備は、「リ．その他再処理設備の附属施設の構造及び設備」

に記載する。 
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(3) 設計基準要求と重大事故等要求の併記（朱色） 

ハ項からチ項の設計基準対象の施設のうち、重大事故等もしくは重大事故等対処

施設への適用も要求されているものは、設計基準要求と重大事故等への要求への

個別設計方針を併記して記載する。添付３参照 

  

例①：制御室の設計方針を記載するにあたり、設計基準要求（20 条）と重大事故

等要求（44 条）を同じ項に併記する。 

 

(4) 設計基準対象の施設を代替する重大事故等対処施設の記載 

ハ項からチ項の設計基準対象の施設のうち、設計基準対象の施設を代替する重大

事故等対処施設の個別設計方針について、同じ項に順番で記載する。 

 

例②：リ．（その他附属施設）において、冷却水設備の項の中に代替安全冷却水

系等を記載する。 

 

(5) 設計基準対象の施設と他の項の設計基準対象の施設または重大事故等対処施設

並びに重大事故等対処施設と他の項の重大事故等対処施設の呼び合い 

ハ項からチ項の設計基準対象の施設のうち、設計基準対象の施設を他の項の設計

基準対象の施設または重大事故等対処施設として使用する設計方針の場合、並び

に重大事故等対処施設を他の項の重大事故等対処施設として使用する設計方針の

場合は、必要に応じて、お互いを呼び合う記載を追加する。 

 

例③：衛星携帯電話は、リ．（４）（○）（通信連絡設備）及びリ．（４）（△）（緊

急時対策所）に記載されるため、相互に呼び合い（例：「リ．（４）（△）緊急

時対策所」と兼用、等）を記載する。 

 

 

２－３ 本文四号「四 Ｂ．再処理の方法」の扱い 

「四 Ｂ．再処理の方法」については、発電用原子炉の規則では同等の記載要求が無

く、本来、再処理規則では「再処理の方法の概要」の記載を求められているため、記載

程度を既許可と同等に再構成する。その際、重大事故等の対処のために新たに追加する

通常時の操作等があれば、追加する。添付４参照 

 

２－４ 本文七号および八号の記載 

原子力規制委員会設置法附則第 29 条第 1 項の規定に基づき提出した届出書の記載を

踏まえ、以下のとおりとする。 

(1) 本文七号の記載 
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a. 「イ．核燃料物質及び核燃料物質によって汚染された物による放射線被ばく

の管理の方法」については、放射線防護に関する基本方針、放射線管理の基

本方針（法令要求への対応）を記載。 

b. 「ロ．放射性廃棄物の廃棄に関する事項」については、放射性廃棄物の廃棄

に関する基本的考え方、放射性廃棄物の主な発生源と処理方法、放射性廃棄

物の放出管理の基本方針を記載。 

c. 「ハ．周辺監視区域の外における実効線量の算定の条件及び結果」について

は、平常時における一般公衆の実効線量の評価の基本的考え方、前提条件、

評価結果を記載。 

 

(2) 本文八号の記載 

① 「イ．運転時の異常な過渡変化」及び「ロ．設計基準事故」については、基

本方針（評価事象の選定の考え方と選定結果、判断基準）、事故に対処する

ために必要な施設、安全評価に当たって設定する条件、評価結果及び判断基

準への適合性を記載する。 

 

② 「ハ．重大事故に至るおそれがある事故（運転時の異常な過渡変化及び設計

基準事故を除く。）又は重大事故に対処するために必要な施設及び体制並び

に発生すると想定される事故の程度及び影響の評価を行うために設定した

条件及びその評価の結果」については、以下に大別して記載する。 

 

例④： 

・基本方針 

・重大事故の発生及び拡大の防止に必要な措置を実施するために必要な 

技術的能力 

・設計上定める条件より厳しい条件の設定及び重大事故の想定箇所の特定 

・有効性評価 

 

上記２－１から２－４の方針で整理した本文構成（案）を添付５に示す。 

 

２－５ 本文における「数量」と「１式」の扱い 

 放射性物質を取扱う安全上重要な施設等の主要な設備及び機器、貯蔵能力に係る容

量等については、原則として本文に数量を示す。（既許可と同様） 

 数量が約束事項とならない設備（溢水防護設備、データ収集装置、消火設備、等）

や複数の機器等で構成させる設備（補給水設備、等）は「１式」とする。なお、事

業許可基準規則及び解釈の要求において、多重性や多様性を求めており、その適合

性を記載する場合は「１式」は使用しない。 
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３．添付書類の構成（設計基準対象の施設及び重大事故等対処施設） 

３－１ 添付書類六の記載 
本文「四、Ａ．再処理設備の位置、構造及び設備」を補足するものとして、設計方針、

設備仕様等の詳細・具体を記載する。添付６参照 

ただし、設工認で示される詳細設計（火災区画設定図、溢水源配置図、等）に係る内

容は記載しない。 

また、添付書類六の章項目については、見直した本文の構成・章項目に従うことを基

本とする。 

「添付書類六 「再処理施設の安全設計に関する説明書」既許可－見直し案 章項目

比較表」を添付７に示す。 

 

３－２ 添付書類八の記載 
添付書類八の章項目については、見直した本文の構成・章項目に従うことを基本とす

る。 

「添付書類八 「再処理施設の操作上の過失，機械又は装置の故障，浸水，地震，火

災等があった場合に発生すると想定される再処理施設の事故の種類，程度，影響等に関

する説明書」見直し案 章項目比較表」を添付８に示す。 

 

以 上 
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一 氏名又は名称及び住所並びに法人にあつては、その代表者の氏名 

二 再処理設備及びその附属施設を設置する工場又は事業所の名称及び所在地 

三 再処理を行う使用済燃料の種類及び再処理能力 

四 再処理施設の位置、構造及び設備並びに再処理の方法 

■再処理施設の位置、構造及び設備 

イ 再処理施設の位置 

（１） 敷地の面積及び形状 

（２） 敷地内における主要な再処理施設の位置 

ロ 再処理施設の一般構造 

（１） 核燃料物質の臨界防止に関する構造 

（２） 放射線の遮蔽に関する構造 

（３） 使用済燃料等の閉じ込めに関する構造 

（４） 火災及び爆発の防止に関する構造 

（５） 耐震構造 

（６） 耐津波構造（再処理施設の位置、構造及び設備の基準に関する規則（平成二十五年原子力規制

委員会規則第二十七号。以下「事業指定基準規則」という。）第八条に規定する基準津波に対して再処

理施設の安全機能が損なわれるおそれがないよう措置を講じた構造をいう。） 

（７） その他の主要な構造 

ハ 使用済燃料の受入施設及び貯蔵施設の構造及び設備 

（１） 構造 

（２） 主要な設備及び機器の種類 

（３） 受け入れ、又は貯蔵する使用済燃料の種類並びにその種類ごとの最大受入能力及び最大貯蔵能力 

（４） 主要な核的制限値 

ニ 再処理設備本体の構造及び設備 

（１） せん断処理施設 

（ｉ） 構造 

（ｉｉ） 主要な設備及び機器の種類 

（ｉｉｉ） せん断処理する使用済燃料の種類及びその種類ごとの最大処理能力 

（ｉｖ） 主要な核的制限値 

（２） 溶解施設 

（ｉ） 構造 

（ｉｉ） 主要な設備及び機器の種類 

（ｉｉｉ） 溶解する使用済燃料の種類及びその種類ごとの最大溶解能力 

（ｉｖ） 主要な核的、熱的及び化学的制限値 

（３） 分離施設 

（ｉ） 構造 

（ｉｉ） 主要な設備及び機器の種類 

別紙１(1/3) 
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（ｉｉｉ） 分離する核燃料物質その他の有用物質の種類及びその種類ごとの最大分離能力 

（ｉｖ） 主要な核的及び化学的制限値 

（４） 精製施設 

（ｉ） 構造 

（ｉｉ） 主要な設備及び機器の種類 

（ｉｉｉ） 精製する核燃料物質その他の有用物質の種類及びその種類ごとの最大精製能力 

（ｉｖ） 主要な核的、熱的及び化学的制限値 

（５） 脱硝施設 

（ｉ） 構造 

（ｉｉ） 主要な設備及び機器の種類 

（ｉｉｉ） 脱硝する核燃料物質その他の有用物質の種類及びその種類ごとの最大脱硝能力 

（ｉｖ） 主要な核的、熱的及び化学的制限値 

（６） 酸及び溶媒の回収施設 

（ｉ） 構造 

（ｉｉ） 主要な設備及び機器の種類 

（ｉｉｉ） 回収する酸及び溶媒の種類及びその種類ごとの最大回収能力 

（ｉｖ） 主要な熱的及び化学的制限値 

ホ 製品貯蔵施設の構造及び設備 

（１） 構造 

（２） 主要な設備及び機器の種類 

（３） 貯蔵する製品の種類及びその種類ごとの最大貯蔵能力 

（４） 主要な核的制限値 

ヘ 計測制御系統施設の設備 

（１） 核計装設備の種類 

（２） 主要な安全保護回路の種類 

（３） 主要な工程計装設備の種類 

（４） その他の主要な事項 

ト 放射性廃棄物の廃棄施設の構造及び設備 

（１） 気体廃棄物の廃棄施設 

（ｉ） 構造 

（ｉｉ） 主要な設備及び機器の種類 

（ｉｉｉ） 廃棄物の処理能力 

（ｉｖ） 廃気槽の最大保管廃棄能力 

（ｖ） 排気口の位置 

（２） 液体廃棄物の廃棄施設 

（ｉ） 構造 

（ｉｉ） 主要な設備及び機器の種類 

別紙１(2/3) 
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（ｉｉｉ） 廃棄物の処理能力 

（ｉｖ） 廃液槽の最大保管廃棄能力 

（ｖ） 海洋放出口の位置 

（３） 固体廃棄物の廃棄施設 

（ｉ） 構造 

（ｉｉ） 主要な設備及び機器の種類 

（ｉｉｉ） 廃棄物の処理能力 

（ｉｖ） 保管廃棄施設の最大保管廃棄能力 

チ 放射線管理施設の設備 

（１） 屋内管理用の主要な設備の種類 

（２） 屋外管理用の主要な設備の種類 

リ その他再処理設備の附属施設の構造及び設備 

（１） 動力装置及び非常用動力装置の構造及び設備 

（２） 給水施設及び蒸気供給施設の構造及び設備 

（３） 主要な試験施設の構造及び設備 

（４） その他の主要な事項 

■再処理の方法 

イ 再処理の方法の概要 

ロ 再処理工程図 

ハ 再処理工程における核燃料物質収支図 

五 再処理施設の工事計画 

六 使用済燃料から分離された核燃料物質の処分の方法 

七 再処理施設における放射線の管理に関する事項 

イ 核燃料物質及び核燃料物質によつて汚染された物による放射線被ばくの管理の方法 

ロ 放射性廃棄物の廃棄に関する事項 

ハ 周辺監視区域の外における実効線量の算定の条件及び結果 

八 再処理施設において核燃料物質が臨界状態になることその他の事故が発生した場合における当該事故

に対処するために必要な施設及び体制の整備に関する事項 

イ 運転時の異常な過渡変化（事業指定基準規則第一条第二項第一号に規定する運転時の異常な過渡変

化をいう。以下この号において同じ。） 事故に対処するために必要な施設並びに発生すると想定され

る事故の程度及び影響の評価を行うために設定した条件及びその評価の結果 

ロ 設計基準事故（事業指定基準規則第一条第二項第二号に規定する設計基準事故をいう。以下この号

において同じ。） 事故に対処するために必要な施設並びに発生すると想定される事故の程度及び影響

の評価を行うために設定した条件及びその評価の結果 

ハ 重大事故に至るおそれがある事故（運転時の異常な過渡変化及び設計基準事故を除く。）又は重大事

故（以下「重大事故等」と総称する。） 事故に対処するために必要な施設及び体制並びに発生すると

想定される事故の程度及び影響の評価を行うために設定した条件及びその評価の結果 

別紙１(3/3) 
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添
付
１
－
１
（
1
／
3
）
 

再
処
理
事
業
変
更
許
可
申
請
書
 
適
合
方
針
に
係
る
比
較
表

 

  

再
処

理
事

業
指

定
申

請
書

 

（
既

許
可

）
Ａ

列
 

再
処

理
事

業
変

更
許

可
申

請
書

 

（
1
7
次

補
正

時
点

）
Ｂ

列
 

再
処

理
施

設
の

位
置

、
構

造
及

び
設

備
の

 

基
準

に
関

す
る

規
則

及
び

そ
の

解
釈

 
Ｃ

列
 

適
合

方
針

（
見

直
し

案
）

Ｄ
列

 

ロ
．
再
処
理

施
設

の
一

般
構

造
 

    (
３
)
 
使
用
済
燃
料
等
の
閉
じ
込
め
に
関
す
る
構
造
 

  
 再

処
理

施
設

は
，

次
の

方
針

に
基

づ
き

放
射

性
物

質
を

限
定

さ
れ
た
区
域

に
閉

じ
込

め
る

機
能

を
有

す
る

設
計

を
行

う
。
 

          
 

(
ⅰ

)
 

放
射

性
物

質
を

内
蔵

す
る

系
統

及
び

機
器

は
，

放

射
性

物
質

が
漏

え
い

し
難

い
構

造
と

し
，

適
切

な
腐

食
対

策
を

講
ず
る
設
計

と
す

る
。
 

    
 

(
ⅱ

)
 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

を
含

む
溶

液
，

粉
末

及
び

高
レ

ベ

ル
放

射
性

液
体

廃
棄

物
（

以
下

｢
高

レ
ベ

ル
廃

液
｣
と

い
う

｡
)
を

内
蔵

す
る

系
統

及
び

機
器

は
，

原
則

と
し

て
セ

ル
等

に
収

納
す

る
設
計
と
す

る
。

 

 
 

(
ⅲ

)
 

セ
ル

等
は

，
液

体
状

の
放

射
性

物
質

が
漏

え
い

し

た
場

合
に

，
そ

の
漏

え
い

を
検

知
し

，
漏

え
い

の
拡

大
を

防
止

す
る

と
と

も
に

，
漏

え
い

し
た

放
射

性
物

質
を

安
全

に
移

送
及

び
処
理
す
る

こ
と

が
で

き
る

設
計

と
す

る
。
 

  
 
(ⅳ

)
 
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
含
む
溶
液
及
び
高
レ
ベ
ル
廃
液

を
内
蔵
す
る

系
統

及
び

機
器

，
ウ

ラ
ン

を
非

密
封

で
大

量
に

取

り
扱
う
系
統

及
び

機
器

，
セ

ル
等

並
び

に
こ

れ
ら

を
収

納
す

る

構
築
物
は
，

原
則

と
し

て
常

時
負

圧
に

保
ち

，
そ

れ
ぞ

れ
の

気

ロ
．
再
処
理
施
設
の
一
般
構
造
 

    (
３
)
 
使
用
済
燃
料
等
の
閉
じ
込
め
に
関
す
る
構
造
 

  
 
安
全
機
能
を
有
す
る
施
設
は
，
放
射
性
物
質
を
系
統
若
し
く
は

機
器

に

閉
じ
込
め
る
，
又
は
漏
え
い
し
た
場
合
に
お
い
て
も
，
セ
ル
，
グ

ロ
ー

ブ
 

ボ
ッ
ク
ス
及
び
こ
れ
ら
と
同
等
の
閉
じ
込
め
機
能
を
有
す
る
施
設

（
以

下

「
セ
ル
等
」
と
い
う
。
）
若
し
く
は
建
屋
内
に
保
持
し
，
放
射
性

物
質

を

限
定
さ
れ
た
区
域
に
閉
じ
込
め
る
設
計
と
す
る
。
 

ま
た
，
粉
末
状
の
放
射
性
物
質
を
非
密
封
で
取
り
扱
う
場
合
は
，

密
閉

し

た
系
統
及
び
機
器
内
で
取
り
扱
う
設
計
と
す
る
。
 

旧
申
請
書
等
の
設
計
を
維
持
し
，
放
射
性
物
質
を
限
定
さ
れ
た
区

域
に

閉

じ
込
め
る
た
め
の
機
能
に
係
る
再
処
理
施
設
の
設
計
の
基
本
方
針

を
以

下

の
と
お
り
と
す
る
。
 

  
 

(ⅰ
)
 

放
射
性
物
質
を
内
包
す
る
系
統
及
び
機
器
は
，
溶
接
構
造
，

異
材
継
手
,
フ
ラ
ン
ジ
継
手
に
よ
り
接
続
す
る
こ
と
に
よ
り
，
放
射
性
物
質

が
漏
え
い
し
難
い
構
造
と
す
る
。
ま
た
，
腐
食
対
策
と
し
て
，
取

り
扱

う

放
射
性
物
質
，
化
学
薬
品
，
圧
力
及
び
温
度
並
び
に
保
守
及
び
修

理
の

条

件
を
考
慮
し
，
腐
食
し
難
い
材
料
を
使
用
す
る
と
と
も
に
，
腐
食

し
ろ

を

確
保
す
る
設
計
と
す
る
。
 

 
 

(ⅱ
)
 

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
含
む
溶
液
及
び
粉
末
並
び
に
高
レ
ベ
ル
廃

液
を
内
包
す
る
系
統
及
び
機
器
は
，
分
析
の
た
め
少
量
を
取
り
扱

う
場

合

や
，
ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
酸
化
物
粉
末
を
封
入
し
た
混

合
酸

化

物
貯
蔵
容
器
を
取
り
扱
う
場
合
を
除
き
，
セ
ル
等
に
収
納
す
る
設

計
と

す

る
。
液
体
状
の
放
射
性
物
質
を
内
包
す
る
系
統
及
び
機
器
を
収
納

す
る

セ

ル
等
の
床
に
は
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
製
の
漏
え
い
液
受
皿
を
設
置
し
，

液
体

状

の
放
射
性
物
質
が
セ
ル
等
に
漏
え
い
し
た
場
合
は
，
漏
え
い
検
知

装
置

に

よ
り
検
知
す
る
と
と
も
に
，
化
学
的
性
状
に
応
じ
た
移
送
先
に
移

送
し

処

理
で
き
る
設
計
と
す
る
。
 

 
 

(ⅲ
)
 

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
含
む
溶
液
及
び
高
レ
ベ
ル
廃
液
を
内
包
す

る
系
統
及
び
機
器
，
ウ
ラ
ン
を
非
密
封
で
大
量
に
取
り
扱
う
系
統

及
び

機

器
，
セ
ル
等
並
び
に
こ
れ
ら
を
収
納
す
る
建
屋
は
，
運
転
切
替
え

に
伴

う

変
動
時
を
除
き
，
常
時
負
圧
に
保
ち
，
そ
れ
ぞ
れ
の
気
圧
は
，
建

屋
，

セ

再
処

理
施

設
の

位
置

、
構

造
及

び
設

備
の

基
準

に
関

す
る

規
則

 

 第
四

条
 
安

全
機

能
を

有
す

る
施

設
は

、
放

射
性

物
質

を
限

定
さ

れ
た

区

域
に

適
切
に

閉
じ

込
め

る
こ

と
が

で
き

る
も

の
で

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

 再
処

理
施

設
の

位
置

、
構

造
及

び
設

備
の

基
準

に
関

す
る

規
則

の
解

釈
 

 １
 
第
４
条
に
規
定
す
る
「
限
定
さ
れ
た
区
域
に
適
切
に
閉
じ
込
め
る
」
と

は
、

放
射
性

物
質

を
系

統
若

し
く

は
機

器
に

閉
じ

込
め

る
こ

と
、

又
は

漏

え
い

し
た
場

合
に

お
い

て
も

、
セ

ル
等

若
し

く
は

構
築

物
内

の
区

域
に

保

持
す

る
こ
と

を
い

う
。
 

       ２
 
第
４
条
の
規
定
に
つ
い
て
は
以
下
の
各
号
に
掲
げ
る
措
置
を
考
慮
す
る

こ
と

。
 

一
 
放
射
性
物
質
を
収
納
す
る
系
統
及
び
機
器
は
、
放
射
性
物
質
の
漏
え
い

を
防

止
で
き

る
設

計
で

あ
る

こ
と

。
ま

た
、

使
用

す
る

化
学

薬
品

等
に

対

し
て

適
切
な

腐
食

対
策

が
講

じ
ら

れ
て

い
る

こ
と

。
 

 二
 
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
含
む
溶
液
及
び
粉
末
並
び
に
高
レ
ベ
ル
放
射
性
液
体

廃
棄

物
を
内

蔵
す

る
系

統
及

び
機

器
は

、
原

則
と

し
て

、
セ

ル
等

に
収

納

さ
れ

る
こ
と

。
ま

た
、

セ
ル

等
は

、
液

体
状

の
放

射
性

物
質

が
漏

え
い

し

た
場

合
に
、

そ
の

漏
え

い
を

感
知

し
、

漏
え

い
の

拡
大

を
防

止
す

る
と

と

も
に

漏
え
い

し
た

放
射

性
物

質
を

安
全

に
移

送
及

び
処

理
す

る
こ

と
が

で

き
る

設
計
で

あ
る

こ
と

。
 

   三
 
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
含
む
溶
液
及
び
高
レ
ベ
ル
放
射
性
液
体
廃
棄
物
を
内

蔵
す

る
系
統

及
び

機
器

、
ウ

ラ
ン

を
非

密
封

で
大

量
に

取
り

扱
う

系
統

、

機
器

、
セ
ル

等
並

び
に

こ
れ

ら
を

収
納

す
る

構
築

物
は

、
以

下
に

掲
げ

る

事
項

を
満
足

す
る

換
気

系
統

を
有

す
る

こ
と

。
 

ロ
．

再
処
理

施
設

の
一

般
構

造
 

    (
３
)
 

使
用
済
燃
料
等
の
閉
じ
込
め
に
関
す
る
構
造
 

  
 
安

全
機
能

を
有

す
る

施
設

は
，

放
射

性
物

質
を

系
統

若
し

く
は

機
器

に

閉
じ

込
め
る

，
又

は
漏

え
い

し
た

場
合

に
お

い
て

も
，

セ
ル

，
グ

ロ
ー

ブ
 

ボ
ッ

ク
ス
及

び
こ

れ
ら

と
同

等
の

閉
じ

込
め

機
能

を
有

す
る

施
設

（
以

下

「
セ

ル
等
」

と
い

う
。

）
若

し
く

は
建

屋
内

に
保

持
し

，
放

射
性

物
質

を

限
定

さ
れ
た

区
域

に
閉

じ
込

め
る

設
計

と
す

る
。

 

  

放
射
性

物
質

を
限

定
さ

れ
た

区
域

に

閉
じ

込
め
る

た
め

の
機

能
に

係
る

再
処

理
施

設
の

設
計

の
基

本
方

針
を

以

下
の

と
お
り

と
す

る
。
 

  
 
(ⅰ

)
 
放
射
性
物
質
を
内
包
す
る
系
統
及
び
機
器
は
，
溶
接
構
造
，

異
材
継
手
,
フ
ラ
ン
ジ
継
手
及
び
水
封
に
よ
り
接
続
す
る
こ
と
に
よ
り
，
放

射
性

物
質
が

漏
え

い
し

難
い

構
造

と
す

る
。

ま
た

，
腐

食
対

策
と

し
て

，

取
り

扱
う
放

射
性

物
質

，
化

学
薬

品
，

圧
力

及
び

温
度

並
び

に
保

守
及

び

修
理

の
条
件

を
考

慮
し

，
腐

食
し

難
い

材
料

を
使

用
す

る
と

と
も

に
，

腐

食
し

ろ
を
確

保
す

る
設

計
と

す
る

。
 

 
 
(ⅱ

)
 
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
含
む
溶
液
及
び
粉
末
並
び
に
高
レ
ベ
ル
廃

液
を

内
包
す

る
系

統
及

び
機

器
は

，
分

析
の

た
め

少
量

を
取

り
扱

う
場

合

や
，

ウ
ラ
ン

・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
酸

化
物

粉
末

を
封

入
し

た
混

合
酸

化

物
貯

蔵
容
器

を
取

り
扱

う
場

合
を

除
き

，
セ

ル
等

に
収

納
す

る
設

計
と

す

る
。

液
体
状

の
放

射
性

物
質

を
内

包
す

る
系

統
及

び
機

器
を

収
納

す
る

セ

ル
等

の
床
に

は
ス

テ
ン

レ
ス

鋼
製

の
漏

え
い

液
受

皿
を

設
置

し
，

液
体

状

の
放

射
性
物

質
が

セ
ル

等
に

漏
え

い
し

た
場

合
は

，
漏

え
い

検
知

装
置

に

よ
り

検
知
し

，
漏

え
い

の
拡

大
を

防
止

す
る

と
と

も
に

，
化

学
的

性
状

に

応
じ

た
移
送

先
に

移
送

し
処

理
で

き
る

設
計

と
す

る
。
 

 
 
(ⅲ

)
 
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
含
む
溶
液
及
び
高
レ
ベ
ル
廃
液
を
内
包
す

る
系

統
及
び

機
器

，
ウ

ラ
ン

を
非

密
封

で
大

量
に

取
り

扱
う

系
統

及
び

機

器
，

セ
ル
等

並
び

に
こ

れ
ら

を
収

納
す

る
建

屋
は

，
原

則
と

し
て

，
常

時

負
圧

に
保
ち

，
そ

れ
ぞ

れ
の

気
圧

は
，

原
則

と
し

て
，

建
屋

，
セ

ル
等

，

本
例
で
は
Ｂ
列
か
ら
不
要
部
分
を
削
除
し
、
ま
た
、
「
２
－
２
 
(
1
)

①
要
求
事
項
へ
の
適
合
性
」
に
基
づ
き
、
事
業
許
可
基
準
規
則
等
を

満
足
す
る
た
め
に
必
要
な
約
束
事
項
や
適
合
性
に
つ
い
て
記
載
し
て

い
る
。
（
大
幅
な
見
直
し
は
な
く
、
赤
下
線
部
分
の
み
の
修
正
に
留

ま
る
見
込
み
で
あ
る
。
）
 

 

本
記
載
は
、
既
許
可
の
設
計
の
基
本
方
針
（
放
射
性
物
質
を
限

定
さ
れ
た
区
域
に
閉
じ
込
め
る
機
能
を
有
す
る
設
計
）
内
の
対

応
で
あ
り
、
既
許
可
の
基
本
設
計
事
項
の
変
更
に
該
当
し
な

い
。
 

よ
っ
て
「
２
－
１
 
(
2
)
 新

規
制
基
準
要
求
以
外
の
記
載
」
に

基
づ
き
、
Ｄ
列
の
見
直
し
案
で
は
削
除
す
る
。
 

本
記
載
は

、
旧
指
針
要
求
に
係
る
記
載
で
あ
り
、
新
規
制
基
準

へ
の
適
合

性
を
示
す
上
で
不
要
な
記
載
と
な
る
こ
と
か
ら
、

「
２
－
２

 
(
1
)
①
 
要
求
事
項
へ
の
適
合
性
」
に
基
づ
き
、
Ｄ

列
の
見
直

し
案
で
は
削
除
す
る
。
 

安
全
審
査
整
理
資
料
案

(第
４
条

)よ
り
抜

粋
 

本
記
載
は
、
旧
指
針
か
ら
表
現
や
定
義
等
が
変
更
に
な
っ
て
い

る
箇
所
に
該
当
す
る
こ
と
か
ら
、
「
２
－
１
 
(
3
)
旧
指
針
か
ら

の
表
現
変
更
等
を
踏
ま
え
た
記
載
」
に
基
づ
き
、
Ｄ
列
の
見
直

し
案
で
記
載
を
見
直
す
。
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添
付
１
－
１
（
2
／
3
）
 

再
処
理
事
業
変
更
許
可
申
請
書
 
適
合
方
針
に
係
る
比
較
表

再
処

理
事

業
指

定
申

請
書

 

（
既

許
可

）
Ａ

列
 

再
処

理
事

業
変

更
許

可
申

請
書

 

（
1
7
次

補
正

時
点

）
Ｂ

列
 

再
処

理
施

設
の

位
置

、
構

造
及

び
設

備
の

 

基
準

に
関

す
る

規
則

及
び

そ
の

解
釈

 
Ｃ

列
 

適
合

方
針

（
見

直
し

案
）

Ｄ
列

 

圧
は
，
原
則

と
し

て
，

構
築

物
，

セ
ル

等
，

系
統

及
び

機
器

の

順
に
気
圧
が

低
く

な
る

設
計

と
す

る
。

ま
た

，
気

体
廃

棄
物

の

廃
棄
施
設
は

，
放

射
性

物
質

が
漏

え
い

し
難

く
，

か
つ

，
逆

流

し
難
い
設
計

と
し

，
フ

ィ
ル

タ
，

洗
浄

塔
等

に
よ

り
放

射
性

物

質
を
適
切
に

除
去

で
き

る
設

計
と

す
る

。
 

ル
等
，
系
統
及
び
機
器
の
順
に
気
圧
が
低
く
な
る
よ
う
に
設
計
す

る
。

気
体
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設
は
，
放
射
性
物
質
の
漏
え
い
及
び
逆

流
を

防

止
す
る
設
計
と
す
る
と
と
も
に
，
洗
浄
塔
，
凝
縮
器
，
デ
ミ
ス
タ

，
高

性

能
粒
子
フ
ィ
ル
タ
，
吸
収
塔
及
び
吸
着
塔
に
よ
り
，
放
射
性
物
質

を
適

切

に
除
去
し
た
後
，
主
排
気
筒
か
ら
放
出
す
る
設
計
と
す
る
。
 

 
設
計
基
準
事
故
時
に
お
い
て
も
，
可
能
な
限
り
負
圧
維
持
，
漏

え
い

及

び
逆
流
防
止
の
機
能
が
確
保
さ
れ
る
設
計
と
す
る
と
と
も
に
，
一

部
の

換

気
系
統
の
機
能
が
損
な
わ
れ
た
場
合
に
お
い
て
も
，
再
処
理
施
設

全
体

と

し
て
気
体
の
閉
じ
込
め
機
能
を
確
保
す
る
設
計
と
す
る
。
 

①
換
気
系
統
は
、
放
射
性
物
質
の
漏
え
い
を
防
止
で
き
る
設
計
で
あ
り
、

か
つ

逆
流
を

防
止

で
き

る
設

計
で

あ
る

こ
と

。
 

②
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
含
む
溶
液
及
び
高
レ
ベ
ル
放
射
性
液
体
廃
棄
物
を
内

蔵
す

る
系
統

及
び

機
器

、
ウ

ラ
ン

を
非

密
封

で
大

量
に

取
り

扱
う

系
統

、

機
器

、
セ
ル

等
並

び
に

こ
れ

ら
を

収
納

す
る

構
築

物
は

、
原

則
と

し
て

、

換
気

機
能
に

よ
り

常
時

負
圧

に
保

た
れ

て
い

る
こ

と
。

ま
た

、
そ

れ
ぞ

れ

の
気

圧
は
、

原
則

と
し

て
、

構
築

物
、

セ
ル

等
、

系
統

及
び

機
器

の
順

に

低
く

す
る
こ

と
。

 

③
換
気
系
統
に
は
、
フ
ィ
ル
タ
、
洗
浄
塔
等
の
放
射
性
物
質
を
除
去
す
る

た
め

の
系
統

及
び

機
器

が
適

切
に

設
け

ら
れ

て
い

る
こ

と
。
 

④
上
記
２
三
③
の
「
放
射
性
物
質
を
除
去
す
る
た
め
の
系
統
及
び
機
器
が

適
切

に
設
け

ら
れ

て
い

る
」

と
は

、
原

則
と

し
て

、
以

下
の

各
号

に
掲

げ

る
事

項
が
満

足
さ

れ
る

よ
う

、
換

気
系

統
が

設
計

さ
れ

て
い

る
こ

と
を

い

う
。
 

イ
運
転
時
及
び
停
止
時
に
お
い
て
は
、
公
衆
の
線
量
が
合
理
的
に
達
成
で

き
る

限
り
低

く
な

る
よ

う
に

、
放

射
性

物
質

を
含

む
気

体
中

の
放

射
性

物

質
の

濃
度
を

フ
ィ

ル
タ

、
洗

浄
塔

等
に

よ
っ

て
低

減
さ

せ
た

後
、

十
分

な

拡
散

効
果
を

有
す

る
排

気
筒

か
ら

放
出

す
る

こ
と

。
 

ロ
放
射
性
物
質
を
含
む
気
体
が
上
記
イ
の
低
減
効
果
を
持
つ
系
統
及
び
機

器
を

経
ず
に

環
境

中
へ

放
出

さ
れ

る
こ

と
が

な
い

よ
う

、
負

圧
維

持
、

換

気
系

統
外
へ

の
漏

え
い

防
止

及
び

逆
流

防
止

の
機

能
が

確
保

さ
れ

て
い

る

こ
と

。
た
だ

し
、

核
種

に
よ

っ
て

、
そ

の
放

出
に

伴
う

公
衆

の
線

量
が

、

合
理

的
に
達

成
で

き
る

限
り

低
い

と
判

断
さ

れ
る

場
合

に
お

い
て

は
、

こ

の
限

り
で
は

な
い

。
 

ハ
同
様
に
放
出
に
よ
る
公
衆
の
線
量
が
合
理
的
に
達
成
で
き
る
限
り
低
い

と
判

断
さ
れ

る
場

合
に

お
い

て
は

、
主

排
気

筒
の

み
な

ら
ず

、
局

所
的

な

排
気

筒
か
ら

の
放

出
も

許
容

さ
れ

る
。
 

ニ
設
計
基
準
事
故
時
に
お
い
て
も
可
能
な
限
り
上
記
ロ
の
負
圧
維
持
、
換

気
系

統
外
へ

の
漏

え
い

防
止

及
び

逆
流

防
止

の
機

能
が

確
保

さ
れ

る
よ

う

設
計

さ
れ
て

い
る

こ
と

。
 

ホ
設
計
基
準
事
故
時
に
お
い
て
、
一
部
の
換
気
系
統
の
機
能
が
損
な
わ
れ

て
も

、
再
処

理
施

設
全

体
と

し
て

は
、

換
気

系
統

の
機

能
が

維
持

さ
れ

、

公
衆

に
対
し

て
著

し
い

放
射

線
被

ば
く

の
リ

ス
ク

を
与

え
な

い
よ

う
、

十

分
な

気
体
の

閉
じ

込
め

の
機

能
が

確
保

さ
れ

て
い

る
こ

と
。
 

系
統

及
び
機

器
の

順
に

気
圧

が
低

く
な

る
設

計
と

す
る

。
 

 
気

体
廃
棄

物
の

廃
棄

施
設

は
，

放
射

性
物

質
の

漏
え

い
及

び
逆

流
を

防

止
す

る
設
計

と
す

る
と

と
も

に
，

洗
浄

塔
，

凝
縮

器
，

デ
ミ

ス
タ

，
高

性

能
粒

子
フ
ィ

ル
タ

，
吸

収
塔

及
び

吸
着

塔
に

よ
り

，
放

射
性

物
質

を
適

切

に
除

去
し
た

後
，

主
排

気
筒

か
ら

放
出

す
る

設
計

と
す

る
。
 

 
設

計
基
準

事
故

時
に

お
い

て
も

，
可

能
な

限
り

負
圧

維
持

，
漏

え
い

及

び
逆

流
防
止

の
機

能
が

確
保

さ
れ

る
設

計
と

す
る

と
と

も
に

，
一

部
の

換

気
系

統
の
機

能
が

損
な

わ
れ

た
場

合
に

お
い

て
も

，
再

処
理

施
設

全
体

と

し
て

気
体
の

閉
じ

込
め

機
能

を
確

保
す

る
設

計
と

す
る

。
 

本
例
で
は
Ｂ
列
か
ら
不
要
部
分
を
削
除
し
、
ま
た
、
「
２
－
２
 
(
1
)

①
要
求
事
項
へ
の
適
合
性
」
に
基
づ
き
、
事
業
許
可
基
準
規
則
等
を

満
足
す
る
た
め
に
必
要
な
約
束
事
項
や
適
合
性
に
つ
い
て
記
載
し
て

い
る
。
（
大
幅
な
見
直
し
は
な
く
、
赤
下
線
部
分
の
み
の
修
正
に
留

ま
る
見
込
み
で
あ
る
。
）
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添
付
１
－
１
（
3
／
3
）
 

再
処
理
事
業
変
更
許
可
申
請
書
 
適
合
方
針
に
係
る
比
較
表

 

  

再
処

理
事

業
指

定
申

請
書

 

（
既

許
可

）
Ａ

列
 

再
処

理
事

業
変

更
許

可
申

請
書

 

（
1
7
次

補
正

時
点

）
Ｂ

列
 

再
処

理
施

設
の

位
置

、
構

造
及

び
設

備
の

 

基
準

に
関

す
る

規
則

及
び

そ
の

解
釈

 
Ｃ

列
 

適
合

方
針

（
見

直
し

案
）

Ｄ
列

 

 
 

(ⅳ
)
 

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
含
む
溶
液
及
び
高
レ
ベ
ル
廃
液
を
内
包
す

る
系
統
及
び
機
器
並
び
に
ウ
ラ
ン
を
非
密
封
で
大
量
に
取
り
扱
う

系
統

及

び
機
器
以
外
の
放
射
性
物
質
を
内
包
す
る
系
統
及
び
機
器
，
セ
ル

等
並

び

に
こ
れ
ら
を
収
納
す
る
建
屋
は
，
負
圧
に
保
ち
，
そ
れ
ぞ
れ
の
気

圧
は

，

建
屋
，
セ
ル
等
，
系
統
及
び
機
器
の
順
に
気
圧
が
低
く
な
る
よ
う

に
設

計

す
る
。
 

気
体
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設
は
，
放
射
性
物
質
の
漏
え
い
及
び
逆
流

を
防

止

す
る
設
計
と
す
る
と
と
も
に
，
洗
浄
塔
，
凝
縮
器
，
デ
ミ
ス
タ
及

び
高

性

能
粒
子
フ
ィ
ル
タ
に
よ
り
，
放
射
性
物
質
を
適
切
に
除
去
し
た
後

，
主

排

気
筒
若
し
く
は
北
換
気
筒
又
は
低
レ
ベ
ル
廃
棄
物
処
理
建
屋
換
気

筒
か

ら

放
出
す
る
設
計
と
す
る
。
 

 
 

(ⅴ
)
 

ウ
ラ
ン
を
含
む
粉
末
，
焼
却
灰
そ
の
他
の
粉
末
状
の
放
射
性

物
質
を
非
密
封
で
取
り
扱
う
場
合
は
，
密
閉
し
た
系
統
及
び
機
器

内
で

取

り
扱
う
設
計
と
す
る
。
 

 

前
頁
の
(
ⅰ
)
～
(
ⅲ
)
項
で
基
本
と
な
る
設
計
方
針
は
記
載
さ
れ

て
お
り
、

本
記
載
(
ⅳ
)
(
ⅴ
)
項
は
そ
れ
ら
を
詳
細
に
記
載
し
て

い
る
こ
と

か
ら
、
「
２
－
２
 
(
1
)
①
要
求
事
項
へ
の
適
合
性
」

に
基
づ
き

、
Ｄ
列
の
見
直
し
案
で
は
削
除
す
る
。
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添
付
１
－
２
（
1
／
3
）
 

再
処
理
事
業
変
更
許
可
申
請
書
 
適
合
方
針
に
係
る
比
較
表

 

  

再
処

理
事

業
指

定
申

請
書

 

（
既

許
可

）
Ａ

列
 

再
処

理
事

業
変

更
許

可
申

請
書

 

（
1
7
次

補
正

時
点

）
Ｂ

列
 

発
電

用
原

子
炉

の
火

災
防

護
審

査
基

準
 
Ｃ

列
 

適
合

方
針

（
見

直
し

案
）

Ｄ
列

 

 
ロ
．
再
処

理
施

設
の

一
般

構
造

 

 
 

(４
) 

火
災
及

び
爆

発
の

防
止

に
関

す
る

構
造

 

 
再

処
理

施
設

は
，

次
の

方
針

に
基

づ
き

火
災

及
び

爆

発
の

防
止
の

た
め

の
設

計
を

行
う

。
 

 
 

(ⅰ
) 

可
能

な
限

り
不

燃
性

又
は

難
燃

性
材

料
を

使
用

す
る

設

計
と

す
る
。
 

 
 

(ⅱ
) 

可
燃

性
若

し
く

は
熱

的
に

不
安

定
な

物
質

を
使

用
す

る

か
又

は
生

成
す

る
系

統
及

び
機

器
は

，
火

災
・

爆
発

の

発
生

を
防

止
す

る
た

め
，

着
火

源
の

排
除

，
異

常
な

温

度
上

昇
の

防
止

対
策

，
可

燃
性

物
質

の
漏

え
い

防
止

対

策
，

可
燃

性
又

は
熱

的
に

不
安

定
な

物
質

の
混

入
防

止

対
策

等
適

切
な

対
策

を
講

ず
る

設
計

と
す

る
と

と
も

に
，

適
切

な
熱

及
び

化
学

的
制

限
値

を
設

け
る

設
計

と

す
る

。
 

 
 

(ⅲ
) 

火
災

の
拡

大
を

防
止

す
る

た
め

に
，

適
切

な
検

知
，

警

報
系

統
及

び
消

火
設

備
を

設
け

る
と

と
も

に
，

火
災

に

よ
る

影
響

の
軽

減
の

た
め

に
適

切
な

対
策

を
講

ず
る

設

計
と

す
る
。
 

 
 

(ⅳ
) 

火
災

・
爆

発
の

発
生

を
想

定
し

て
も

，
閉

じ
込

め
の

機

能
が

適
切
に

維
持

で
き

る
設

計
と

す
る
 

 

ロ
．
再
処
理
施
設
の
一
般
構
造
 

 
 

(４
) 

火
災
及
び
爆
発
の
防
止
に
関
す
る
構
造
 

 
 

(ｉ
) 

安
全
機
能
を
有
す
る
施
設
の
火
災
及
び
爆
発
防
止
 

 
 

(ｂ
) 

火
災
及
び
爆
発
の
発
生
防
止
に
係
る
設
計
方
針
 

 

(イ
) 

施
設
特
有
火
災
等
の
発
生
防
止
対
策
 

施
設

特
有

火
災
等

の
発
生

を
防
止

す
る
た

め
，

以
下

の
対

策
を
講
ず
る
。
 

１
）
 

有
機
溶

媒
に

よ
る

火
災

の
発

生
を

防
止

す
る

た
め

，
有

機
溶

媒
の

漏
え
い

防
止
，

化
学
的

制
限
値

の
設

定
，

化
学

的
制

限
管

理
（

引
火

点
以

下
で

の
化

学
薬

品
の

取
扱

い
）
，
着
火
源
排
除
 
…
 
を
講
ず
る
設
計
と
す
る
。
 

 
…
 

７
）
 

分
析
試

薬
に

よ
る

火
災

及
び

爆
発

を
防

止
す

る
た

め
，

消
防

法
に

基
づ
く

貯
蔵
及

び
取
扱

い
時
の

漏
え

い
防

止
を

講
ず
る
設
計
と
し
，
使
用
場
所
の
制
限
を
行

う
。

 

 

(ロ
) 

一
般
火
災
の
発
生
防
止
対
策

 

一
般

火
災

の
発
生

を
防
止

す
る
た

め
，
以

下
の

対
策

を
講

ず
る
。
 

１
）
 

発
火
性

物
質

又
は

引
火

性
物

質
の

漏
え

い
の

防
止

及
び

拡
大

防
止

，
耐
火

壁
，
隔

壁
及
び

離
隔
距

離
に

よ
る

配
置

上
の

考
慮

，
換
気

，
防
爆

設
計
，

消
防
法

に
基

づ
く

貯
蔵

の
対
策
の
組
合
せ
に
よ
り
 
…
 を

講
ず
る
設
計
と
す
る
。
 

…
 

４
）
 

電
気
設

備
は

，
機

器
の

損
壊

，
故

障
及

び
そ

の
他

の
異

常
を

検
知

し
た
場

合
に
は

，
遮
断

器
に
よ

り
故

障
箇

所
を

隔
離
す

る
こ

と
に

よ
り

 
…

 
影
響

を
限

定
で

き
る

設
計

と

す
る
。
 

      

     2
.
1
 
火
災
発
生
防
止
 

2
.
1
.
1
 

原
子
炉
施
設
は
火
災
の
発
生
を
防
止
す
る
た
め
に
以
下
の
各
号

に
掲

げ
る
火

災
防

護
対

策
を

講
じ

た
設

計
で

あ
る

こ
と

。
 

(
1
)
 

発
火
性
又
は
引
火
性
物
質
を
内
包
す
る
設
備
及
び
こ
れ
ら
の
設

備
を

設
置
す

る
 

火
災

区
域

は
，

以
下

の
事

項
を

考
慮

し
た

，
火

災

の
発

生
防
止

対
策

を
講

ず
る

こ
と

。
 

①
 
漏
え
い
の
防
止
，
拡
大
防
止
 

発
火

性
物
質

又
は

引
火

性
物

質
の

漏
え

い
の

防
止

対
策

，

拡
大

防
止
対

策
を

講
ず

る
こ

と
。

…
 

                     

ロ
．

再
処
理

施
設

の
一

般
構

造
 

 
 

(４
) 

火
災
及

び
爆

発
の

防
止

に
関
す
る

構
造

 

 
 

(ｉ
) 

安
全
機

能
を

有
す

る
施

設
の
火
災

及
び

爆
発

防
止

 
 

(ｂ
) 

火
災
及

び
爆

発
の

発
生

防
止

に
係

る
設

計
方

針
 

 

b
.
 
火
災
の
発
生
防
止
 

①
 
再
処
理
施
設
内
の
火
災
の
発
生
防
止
 

再
処

理
施
設

の
火

災
発

生
防

止
に

つ
い

て
は

，
発

火
性

又
は

引
火

性
物
質

を
内

包
す

る
設

備
及

び
こ

れ
ら

の
設

備
を

設
置

す

る
火

災
区
域

又
は

火
災

区
画

に
対

す
る

火
災

発
生

防
止

対
策

を

講
ず

る
と
と

も
に

，
可

燃
性

の
蒸

気
又

は
可

燃
性

の
微

粉
に

対

す
る
対
策
，
 
発
火
源
に
対
す
る
対
策
，
水
素
に
対
す
る
換
気

及
び

漏
え
い

検
出

対
策

，
放

射
線

分
解

に
よ

り
発

生
す

る
水

素

の
蓄

積
防
止

対
策

，
並

び
に

電
気

系
統

の
過

電
流

に
よ

る
過

熱

及
び

焼
損
の

防
止

対
策

等
を

講
ず

る
設

計
と

す
る

。
 

                    

本
例
で
は
Ｂ
列
を
「
２
－
２
 
(
1
)
①
要
求
事
項
へ
の
適
合
性
」
に

基
づ
き
、
火
災
防
護
基
準
へ
の
適
合
性
を
的
確
に
す
る
記
載
に
見

直
す
。
 

本
記
載
は
添
付
書
類
レ
ベ
ル
の
詳
細
な
記
載
に
な
っ
て
い
る
こ

と
、
ま
た
、
火
災
防
護
基
準
へ
の
適
合
性
を
的
確
に
記
載
し
て

い
な
い
こ
と
か
ら
、
「
２
－
２
 
(
1
)
①
要
求
事
項
へ
の
適
合

性
」
に
基
づ
き
、
Ｄ
列
の
見
直
し
案
で
は
火
災
防
護
基
準
へ
の

適
合
性
を
的
確
に
す
る
記
載
に
見
直
す
。
 

安
全
審
査
整
理
資
料
案

(第
５
条

)よ
り
抜
粋
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添
付
１
－
２
（
2
／
3
）
 

再
処
理
事
業
変
更
許
可
申
請
書
 
適
合
方
針
に
係
る
比
較
表

 

  

再
処

理
事

業
指

定
申

請
書

 

（
既

許
可

）
Ａ

列
 

再
処

理
事

業
変

更
許

可
申

請
書

 

（
1
7
次

補
正

時
点

）
Ｂ

列
 

発
電

用
原

子
炉

の
火

災
防

護
審

査
基

準
 
Ｃ

列
 

適
合

方
針

（
見

直
し

案
）

Ｄ
列

 

 (ハ
)  

安
全
機
能
を
有
す
る
施
設
に
お
け
る
火
災
発

生
防

止
対

策
 

安
全

上
重

要
な
施

設
は
，

可
能
な

限
り
不

燃
性

材
料

若
し

く
は
難

燃
性

材
料

又
は

そ
れ

ら
と

同
等

以
上

の
性

能
を

有
す

る
材
料
を
使
用
す
る
設
計
と
す
る
。
 

ま
た

，
そ

れ
ら
の

材
料
の

使
用
が

技
術
上

困
難

な
場

合
に

お
い
て

は
，

当
該

安
全

上
重

要
な

施
設

に
お

け
る

火
災

に
起

因
し
て

，
他

の
安

全
上

重
要

な
施

設
に

お
い

て
火

災
が

発
生

す
る

こ
と

を
防

止
す

る
た

め
の

措
置

を
講

ず
る

設
計

と
す

る
。
具
体
的
に
は
，
以
下
の
対
策
を
講
ず
る
。
 

１
）

 
安

全
上

重
要

な
施

設
の

う
ち

，
機

器
，

ダ
ク

ト
，

ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ
，

電
線
管

及
び
盤

の
筐
体

並
び

に
こ

れ
ら

の
支

持
構

造
物
の

主
要
な

構
造
材

は
，
不

燃
材

料
で

あ
る

金
属

材
料

又
は

コ
ン

ク
リ

ー
ト

を
使

用
す

る
設

計
と

す

る
。

建
物

内
に
設

置
す
る

変
圧
器

及
び
遮

断
器

は
，

絶
縁

油
を

内
包

し
な
い

乾
式
を

使
用
す

る
設
計

と
す

る
。

換
気

設
備

の
フ

ィ
ル
タ

は
不
燃

性
材
料

又
は
難

燃
性

材
料

を
使

用
す

る
設

計
と
し

，
安
全

上
重
要

な
施
設

に
使

用
す

る
保

温
材
は
不
燃
性
材
料
を
使
用
す
る
設
計
と
す
る
。

 

２
）
 
安
全
上
重
要
な
施
設
に
使
用
す
る
難
燃
性
ケ
ー
ブ
ル
に

は
，

実
証

試
験

に
よ

り
延

焼
性

（
米

国
電

気
電

子
工

学
学

会
規
格
Ｉ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
3
8
3
－
1
9
7
4
又
は
Ｉ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
1
2
0
2
－
1
9
9
1

垂
直

ト
レ

イ
燃

焼
試

験
相

当
）

及
び

自
己

消
火

性
（

Ｕ
Ｌ

1
58
1
（

Ｆ
ｏ

ｕ
ｒ

ｔ
ｈ

 
Ｅ

ｄ
ｉ

ｔ
ｉ

ｏ
ｎ

）
1
08
0
 
Ｖ

Ｗ

－
１
 
Ｕ
Ｌ
垂
直
燃
焼
試
験
相
当
）
を
確
認
し
た
ケ
ー
ブ
ル

を
使

用
す

る
設

計
と

す
る

。
た

だ
し

，
実

証
試

験
に

よ
り

延
焼

性
及

び
自

己
消

火
性

を
確

認
で

き
な

い
ケ

ー
ブ

ル

は
，

難
燃

ケ
ー

ブ
ル

と
同

等
以

上
の

性
能

を
有

す
る

材
料

を
使

用
す

る
設

計
と

す
る

か
，

難
燃

ケ
ー

ブ
ル

と
同

等
以

上
の

性
能

を
有

す
る

ケ
ー

ブ
ル

の
使

用
が

技
術

上
困

難
な

場
合

は
，

当
該

ケ
ー

ブ
ル

の
火

災
に

起
因

し
て

他
の

安
全

上
重

要
な

施
設

に
お

い
て

火
災

が
発

生
す

る
こ

と
を

防
止

す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
設
計
と
す
る
。
 

３
）
 
建
物
内
装
材
は
，
建
築
基
準
法
に
基
づ
く
不
燃
性
材
料

若
し

く
は

こ
れ

と
同

等
の

性
能

を
有

す
る

こ
と

を
試

験
に

 2
.
1
.
2
 

安
全
機
能
を
有
す
る
構
築
物
，
系
統
及
び
機
器
は
，
以
下
の
各

号
に
掲
げ
る
と
お
り
，
 
不
燃
性
材
料
又
は
難
燃
性
材
料
を
使
用
し

た
設

計
で
あ

る
こ

と
。

…
 

(
1
)
 

機
器
，
配
管
，
ダ
ク
ト
，
ト
レ
イ
，
電
線
管
，
盤
の
筐
体
，
及

び
こ

れ
ら
の

支
持

構
造

物
の

う
ち

，
主

要
な

構
造

材
は

不
燃

性
材

料

を
使

用
す
る

こ
と

。
…
 

                            

 

②
 不

燃
性

材
料

又
は

難
燃

性
材

料
の

使
用

 

安
全

上
重
要

な
機

能
を

有
す

る
機

器
等

及
び

放
射

性
物

質
貯

蔵
等

の
機
器

等
の

う
ち

，
主
要
な

構
造

材
，

ケ
ー

ブ
ル

，
換

気

設
備

の
フ
ィ

ル
タ

，
保

温
材
及
び

建
屋

内
装

材
は

，
可

能
な

限

り
不

燃
性
材

料
又

は
難

燃
性
材
料

を
使

用
す

る
設

計
と

し
，

不

燃
性

材
料
又

は
難

燃
性

材
料
の
使

用
が

技
術

上
困

難
な

場
合

は
，

不
燃
性

材
料

又
は

難
燃
性
材

料
と

同
等

以
上

の
性

能
を

有

す
る

も
の
（

 以
下

「
代
替

材
料

」
と

い
う

。
）

を
使

用
す

る

設
計

と
す
る

。
 

ま
た

，
代
替

材
料

の
使

用
が

技
術

上
困

難
な

場
合

は
，

当
該

安
全

上
重
要

な
施

設
に

お
け

る
火

災
に

起
因

し
て

，
他

の
安

全

上
重

要
な
施

設
に

お
い

て
火

災
が

発
生

す
る

こ
と

を
防

止
す

る

た
め

の
措
置

を
講

ず
る

設
計

と
す

る
。

 

こ
の

う
ち
，

放
射

性
物

質
を

内
包

す
る

グ
ロ

ー
ブ

ボ
ッ

ク
ス

等
の

う
ち
，

当
該

機
能

を
喪

失
す

る
こ

と
で

再
処

理
施

設
の

安

全
性

を
損
な

う
お

そ
れ

の
あ

る
も

の
は

，
規

則
解

釈
の
第

5
条

2
項

六
号

を
う
け

，
火

災
に
よ
り

閉
じ

込
め

機
能

を
損

な
う

お

そ
れ

の
あ
る

も
の

に
つ

い
て

は
，

不
燃

性
材

料
又

は
難

燃
性

材

料
を

使
用
す

る
設

計
と

し
，

パ
ネ

ル
に

可
燃

性
材

料
を

使
用

す

る
場

合
は
，

難
燃

性
材

料
を

パ
ネ

ル
に

設
置

す
る

こ
と

に
よ

り

閉
じ

込
め
機

能
を

損
な

わ
な

い
設

計
と

す
る

。
 

安
全

上
重
要

な
機

能
を

有
す

る
機

器
等

及
び

放
射

性
物

質
貯

蔵
等

の
機
器

等
に

使
用

す
る

ケ
ー

ブ
ル

に
は

，
実

証
試

験
に

よ

り
延

焼
性
及

び
自

己
消

火
性

を
確

認
し

た
ケ

ー
ブ

ル
を

使
用

す

る
設

計
と
す

る
。

 

な
お

，
安
全

上
重

要
な

機
能

を
有

す
る

機
器

等
及

び
放

射
性

物
質

貯
蔵
等

の
機

器
等

に
使

用
す

る
ケ

ー
ブ

ル
の

う
ち

，
機

器

の
性

能
上
の

理
由

か
ら

や
む

を
得

ず
実

証
試

験
に

よ
り

延
焼

性

及
び

自
己
消

火
性

が
確

認
で

き
な

か
っ

た
ケ

ー
ブ

ル
に

つ
い

て

は
，

難
燃
ケ

ー
ブ

ル
と

同
等

以
上

の
性

能
を

有
す

る
材

料
を

使

用
す

る
設
計

と
す

る
。

 

具
体

的
に
は

，
 火

災
を

想
定
し

た
場

合
に

も
延

焼
が

発
生

し
な

い
よ
う

に
，

 専
用

電
線
管

に
収

納
す

る
と

と
も

に
，

 電

線
管

の
両
端

は
，

 電
線

管
外
部

か
ら

の
酸

素
供

給
防

止
を

目

本
例
で
は
Ｂ
列
を
「
２
－
２
 
(
1
)
①
要
求
事
項
へ
の
適
合
性
」
に

基
づ
き
、
火
災
防
護
基
準
へ
の
適
合
性
を
的
確
に
す
る
記
載
に
見

直
す
。
 

本
記
載
は
火
災
防
護
基
準
へ
の
適
合
性
を
的
確
に
記
載
し
て
い

な
い
こ
と
か
ら
、
「
２
－
２
 
(
1
)
①
要
求
事
項
へ
の
適
合
性
」

に
基
づ
き
、
Ｄ
列
の
見
直
し
案
で
は
火
災
防
護
基
準
へ
の
適
合

性
を
的
確
に
す
る
記
載
に
見
直
す
。
 

13



添
付
１
－
２
（
3
／
3
）
 

再
処
理
事
業
変
更
許
可
申
請
書
 
適
合
方
針
に
係
る
比
較
表

 

  

再
処

理
事

業
指

定
申

請
書

 

（
既

許
可

）
Ａ

列
 

再
処

理
事

業
変

更
許

可
申

請
書

 

（
1
7
次

補
正

時
点

）
Ｂ

列
 

発
電

用
原

子
炉

の
火

災
防

護
審

査
基

準
 
Ｃ

列
 

適
合

方
針

（
見

直
し

案
）

Ｄ
列

 

よ
り

確
認

し
た

材
料

又
は

消
防

法
に

基
づ

く
防

炎
物

品
若

し
く

は
こ

れ
と

同
等

の
性

能
を

有
す

る
こ

と
を

試
験

に
よ

り
確
認
し
た
材
料
を
使
用
す
る
設
計
と
す
る
。
 

４
）
 
グ
ロ
ー
ブ
ボ
ッ
ク
ス
，
分
析
操
作
ボ
ッ
ク
ス
，
分
析
セ

ル
及

び
壁

の
一

部
を

視
認

性
を

有
す

る
パ

ネ
ル

で
構

成
す

る
セ

ル
は

，
可

能
な

限
り

不
燃

性
材

料
又

は
難

燃
性

材
料

を
使

用
す

る
設

計
と

し
，

パ
ネ

ル
に

可
燃

性
材

料
を

使
用

す
る

場
合

は
，

火
災

に
よ

る
パ

ネ
ル

の
損

傷
を

考
慮

し
て

も
収

納
す

る
機

器
の

閉
じ

込
め

機
能

を
損

な
わ

な
い

設
計

と
す

る
又

は
パ

ネ
ル

を
難

燃
性

材
料

に
よ

り
被

覆
す

る
こ

と
で

火
災

の
発

生
を

想
定

し
て

も
閉

じ
込

め
機

能
を

損
な

わ
な
い
設
計
と
す
る
。
 

 

(ニ
) 

自
然
現
象
に
よ
る
火
災
の
発
生
防
止
対
策
 

「
外
部
か
ら
の
衝
撃
に
よ
る
損
傷
の
防
止
」
で
選

定
し

た
，

設
計
上
考
慮
を
必
要
と
す
る
自
然
現
象
の
う
ち
，
風

（
台

風
）
，
竜
巻
及
び
森
林
火
災
に
つ
い
て
は
，
防
護
対

策
を
講

ず

る
こ
と
で
火
災
の
発
生
を
防
止
す
る
こ
と
，
並
び
に

津
波
，

凍

結
，
高
温
，
降
水
，
積
雪
，
生
物
学
的
事
象
，
塩
害

及
び
火

山

に
つ
い
て
は
，
発
火
源
と
な
り
得
る
事
象
で
は
な
い

こ
と
を

踏

ま
え
，
再
処
理
施
設
で
火
災
を
発
生
さ
せ
う
る
事
象

と
し
て

，

地
震
及
び
落
雷
を
選
定
す
る
。
こ
れ
ら
の
事
象
に
対

す
る
火

災

の
発
生
防
止
対
策
と
し
て
，
「
落
雷
に
対
す
る
設
計

方
針
」

に

示
す
よ
う
に
，
落
雷
に
つ
い
て
は
，
建
築
基
準
法
及

び
消
防

法

に
基
づ
き
，
日
本
工
業
規
格
に
準
拠
し
た
避
雷
設
備

を
設
置

し
，
地
震
に
つ
い
て
は
，
耐
震
設
計
上
の
重
要
度
に

応
じ
た

地

震
力
が
作
用
し
た
場
合
に
お
い
て
も
支
持
す
る
こ
と

が
で
き

る

地
盤
に
設
置
し
，
自
ら
の
破
壊
又
は
倒
壊
に
よ
る
火

災
の
発

生

を
防
止
す
る
設
計
と
す
る
。
 

             2
.
1
.
3
 

落
雷
，
地
震
等
の
自
然
現
象
に
よ
っ
て
，
発
電
用
原
子
炉
施
設

内
の

構
築
物

，
系

統
及

び
機

器
に

火
災

が
発

生
し

な
い

よ
う

に
以

下

の
各

号
に
掲

げ
る

火
災

防
護

対
策

を
講

じ
た

設
計

で
あ

る
こ

と
。

 

(
1
)
 

落
雷
に
よ
る
火
災
の
発
生
防
止
対
策
と
し
て
，
建
屋
等
に
避
雷

設
備

を
設
置

す
る

こ
と

。
…
 

 

的
と

し
，

 耐
火

性
を

有
す

る
シ

ー
ル

材
を

処
置

，
又

は
ケ

ー

ブ
ル

全
体
を

露
出

し
な

い
よ

う
に

不
燃

性
，

遮
炎

性
，

耐
久

性

及
び

被
覆
性

の
確

認
さ

れ
た

防
火

シ
ー

ト
で

覆
う

等
に

よ
り

，
 

難
燃

ケ
ー
ブ

ル
と

同
等

以
上
の
性

能
を

確
保

す
る

設
計

と
す

る
。

非
難
燃

ケ
ー

ブ
ル

を
使
用
す

る
場

合
に

つ
い

て
は

，
 代

替
措

置
を
施

し
，

 実
証

試
験
に

よ
り

難
燃

ケ
ー

ブ
ル

を
使

用

し
た

場
合
と

同
等

以
上

の
難
燃
性

能
が

あ
る

こ
と

を
確

認
し

た

上
で

使
用
す

る
設

計
と

す
る
。

 

ま
た

，
建
屋

内
の

変
圧

器
及

び
遮

断
器

は
，

絶
縁

油
等

の
可

燃
性

物
質
を

内
包

し
て

い
な
い
も

の
を

使
用

す
る

設
計

と
す

る
。

 

  

③
 落

雷
，

 地
震

等
の

自
然

現
象

に
よ

る
火

災
の

発
生

防
止

 

再
処

理
施
設

に
お

い
て

，
設

計
上

の
考

慮
を

必
要

と
す

る
自

然
現

象
は
，

地
震

，
 津

波
，

 落
雷

，
 風

（
 台

風
）

 ，
 竜

巻
，

 凍
結

，
 高

温
，

 降
水
，

 積
雪

，
 火

山
の

影
響
，

 生

物
学

的
事
象

，
 森

林
火

災
及
び

塩
害

で
あ

る
。

 

こ
れ

ら
の
自

然
現

象
の

う
ち

，
再

処
理

施
設

で
火

災
を

発
生

さ
せ

る
お
そ

れ
の

あ
る

落
雷

及
び

地
震

に
つ

い
て

，
こ

れ
ら

の

現
象

に
よ
っ

て
火

災
が

発
生

し
な

い
よ

う
に

，
以

下
の

と
お

り

火
災

防
護
対

策
を

講
ず

る
設

計
と

す
る

。
 

落
雷

に
よ
る

火
災

の
発

生
を

防
止

す
る

た
め

，
避

雷
設

備
を

設
置

す
る
設

計
と

す
る

。
重
要
な

構
築

物
は

，
建

築
基

準
法

及

び
消

防
法
の

適
用

を
受

け
な
い
も

の
で

あ
っ

て
も

避
雷

設
備

を

設
け

る
設
計

と
す

る
。

 

各
々

の
構
築

物
に

設
置

す
る

避
雷

設
備

は
，

構
内

接
地

系
と

連
接

す
る
こ

と
に

よ
り

，
接
地
抵

抗
の

低
減

及
び

雷
撃

に
伴

う

構
内

接
地
系

の
電

位
分

布
の
平
坦

化
を

図
る

設
計

と
す

る
。

 

安
全

上
重
要

な
機

能
を

有
す

る
機

器
等

及
び

放
射

性
物

質
貯

蔵
等

の
機
器

等
は

，
耐

震
設

計
上

の
重

要
度

に
応

じ
た

地
震

力

が
作

用
し
た

場
合

に
お

い
て

も
支

持
す

る
こ

と
が

で
き

る
地

盤

に
設

置
し
，

自
ら

の
破

壊
又

は
倒

壊
に

よ
る

火
災

の
発

生
を

防

止
す

る
設
計

と
す

る
。
 

 

本
例
で
は
Ｂ
列
を
「
２
－
２
 
(
1
)
①
要
求
事
項
へ
の
適
合
性
」
に

基
づ
き
、
火
災
防
護
基
準
へ
の
適
合
性
を
的
確
に
す
る
記
載
に
見

直
す
。
 

本
記
載
は
、
火
災
防
護
基
準
へ
の
適
合
性
を
的
確
に
記
載
し
て

い
な
い
こ
と
か
ら
、
「
２
－
２
 
(
1
)
①
要
求
事
項
へ
の
適
合

性
」
に
基
づ
き
、
Ｄ
列
の
見
直
し
案
で
は
火
災
防
護
基
準
へ
の

適
合
性
を
的
確
に
す
る
記
載
に
見
直
す
。
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添
付
２
（
1
／
5
）
 

再
処
理
事
業
変
更
許
可
申
請
書
 
適
合
方
針
に
係
る
比
較
表

 

  

再
処

理
事

業
指

定
申

請
書

 

（
既

許
可

）
Ａ

列
 

再
処

理
事

業
変

更
許

可
申

請
書

 

（
1
7
次

補
正

時
点

）
Ｂ

列
 

発
電

用
原

子
炉

の
火

災
防

護
審

査
基

準
 
Ｃ

列
 

適
合

方
針

（
見

直
し

案
）

Ｄ
列

 

  (
４
)
 
火
災
及
び
爆
発
の
防
止
に
関
す
る
構
造
 

再
処
理
施
設

は
，

次
の

方
針

に
基

づ
き

火
災

及
び

爆
発

の
防

止
の
た
め
の

設
計

を
行

う
。
 

(
ⅰ
)
 
可
能
な
限
り
不
燃
性
又
は
難
燃
性
材
料
を
使
用
す
る

設
計
と
す
る

。
 

(
ⅱ
)
 
可
燃
性
若
し
く
は
熱
的
に
不
安
定
な
物
質
を
使
用
す

る
か
又
は
生

成
す

る
系

統
及

び
機

器
は

，
火

災
・

爆
発

の
発

生

を
防
止
す
る

た
め

，
着

火
源

の
排

除
，

異
常

な
温

度
上

昇
の

防

止
対
策
，
可

燃
性

物
質

の
漏

え
い

防
止

対
策

，
可

燃
性

又
は

熱

的
に
不
安
定

な
物

質
の

混
入

防
止

対
策

等
適

切
な

対
策

を
講

ず

る
設
計
と
す

る
と

と
も

に
，

適
切

な
熱

及
び

化
学

的
制

限
値

を

設
け
る
設
計

と
す

る
。
 

(
ⅲ
)
 
火
災
の
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
に
，
適
切
な
検
知
，

警
報
系
統
及

び
消

火
設

備
を

設
け

る
と

と
も

に
，

火
災

に
よ

る

影
響
の
軽
減

の
た

め
に

適
切

な
対

策
を

講
ず

る
設

計
と

す
る

。
 

(
ⅳ
)
 
火
災
・
爆
発
の
発
生
を
想
定
し
て
も
，
閉
じ
込
め
の

機
能
が
適
切

に
維

持
で

き
る

設
計

と
す

る
 

                 

  (
ｄ
)
 
火
災
及
び
爆
発
の
影
響
軽
減
に
係
る
設
計
方
針
 

(
イ
)
 

影
響
軽
減
に
係
る
設
計
上
の
考
慮
 

再
処
理
施
設
に
お
い
て
火
災
に
よ
り
冷
却
，
水
素
掃
気
，
火
災
及

び
爆

発

の
防
止
，
臨
界
防
止
，
遮
蔽
並
び
に
閉
じ
込
め
に
係
る
安
全
機
能

が
損

な

わ
れ
な
い
設
計
と
し
，
以
下
の
設
計
を
講
ず
る
。
 

１
）
 

火
災
区
域
は
，
他
の
火
災
区
域
と
隣
接
す
る
場
合
は
，
３

時
間

以

上
の
耐
火
能
力
を
火
災
耐
久
試
験
に
よ
り
確
認
さ
れ
た
耐
火
壁
（

耐
火

シ

ー
ル
，
防
火
戸
及
び
防
火
ダ
ン
パ
を
含
む
）
（
以
下
「
耐
火
壁
」

と
い

う
。
）
に
よ
っ
て
他
の
区
域
と
分
離
す
る
。
こ
れ
に
加
え
て
，
火

災
区

域

と
他
の
火
災
区
域
の
境
界
以
外
に
お
い
て
も
，
多
重
化
さ
れ
た
安

全
上

重

要
な
施
設
の
安
全
機
能
に
対
す
る
火
災
の
影
響
を
軽
減
す
る
た
め

に
必

要

と
な
る
耐
火
壁
に
つ
い
て
は
，
３
時
間
以
上
の
耐
火
能
力
を
有
す

る
設

計

と
す
る
。
た
だ
し
，
セ
ル
に
つ
い
て
は
，
構
成
す
る
耐
火
壁
を
貫

通
す

る

給
気
側
ダ
ク
ト
に
防
火
ダ
ン
パ
を
設
置
し
，
火
災
発
生
時
に
は
防

火
ダ

ン

パ
を
閉
止
す
る
こ
と
に
よ
り
，
火
災
の
影
響
を
軽
減
で
き
る
設
計

と
す

る
。
 

２
）
 

火
災
区
域
内
に
耐
火
壁
又
は
離
隔
距
離
に
よ
り
分
離
さ
れ

た
火

災

区
画
を
設
定
す
る
。
 

３
）
 

安
全
上
重
要
な
施
設
を
屋
外
に
設
置
す
る
場
合
に
は
，
耐

火
壁

に

よ
る
分
離
は
行
わ
な
い
が
，
周
囲
か
ら
の
延
焼
防
止
を
考
慮
す
る

た
め

に

火
災
区
域
と
し
て
設
定
す
る
。
 

４
）
 

安
全
上
重
要
な
施
設
は
，
隔
壁
又
は
離
隔
距
離
を
確
保
し

て
配

置

す
る
こ
と
に
よ
り
系
統
分
離
さ
れ
た
他
系
統
へ
の
延
焼
を
防
止
す

る
設

計

と
す
る
。
ま
た
，
多
重
化
し
た
安
全
上
重
要
な
施
設
の
ケ
ー
ブ
ル

が
収

納

さ
れ
る
ケ
ー
ブ
ル
 
ト
レ
イ
は
，
そ
の
火
災
態
様
を
考
慮
し
米
国
電
気
電
子

工
学
学
会
規
格
Ｉ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
3
8
4
－
1
9
9
2
に
基
づ
き
離
隔
距
離
の
確
保
又
は
隔

壁
等
を
設
け
，
相
互
へ
の
延
焼
を
防
止
す
る
設
計
と
す
る
。
こ
れ

に
加

え
，
安
全
上
重
要
な
施
設
の
ケ
ー
ブ
ル
が
収
納
さ
れ
る
ケ
ー
ブ
ル
 
ト
レ
イ

内
に
，
安
全
上
重
要
な
施
設
以
外
の
ケ
ー
ブ
ル
が
混
在
す
る
こ
と

が
な

い

よ
う
に
し
，
安
全
上
重
要
な
施
設
以
外
の
機
器
か
ら
の
火
災
の
波

及
的

影

響
に
よ
り
，
安
全
上
重
要
な
施
設
の
機
能
に
悪
影
響
を
与
え
る
こ

と
の

な

い
設
計
と
す
る
。
 

 

  2
.
3
 
火
災
の
影
響
軽
減
 

2
.
3
.
1
 
安
全
機
能
を
有
す
る
構
築
物
、
系
統
及
び
機
器
の
重
要
度
に
応

じ
、

そ
れ
ら

を
設

置
す

る
火

災
区

域
又

は
火

災
区

画
内

の
火

災
及

び
隣

接

す
る

火
災
区

域
又

は
火

災
区

画
に

お
け

る
火

災
に

よ
る

影
響

に
対

し
、

以

下
の

各
号
に

掲
げ

る
火

災
の

影
響

軽
減

の
た

め
の

対
策

を
講

じ
た

設
計

で

あ
る

こ
と
。
 

 (
1
)
 
原
子
炉
の
高
温
停
止
及
び
低
温
停
止
に
係
わ
る
安
全
機
能
を
有
す
る

構
築
物
、
系
統
及
び
機
器
を
設
置
す
る
火
災
区
域
に
つ
い
て
は
、
3
 
時
間

以
上

の
耐
火

能
力

を
有

す
る

耐
火

壁
に

よ
っ

て
他

の
火

災
区

域
か

ら
分

離

す
る

こ
と
。
 

                      

  2
.
1
.
3
 
火
災
の
影
響
軽
減
 

2
.
1
.
3
.
1
 
系
統
分
離
に
よ
る
影
響
軽
減
 

再
処

理
施
設

の
安

重
機

能
を

有
す

る
機

器
等

及
び

放
射

性
物

質
貯

蔵
等

の

機
器

等
が
設

置
さ

れ
る

火
災

区
域

又
は

火
災

区
画

内
の

火
災

又
は

隣
接

す

る
火

災
区
域

又
は

火
災

区
画

の
火

災
に

よ
る

影
響

に
対

し
，

以
下

に
記

す

火
災

の
影
響

軽
減

の
た

め
の

対
策

を
講

じ
た

設
計

と
す

る
。
 

 (
1
)
火
災
区
域
の
分
離
 

再
処

理
施
設

の
安

重
機

能
を

有
す

る
機

器
等

及
び

放
射

性
物

質
貯

蔵
等

の

機
器

等
が
設

置
さ

れ
る

火
災

区
域

は
，

他
の

火
災

区
域

と
隣

接
す

る
場

合

は
，

３
時
間

以
上

の
耐

火
能

力
を

火
災

耐
久

試
験

に
よ

り
確

認
さ

れ
た

耐

火
壁

（
耐
火

シ
ー

ル
，

防
火

戸
及

び
防

火
ダ

ン
パ

を
含

む
）

（
以

下
「

耐

火
壁

」
と
い

う
。

）
に

よ
っ

て
他

の
区

域
と

分
離

す
る

。
 

こ
れ

に
加
え

て
，

火
災

区
域

と
他

の
火

災
区

域
と

の
境

界
以

外
に

お
い

て

も
，

多
重
化

さ
れ

た
安

全
上

重
要

な
施

設
の

安
全

機
能

に
対

す
る

火
災

の

影
響

を
軽
減

す
る

観
点

か
ら

必
要

と
な

る
耐

火
壁

に
つ

い
て

は
，

３
時

間

以
上

の
耐
火

能
力

を
有

す
る

設
計

と
す

る
。
 

た
だ

し
，
再

処
理

施
設

は
，

汚
染

区
域

を
常

時
負

圧
に

す
る

こ
と

で
閉

じ

込
め

機
能
を

維
持

す
る

動
的

な
閉

じ
込

め
設

計
と

す
る

た
め

，
構

成
す

る

耐
火

壁
を
貫

通
す

る
セ

ル
給

気
側

ダ
ク

ト
に

防
火

ダ
ン

パ
を

設
置

し
，

火

災
発

生
時
に

は
防

火
ダ

ン
パ

を
閉

止
す

る
こ

と
に

よ
り

火
災

の
影

響
を

軽

減
で

き
る
設

計
と

す
る

。
一

方
，

排
気

側
ダ

ク
ト

に
つ

い
て

は
防

火
ダ

ン

パ
を

設
置
し

な
い

設
計

と
す

る
が

，
火

災
区

域
を

貫
通

す
る

ダ
ク

ト
に

つ

い
て
は
，
1
.
5
ｍ
ｍ
以
上
の
鋼
板
ダ
ク
ト
に
よ
り
，
3
時
間
耐
火
境
界
と
な

る
よ

う
排
気

系
統

を
形

成
し

て
い

る
こ

と
か

ら
，

他
の

火
災

区
域

又
は

火

災
区

画
に
対

す
る

遮
炎

性
能

を
担

保
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

ま
た

，
火

災

に
よ

り
発
生

し
た

ガ
ス

は
排

気
ダ

ク
ト

を
経

由
し

排
気

さ
れ

る
こ

と
か

ら
，

他
の
火

災
区

域
と

の
離

隔
距

離
を

有
し

て
い

る
こ

と
に

加
え

，
排

風

機
に

よ
り
常

時
排

気
が

行
わ

れ
て

い
る

こ
と

か
ら

他
の

火
災

区
域

ま
た

は

区
画

に
熱
的

影
響

を
及

ぼ
す

お
そ

れ
は

な
い

。
な

お
，

原
則

セ
ル

内
は

有

意
な

可
燃
物

が
設

置
さ

れ
て

お
ら

ず
，

設
置

さ
れ

て
い

る
場

合
に

お
い

て

も
そ

の
取
扱

い
状

況
か

ら
火

災
に

は
至

ら
な

い
。

一
方

，
多

量
の

有
機

溶

媒
を

取
扱
う

セ
ル

に
お

い
て

も
，

堅
牢

な
構

造
と

し
て

い
る

こ
と

，
消

火

安
全

審
査
整

理
資

料
案
（
第

５
条

）
よ
り
抜

粋
 

本
例
で
は
、
Ｂ
列
を
「
２
－
２
 
(
1
)
①
要
求
事
項
へ
の
適
合
性
」

に
基
づ
き
、
火
災
防
護
基
準
へ
の
適
合
性
を
的
確
に
す
る
記
載
に

見
直
す
。
 

本
記
載
は
火
災
防
護
基
準
へ
の
適
合
性
を
的
確
に
記
載
し
て
い

な
い
こ
と
か
ら
、
「
２
－
２
 
(
1
)
①
要
求
事
項
へ
の
適
合
性
」

に
基
づ
き
、
Ｄ
列
の
見
直
し
案
で
は
火
災
防
護
基
準
へ
の
適
合

性
を
的
確
に
す
る
記
載
に
見
直
す
。
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添
付
２
（
2
／
5
）
 

再
処
理
事
業
変
更
許
可
申
請
書
 
適
合
方
針
に
係
る
比
較
表

 

  

再
処

理
事

業
指

定
申

請
書

 

（
既

許
可

）
Ａ

列
 

再
処

理
事

業
変

更
許

可
申

請
書

 

（
1
7
次

補
正

時
点

）
Ｂ

列
 

発
電

用
原

子
炉

の
火

災
防

護
審

査
基

準
 
Ｃ

列
 

適
合

方
針

（
見

直
し

案
）

Ｄ
列

 

（
記
載
な
し

）
 

                                    

（
つ
づ
き
）
 

                                  

        (
2
)
 
原
子
炉
の
高
温
停
止
及
び
低
温
停
止
に
係
る
安
全
機
能
を
有
す
る
構

築
物

、
系
統

及
び

機
器

は
、

そ
の

相
互

の
系

統
分

離
及

び
こ

れ
ら

に
関

連

す
る

非
安
全

系
の

ケ
ー

ブ
ル

と
の

系
統

分
離

を
行

う
た

め
に

、
火

災
区

画

内
又

は
隣
接

火
災

区
画

間
の

延
焼

を
防

止
す

る
設

計
で

あ
る

こ
と

。
具

体

的
に

は
、
火

災
防

護
対

象
機

器
及

び
火

災
防

護
対

象
ケ

ー
ブ

ル
が

次
に

掲

げ
る

い
ず
れ

か
の

要
件

を
満

た
し

て
い

る
こ

と
。

 

a
.
 
互
い
に
相
違
す
る
系
列
の
火
災
防
護
対
象
機
器
及
び
火
災
防
護
対
象
ケ

ー
ブ
ル
に
つ
い
て
、
互
い
の
系
列
間
が

3
 
時
間
以
上
の
耐
火
能
力
を
有
す

る
隔

壁
等
で

分
離

さ
れ

て
い

る
こ

と
。
 

b
.
 
互
い
に
相
違
す
る
系
列
の
火
災
防
護
対
象
機
器
及
び
火
災
防
護
対
象
ケ

ー
ブ
ル
に
つ
い
て
、
互
い
の
系
列
間
の
水
平
距
離
が

6
ｍ
以
上
あ
り
、
か

つ
、

火
災
感

知
設

備
及

び
自

動
消

火
設

備
が

当
該

火
災

区
画

に
設

置
さ

れ

て
い

る
こ
と

。
こ

の
場

合
、

水
平

距
離

間
に

は
仮

置
き

す
る

も
の

を
含

め

可
燃

性
物
質

が
存

在
し

な
い

こ
と

。
 

c
.
 
互
い
に
相
違
す
る
系
列
の
火
災
防
護
対
象
機
器
及
び
火
災
防
護
対
象
ケ

ー
ブ

ル
に
つ

い
て

、
互

い
の

系
列

間
が

１
時

間
の

耐
火

能
力

を
有

す
る

隔

壁
等

で
分
離

さ
れ

て
お

り
、

か
つ

、
火

災
感

知
設

備
及

び
自

動
消

火
設

備

が
当

該
火
災

区
画

に
設

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

  (
3
)
 
放
射
性
物
質
の
貯
蔵
又
は
閉
じ
込
め
機
能
を
有
す
る
構
築
物
、
系
統

及
び
機
器
が
設
置
さ
れ
る
火
災
区
域
に
つ
い
て
は
、
3
 
時
間
以
上
の
耐
火

能
力

を
有
す

る
耐

火
壁

に
よ

っ
て

他
の

火
災

区
域

か
ら

分
離

さ
れ

て
い

る

こ
と

。
 

   

措
置

を
有
す

る
こ

と
か

ら
，

大
規

模
な

火
災

に
至

る
お

そ
れ

は
な

い
。
 

ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
酸

化
物

貯
蔵

建
屋

と
接

続
す

る
Ｍ

Ｏ
Ｘ

燃

料
加

工
施
設

の
貯

蔵
容

器
搬

送
用

洞
道

の
境

界
に

設
置

す
る

扉
は

，
３

時

間
以

上
の
耐

火
能

力
を

有
す

る
こ

と
か

ら
，

共
用

に
よ

っ
て

再
処

理
施

設

の
安

全
性
を

損
な

わ
な

い
設

計
と

す
る

。
 

洞
道

境
界
の

扉
は

，
ウ

ラ
ン

・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
酸

化
物

貯
蔵

建
屋

の

撤
去

壁
の
撤

去
後

に
火

災
影

響
軽

減
設

備
と

し
て

共
用

す
る

。
 

 (
2
)
火
災
防
護
対
象
機
器
等
の
系
統
分
離
 

再
処

理
施
設

に
お

け
る

安
全

上
重

要
な

施
設

の
中

で
も

，
火

災
防

護
上

の

最
重

要
設
備

で
あ

る
以

下
の

①
か

ら
④

の
機

能
を

有
す

る
設

備
（

機
器

及

び
当

該
機
器

を
駆

動
又

は
制

御
す

る
ケ

ー
ブ

ル
）

に
対

し
，

ａ
～

ｃ
に

記

す
い

ず
れ
か

の
対

策
を

講
じ

，
系

統
分

離
を

行
う

こ
と

と
す

る
。

 

ま
た

，
火
災

防
護

対
象

ケ
ー

ブ
ル

の
系

統
分

離
に

お
い

て
は

，
火

災
防

護

対
象

ケ
ー
ブ

ル
と

同
じ

ト
レ

イ
等

に
敷

設
さ

れ
る

な
ど

に
よ

り
，

火
災

防

護
対

象
ケ
ー

ブ
ル

の
系

統
と

関
連

す
る

こ
と

と
な

る
火

災
防

護
対

象
ケ

ー

ブ
ル

以
外
の

ケ
ー

ブ
ル

も
当

該
系

統
に

含
め

、
他

系
統

と
の

分
離

を
行

う

た
め

、
以
下

の
い

ず
れ

か
に

該
当

す
る

設
計

と
す

る
。
 

【
系

統
分
離

対
策

を
講

じ
る

最
重

要
設

備
】
 

①
プ

ル
ト
ニ

ウ
ム

を
含

む
溶

液
又

は
粉

末
及

び
高

レ
ベ

ル
放

射
性

液
体

廃

棄
物
の
閉
じ
込
め
機
能
（
排
気
機
能
，
P
S
）
を
有
す
る
気
体
廃
棄
物
の
排

気
設

備
の
排

風
機

 

②
崩

壊
熱
除

去
機

能
の

う
ち

安
全

冷
却

水
系

の
う

ち
重

要
度

の
高

い
も

の
，

ウ
ラ
ン

・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
酸

化
物

貯
蔵

建
屋

換
気

設
備

貯
蔵

室

か
ら

の
排
気

系
 

③
安

全
圧
縮

空
気

系
 

④
上

記
機
能

の
維

持
に

必
要

な
支

援
機

能
で

あ
る

非
常

用
所

内
電

源
系

統
 

 (
3
)
 
放
射
性
物
質
貯
蔵
等
の
機
能
に
関
わ
る
火
災
区
域
の
分
離
 

放
射

性
物
質

貯
蔵

等
の

機
能

に
関

わ
る

火
災

区
域

は
，

他
の

火
災

区
域

と

隣
接
す
る
場
 
合
は
，
３
時
間
以
上
の
耐
火
能
力
を
火
災
耐
久
試
験
に
よ
り

確
認

さ
れ
た

耐
火

壁
（

耐
火

シ
ー

ル
，

防
火

戸
及

び
防

火
ダ

ン
パ

を
含

む
）

（
以
下

「
耐

火
壁

」
と

い
う

。
）

に
よ

っ
て

他
の

区
域

と
分

離
す

る
。
 

 

本
例
で
は
、
Ｂ
列
を
「
２
－
２
 
(
1
)
①
要
求
事
項
へ
の
適
合
性
」
に

基
づ
き
、
火
災
防
護
基
準
へ
の
適
合
性
を
的
確
に
す
る
記
載
に
見
直

す
。
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添
付
２
（
3
／
5
）
 

再
処
理
事
業
変
更
許
可
申
請
書
 
適
合
方
針
に
係
る
比
較
表

 

  

再
処

理
事

業
指

定
申

請
書

 

（
既

許
可

）
Ａ

列
 

再
処

理
事

業
変

更
許

可
申

請
書

 

（
1
7
次

補
正

時
点

）
Ｂ

列
 

発
電

用
原

子
炉

の
火

災
防

護
審

査
基

準
 
Ｃ

列
 

適
合

方
針

（
見

直
し

案
）

Ｄ
列

 

（
記
載
な
し

）
 

                                    

（
つ
づ
き
）
 

                                  

(
4
)
 
換
気
設
備
は
、
他
の
火
災
区
域
の
火
、
熱
、
又
は
煙
が
安
全
機
能
を

有
す

る
構
築

物
、

系
統

及
び

機
器

を
設

置
す

る
火

災
区

域
に

悪
影

響
を

及

ぼ
さ

な
い
よ

う
に

設
計

す
る

こ
と

。
ま

た
、

フ
ィ

ル
タ

の
延

焼
を

防
護

す

る
対

策
を
講

じ
た

設
計

で
あ

る
こ

と
。
 

      (
5
)
 
電
気
ケ
ー
ブ
ル
や
引
火
性
液
体
が
密
集
す
る
火
災
区
域
及
び
中
央
制

御
室

の
よ
う

な
通

常
運

転
員

が
駐

在
す

る
火

災
区

域
で

は
、

火
災

発
生

時

の
煙

を
排
気

で
き

る
よ

う
に

排
煙

設
備

を
設

置
す

る
こ

と
。

な
お

、
排

気

に
伴

い
放
射

性
物

質
の

環
境

へ
の

放
出

を
抑

制
す

る
必

要
が

生
じ

た
場

合

に
は

、
排
気

を
停

止
で

き
る

設
計

で
あ

る
こ

と
。

 

       (
6
)
 
油
タ
ン
ク
に
は
排
気
フ
ァ
ン
又
は
ベ
ン
ト
管
を
設
け
、
屋
外
に
排
気

で
き

る
よ
う

に
設

計
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

           

(
4
)
 
換
気
設
備
に
対
す
る
火
災
の
影
響
軽
減
対
策
 

火
災

区
域
境

界
を

貫
通

す
る

換
気

ダ
ク

ト
に

は
防

火
ダ

ン
パ

を
設

置
す

る

こ
と

で
，
他

の
区

域
か

ら
の

火
災

の
影

響
が

及
ば

な
い

設
計

と
す

る
。
 

た
だ

し
，
セ

ル
に

つ
い

て
は

，
構

成
す

る
耐

火
壁

を
貫

通
す

る
給

気
側

ダ

ク
ト

に
防
火

ダ
ン

パ
を

設
置

し
，

火
災

発
生

時
に

は
防

火
ダ

ン
パ

を
閉

止

す
る

こ
と
に

よ
り

，
火

災
の

影
響

を
軽

減
で

き
る

設
計

と
す

る
。

 

ま
た

，
換
気

設
備

の
高

性
能

粒
子

フ
ィ

ル
タ

は
難

燃
性

の
も

の
を

使
用

す

る
設

計
と
す

る
。

 

  (
5
)
 
煙
に
対
す
る
火
災
の
影
響
軽
減
対
策
 

運
転

員
が
駐

在
す

る
中

央
制

御
室

及
び

使
用

済
み

燃
料

の
受

入
れ

施
設

及

び
貯

蔵
施
設

の
制

御
室

の
火

災
発

生
時

の
煙

を
排

気
す

る
た

め
に

，
建

築

基
準

法
に
基

づ
く

容
量

の
排

煙
設

備
を

設
置

す
る

設
計

と
す

る
。

 

排
煙

設
備
は

非
管

理
区

域
で

あ
る

制
御

室
等

を
対

象
と

し
て

い
る

た
め

，

放
射

性
物
質

の
環

境
へ

の
放

出
を

考
慮

す
る

必
要

は
な

い
。
 

ま
た

，
電
気

ケ
ー

ブ
ル

や
引

火
性

液
体

が
密

集
す

る
火

災
区

域
に

該
当

す

る
，

制
御
室

床
下

，
引

火
性

液
体

が
密

集
す

る
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電

機
室

，
及
び

危
険

物
の

規
制

に
関

す
る

政
令

に
規

定
さ

れ
る

著
し

く
消

火

困
難

な
製
造

所
等

に
該

当
す

る
場

所
に

つ
い

て
は

，
固

定
式

消
火

設
備

を

設
置

す
る
こ

と
に

よ
り

，
煙

の
発

生
を

防
止

す
る

設
計

と
し

て
い

る
。
 

 (
6
)
 
油
タ
ン
ク
に
対
す
る
火
災
の
影
響
軽
減
対
策
 

火
災

区
域
又

は
火

災
区

画
に

設
置

さ
れ

る
油

タ
ン

ク
の

う
ち

，
放

射
性

物

質
を

含
ま
な

い
有

機
溶

媒
等

及
び

再
処

理
施

設
で

使
用

す
る

油
脂

類
の

タ

ン
ク

は
ベ
ン

ト
管

に
よ

り
屋

外
へ

排
気

す
る

設
計

と
す

る
。
 

ま
た

，
再
処

理
施

設
の

プ
ロ

セ
ス

で
使

用
す

る
放

射
性

物
質

を
含

む
有

機

溶
媒

等
の
タ

ン
ク

は
，

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

に
接

続
し

，
排

気
す

る

設
計

と
す
る

。
 

      

本
例
で
は
、
Ｂ
列
を
「
２
－
２
 
(
1
)
①
要
求
事
項
へ
の
適
合
性
」

に
基
づ
き
、
火
災
防
護
基
準
へ
の
適
合
性
を
的
確
に
す
る
記
載
に

見
直
す
。
 

17



添
付
２
（
4
／
5
）
 

再
処
理
事
業
変
更
許
可
申
請
書
 
適
合
方
針
に
係
る
比
較
表

 

  

再
処

理
事

業
指

定
申

請
書

 

（
既

許
可

）
Ａ

列
 

再
処

理
事

業
変

更
許

可
申

請
書

 

（
1
7
次

補
正

時
点

）
Ｂ

列
 

発
電

用
原

子
炉

の
火

災
防

護
審

査
基

準
 
Ｃ

列
 

適
合

方
針

（
見

直
し

案
）

Ｄ
列

 

（
記
載
な
し
）
 

                                    

(
ロ
)
 
火
災
影
響
評
価
 

「
原
子
力
発
電
所
の
内
部
火
災
影
響
評
価
ガ
イ
ド
」
（
平
成

25
年
６
月

1
9
日
 
原
規
技
発
第

1
3
0
6
1
9
1
4
号
 
原
子
力
規
制
委
員
会
決
定
）
を
参
考

に
，
安
全
上
重
要
な
施
設
を
対
象
に
火
災
影
響
評
価
を
実
施
し
，
火
災
源

の
設
定
と
し
て
，
火
災
区
域
に
お
け
る
最
も
過
酷
な
単
一
火
災
，
又
は
地

震
を
起
因
と
す
る
耐
震
Ｂ
ク
ラ
ス
，
Ｃ
ク
ラ
ス
機
器
の
損
傷
を
起
因
と
す

る
火
災
源
を
想
定
す
る
。
火
災
源
か
ら
の
火
災
伝
播
評
価
を
行
う
こ
と
に

よ
り
，
対
象
施
設
に
対
す
る
火
炎
，
損
傷
温
度
を
超
え
る
プ
ル
ー
ム
，
損

傷
熱
流
束
を
超
え
る
輻
射
及
び
損
傷
温
度
を
超
え
る
高
温
ガ
ス
の
到
達
の

有
無
を
確
認
し
，
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
は
，
火
災
防
護

設
計
を
講
ず
る
。
 

火
災
影
響
評
価
対
象
設
備
は
以
下
に
示
す
設
備
の
う
ち
，
安
全
上
重
要

な
施
設
と
す
る
。
 

 
 
 
１
）
 
「
ハ
．
使
用
済
燃
料
の
受
入
施
設
及
び
貯
蔵
施
設
の
構

造
及
び
設
備
」
の
「
(
２
)
 
主
要
な
設
備
及
び
機
器
の
種
類
」
の
「
(
ⅱ
)
 

使
用
済
燃
料
貯
蔵
設
備
」
に
示
さ
れ
る
「
プ
ー
ル
水
浄
化
・
冷
却
設
備
」

及
び
「
補
給
水
設
備
」
 

 
 
 
２
）
 
「
ニ
．
再
処
理
設
備
本
体
の
構
造
及
び
設
備
」
の

「
(
２
)
 
溶
解
施
設
」
の
「
(
ⅱ
)
 
主
要
な
設
備
及
び
機
器
の
種
類
」
に

示
さ
れ
る
「
(
ａ
)
 
溶
解
設
備
」
及
び
「
(
ｂ
)
 
清
澄
・
計
量
設
備
」
，

「
(
３
)
 
分
離
施
設
」
の
「
(
ⅱ
)
 
主
要
な
設
備
及
び
機
器
の
種
類
」
に

示
さ
れ
る
「
(
ａ
)
 
分
離
設
備
」
，
「
(
ｂ
) 

分
配
設
備
」
及
び
「
(
ｃ
)
 

分
離
建
屋
一
時
貯
留
処
理
設
備
」
，
「
(
４
)
 
精
製
施
設
」
の
「
(
ⅱ
)
 

主
要
な
設
備
及
び
機
器
の
種
類
」
に
示
さ
れ
る
「
(
ｂ
)
 
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

精
製
設
備
」
，
「
(
５
)
 
脱
硝
施
設
」
の
「
(
ⅱ
)
 
主
要
な
設
備
及
び
機

器
の
種
類
」
に
示
さ
れ
る
「
(
ａ
)
 
ウ
ラ
ン
脱
硝
設
備
」
及
び
「
(
ｂ
)
 

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
脱
硝
設
備
」
並
び
に
「
(
６
)
 
酸
及
び
溶

媒
の
回
収
施
設
」
の
「
(
ⅱ
)
 
主
要
な
設
備
及
び
機
器
の
種
類
」
の

「
(
ａ
)
 
酸
回
収
設
備
」
に
示
さ
れ
る
「
第
２
酸
回
収
系
」
 

 
 
 
３
）
 
「
ホ
．
製
品
貯
蔵
施
設
の
構
造
及
び
設
備
」
の
「
(
２
)
 

主
要
な
設
備
及
び
機
器
の
種
類
」
に
示
さ
れ
る
「
(
ⅱ
)
 
ウ
ラ
ン
・
プ
ル

ト
ニ
ウ
ム
混
合
酸
化
物
貯
蔵
設
備
」
 

 
 
 
４
）
 
「
ヘ
．
計
測
制
御
系
統
施
設
の
設
備
」
の
「
(
２
)
 
主

要
な
安
全
保
護
回
路
の
種
類
」
に
示
さ
れ
る
「
安
全
保
護
回
路
」
，

「
(
３
)
 
主
要
な
工
程
計
装
設
備
の
種
類
」
に
示
さ
れ
る
「
工
程
計
装
設

備
」
，
「
(
５
) 

制
御
室
等
」
に
示
さ
れ
る
「
制
御
室
換
気
設
備
」
及
び

2
.3
.
2 

原
子
炉
施
設
内
の
い
か
な
る
火
災
に
よ
っ
て
も
、
安
全
保
護
系
及
び
原

子
炉
停
止
系
の
作
動
が
要
求
さ
れ
る
場
合
に
は
、
火
災
に
よ
る
影
響
を
考

慮
し
て
も
、
多
重
化
さ
れ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
系
統
が
同
時
に
機
能
を
失
う
こ

と
な
く
、
原
子
炉
を
高
温
停
止
及
び
低
温
停
止
で
き
る
設
計
で
あ
る
こ

と
。
 

ま
た
、
原
子
炉
の
高
温
停
止
及
び
低
温
停
止
が
達
成
で
き
る
こ
と
を
、

火
災
影
響
評
価
に
よ
り
確
認
す
る
こ
と
。
 

（
火
災
影
響
評
価
の
具
体
的
手
法
は
「
原
子
力
発
電
所
の
内
部
火
災
影
響

評
価
ガ
イ
ド
」
に
よ
る
。
）
 

 （
参
考
）
 

「
高
温
停
止
及
び
低
温
停
止
で
き
る
」
と
は
、
想
定
さ
れ
る
火
災
の
原
子

炉
へ
の
影
響
を
考
慮
し
て
、
高
温
停
止
状
態
及
び
低
温
停
止
状
態
の
達

成
、
維
持
に
必
要
な
系
統
及
び
機
器
が
そ
の
機
能
を
果
た
す
こ
と
が
で
き

る
こ
と
を
い
う
。
 

                   

2
.
1
.
3
.
2
 
火
災
影
響
評
価
 

再
処
理
施
設
の
特
徴
を
踏
ま
え
，
各
火
災
区
域
又
は
火
災
区
画
に
お
け

る
安
全
上
重
要
な
施
設
へ
の
火
災
防
護
対
策
に
つ
い
て
「
原
子
力
発
電
所

の
内
部
火
災
影
響
評
価
ガ
イ
ド
」
を
参
考
に
，
再
処
理
施
設
に
お
け
る
火

災
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
も
安
全
機
能
を
損
な
わ
な
い
こ
と
を
確
認

す
る
。
評
価
に
当
た
っ
て
は
，
事
業
指
定
基
準
規
則
十
六
条
の
解
釈
を
ふ

ま
え
て
評
価
を
行
う
。
内
部
火
災
影
響
評
価
の
結
果
，
安
全
上
重
要
な
施

設
の
安
全
機
能
に
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
は
，
火
災
防
護

対
策
の
強
化
を
図
る
。
 

(
1
)
火
災
伝
播
評
価
 

当
該
火
災
区
域
（
区
画
）
に
火
災
を
想
定
し
た
場
合
に
，
隣
接
火
災
区

域
（
区
画
）
へ
の
影
響
の
有
無
を
確
認
す
る
。
 

隣
接
火
災
区
域
と
の
境
界
の
開
口
の
確
認
及
び
等
価
時
間
と
障
壁
の
耐
火

性
能
の
確
認
を
行
い
,
 
隣
接
火
災
区
域
（
区
画
）
へ
影
響
を
与
え
る
か
否

か
を
評
価
す
る
。
 

(
2
)
隣
接
火
災
区
域
に
影
響
を
与
え
な
い
火
災
区
域
に
対
す
る
火
災
伝
播
評

価
 隣
接
火
災
区
域
（
区
画
）
に
影
響
を
与
え
な
い
火
災
区
域
（
区
画
）
の

う
ち
，
当
該
火
災
区
域
（
区
画
）
内
に
設
置
さ
れ
る
全
機
器
の
動
的
機
能

喪
失
を
想
定
し
て
も
，
安
全
上
重
要
な
施
設
が
同
時
に
機
能
を
喪
失
し
な

い
場
合
は
，
再
処
理
施
設
の
安
全
機
能
に
影
響
を
与
え
な
い
。
 

上
記
条
件
を
満
足
し
な
い
火
災
区
域
（
区
画
）
は
，
当
該
火
災
区
域

（
区
画
）
に
お
け
る
最
も
過
酷
な
単
一
の
火
災
を
想
定
し
て
，
火
災
力
学

ツ
ー
ル
（
以
下
「
Ｆ
Ｄ
Ｔ
Ｓ
」
と
い
う
。
）
を
用
い
た
火
災
影
響
評
価
を

実
施
し
，
安
全
上
重
要
な
施
設
が
同
時
に
機
能
を
喪
失
し
な
い
こ
と
を
確

認
す
る
こ
と
で
，
再
処
理
施
設
の
安
全
機
能
に
影
響
を
与
え
な
い
こ
と
を

確
認
す
る
。
 

当
該
火
災
区
域
（
区
画
）
内
に
設
置
さ
れ
る
全
機
器
の
動
的
機
能
喪
失

を
想
定
し
た
場
合
に
，
安
全
上
重
要
な
施
設
が
同
時
に
機
能
を
喪
失
す
る

か
否
か
を
確
認
す
る
。
 

(
3
)
隣
接
火
災
区
域
に
火
災
の
影
響
を
与
え
る
火
災
区
域
に
対
す
る
火
災
影

響
評
価
 

隣
接
火
災
区
域
（
区
画
）
に
影
響
を
与
え
る
火
災
区
域
（
区
画
）
は
，

当
該
火
災
区
域
（
区
画
）
内
の
火
災
に
伴
う
当
該
火
災
区
域
（
区
画
）
及

び
隣
接
火
災
区
域
（
区
画
）
（
以
下
「
隣
接
２
区
域
（
区
画
）
」
と
い

本
例
で
は
、
Ｂ
列
を
「
２
－
２
 
(
1
)
②
評
価
等
の
方
針
」
に
基
づ

き
、
評
価
項
目
、
評
価
条
件
及
び
判
断
基
準
に
つ
い
て
の
記
載
に
見

直
す
。
 

 例
中
の
下
線
の
色
分
け
は
、
以
下
の
と
お
り
対
応
す
る
。
 

評
価
項
目
：
 
赤
下
線
（
実
線
）
 

評
価
条
件
：
 
青
下
線
（
点
線
）
 

判
断
基
準
：
 
緑
下
線
（
破
線
）
 

本
記
載
は
火
災
影
響
評
価
に
係
る
評
価
方
針
が
的
確
に
記
載
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
「
２
－
２
 
(
1
)
②
評
価
等
の
方
針
」
に

基
づ
き
、
評
価
方
針
（
評
価
項
目
、
評
価
条
件
及
び
判
断
基

準
）
を
的
確
に
す
る
記
載
に
見
直
す
。
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添
付
２
（
5
／
5
）
 

再
処
理
事
業
変
更
許
可
申
請
書
 
適
合
方
針
に
係
る
比
較
表

 

  

再
処

理
事

業
指

定
申

請
書

 

（
既

許
可

）
Ａ

列
 

再
処

理
事

業
変

更
許

可
申

請
書

 

（
1
7
次

補
正

時
点

）
Ｂ

列
 

発
電

用
原

子
炉

の
火

災
防

護
審

査
基

準
 
Ｃ

列
 

適
合

方
針

（
見

直
し

案
）

Ｄ
列

 

（
記
載
な
し
）
 

「
(
６
)
 
そ
の
他
の
主
要
な
事
項
」
に
示
さ
れ
る
監
視
に
係
る
設
備
 

 
 
 
５
）
 
「
ト
．
放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設
の
構
造
及
び
設

備
」
の
「
(
１
) 

気
体
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設
」
の
「
(
ⅱ
)
 
主
要
な
設
備

及
び
機
器
の
種
類
」
に
示
さ
れ
る
「
(
ａ
)
 
せ
ん
断
処
理
・
溶
解
廃
ガ
ス

処
理
設
備
」
，
「
(
ｂ
)
 
塔
槽
類
廃
ガ
ス
処
理
設
備
」
の
う
ち
「
(
イ
)
 

前
処
理
建
屋
塔
槽
類
廃
ガ
ス
処
理
設
備
」
，
「
(
ロ
)
 
分
離
建
屋
塔
槽
類

廃
ガ
ス
処
理
設
備
」
，
「
(
ハ
) 

精
製
建
屋
塔
槽
類
廃
ガ
ス
処
理
設
備
」

の
う
ち
「
塔
槽
類
廃
ガ
ス
処
理
系
（
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
系
）
」
，
「
パ
ル
セ

ー
タ
廃
ガ
ス
処
理
系
」
，
「
(
ホ
)
 
ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
脱
硝

建
屋
塔
槽
類
廃
ガ
ス
処
理
設
備
」
，
「
(
ヘ
)
 
高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス
固

化
建
屋
塔
槽
類
廃
ガ
ス
処
理
設
備
」
，
「
(
ｃ
) 

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス

固
化
廃
ガ
ス
処
理
設
備
」
，
「
(
ｄ
)
 
換
気
設
備
」
の
う
ち
「
(
ハ
)
 
前

処
理
建
屋
換
気
設
備
」
，
「
(
ニ
)
 
分
離
建
屋
換
気
設
備
」
，
「
(
ホ
)
 

精
製
建
屋
換
気
設
備
」
，
「
(
ト
)
 
ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
脱
硝

建
屋
換
気
設
備
」
，
「
(
チ
)
 
ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
酸
化
物
貯

蔵
建
屋
換
気
設
備
」
，
「
(
リ
) 

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス
固
化
建
屋
換
気

設
備
」
，
「
(
２
)
 
液
体
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設
」
の
「
(
ⅱ
) 

主
要
な
設

備
及
び
機
器
の
種
類
」
に
示
さ
れ
る
「
(
ａ
)
 
高
レ
ベ
ル
廃
液
処
理
設

備
」
及
び
「
(
３
)
 
固
体
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設
」
の
「
(
ⅱ
) 

主
要
な
設

備
及
び
機
器
の
種
類
」
に
示
さ
れ
る
「
(
ａ
)
 
高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス
固

化
設
備
」
 

 
 
 
６
）
 
「
チ
．
放
射
線
管
理
施
設
の
設
備
」
の
「
(
２
) 

屋
外

管
理
用
の
主
要
な
設
備
の
種
類
」
に
示
さ
れ
る
「
(
ⅱ
)
 
放
射
線
監
視
設

備
」
 

 
 
 
７
）
 
「
リ
．
そ
の
他
再
処
理
設
備
の
附
属
施
設
の
構
造
及
び

設
備
」
の
「
(
１
)
 
動
力
装
置
及
び
非
常
用
動
力
装
置
の
構
造
及
び
設

備
」
の
「
(
ⅱ
) 

圧
縮
空
気
設
備
」
の
「
(
ａ
) 

構
造
」
に
示
さ
れ
る

「
安
全
圧
縮
空
気
系
」
，
「
(
２
)
 
給
水
施
設
及
び
蒸
気
供
給
施
設
の
構

造
及
び
設
備
」
の
「
(
ⅰ
)
 
給
水
施
設
」
の
「
(
ｂ
)
 
主
要
な
設
備
」
の

「
(
ロ
)
 
冷
却
水
設
備
」
に
示
さ
れ
る
「
２
)
 
安
全
冷
却
水
系
」
，

「
(
ⅱ
)
 
蒸
気
供
給
施
設
（
蒸
気
供
給
設
備
）
」
の
「
(
ｂ
)
 
主
要
な
設

備
」
に
示
さ
れ
る
「
２
)
 
安
全
蒸
気
系
」
及
び
「
(
４
)
 
そ
の
他
の
主
要

な
事
項
」
に
示
さ
れ
る
「
(
ⅶ
) 

溢
水
防
護
設
備
」
 

 
 
 
８
）
 
上
記
１
）
，
２
）
，
４
）
，
５
）
，
６
）
及
び
７
）
を

構
成
す
る
設
備
に
係
る
電
気
設
備
及
び
計
測
制
御
設
備
 

（
つ
づ
き
）
 

                               

う
。
）
に
設
置
さ
れ
る
全
機
器
の
動
的
機
能
喪
失
を
想
定
し
て
も
，
安
全

上
重
要
な
施
設
が
同
時
に
機
能
を
喪
失
し
な
い
場
合
は
，
再
処
理
施
設
の

安
全
機
能
に
影
響
を
与
え
な
い
。
 

上
記
条
件
を
満
足
し
な
い
隣
接
２
区
域
（
区
画
）
に
お
い
て
，
当
該
火

災
区
域
（
区
画
）
に
お
け
る
最
も
過
酷
な
単
一
の
火
災
を
想
定
し
て
，
Ｆ

Ｄ
Ｔ
Ｓ
を
用
い
た
火
災
影
響
評
価
を
実
施
し
，
安
全
上
重
要
な
施
設
が
同

時
に
機
能
を
喪
失
し
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
で
，
再
処
理
施
設
の
安

全
機
能
に
影
響
を
与
え
な
い
。
 

こ
こ
で
は
，
当
該
火
災
区
域
（
区
画
）
に
火
災
を
想
定
し
て
も
，
隣
接
２

区
域
（
区
画
）
に
設
置
さ
れ
る
安
全
上
重
要
な
施
設
が
同
時
に
機
能
を
喪

失
す
る
か
否
か
を
確
認
す
る
。
 

                     

 

本
例
で
は
Ｂ
列
か
ら
不
要
部
分
を
削
除
し
、
ま
た
、
「
２
－
２
 
(
1
)
②

評
価
等
の
方
針
」
に
基
づ
き
、
評
価
項
目
、
評
価
条
件
及
び
判
断
基
準

に
つ
い
て
の
記
載
に
見
直
す
。
 

 例
中
の
下
線
の
色
分
け
は
、
以
下
の
と
お
り
対
応
す
る
。
 

評
価
項
目
：
 
赤
下
線
（
実
線
）
 

評
価
条
件
：
 
青
下
線
（
点
線
）
 

判
断
基
準
：
 
緑
下
線
（
破
線
）
 

本
記
載
は
火
災
影
響
評
価
に
係
る
評
価
方
針
が
的
確
に
記
載
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
「
２
－
２
 
(
1
)
②
評
価
等
の
方
針
」
に

基
づ
き
、
評
価
方
針
を
的
確
に
す
る
記
載
に
見
直
す
。
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添
付
３
（
1
／
1
）
 

再
処
理
事
業
変
更
許
可
申
請
書
 
適
合
方
針
に
係
る
比
較
表

 

  

再
処

理
事

業
指

定
申

請
書

 

（
既

許
可

）
Ａ

列
 

再
処

理
事

業
変

更
許

可
申

請
書

 

（
1
7
次

補
正

時
点

）
Ｂ

列
 

再
処

理
施

設
の

位
置

、
構

造
及

び
設

備
の

 

基
準

に
関

す
る

規
則

 
Ｃ

列
 

適
合

方
針

（
見

直
し

案
）

Ｄ
列

 

 
リ
．
放
射
線
管
理
施
設
の
設
備
 

 
 

(２
) 

屋
外
管
理
用
の
主
要
な
設
備
の
種
類
 

 
 

(ⅰ
) 

放
射
線
監
視
設
備
 

 
再

処
理

施
設

外
へ

放
出

す
る

放
射

性
物

質
の

濃
度

及
び

敷
地

内
外

の
放

射
線

等
を

監
視

す
る

た
め

の
屋

外
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
設

備
と

し
て

，
排

気
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
設

備
，

排
水

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

設
備

及
び

環
境

モ
ニ

タ
リ
ン
グ
設
備
を
設
け
る
。
 

 
 

(ⅱ
) 

環
境
管
理
設
備
 

敷
地

内
に

気
象

を
観

測
す

る
気

象
観

測
設

備
を

設
け

る
。

ま
た

，
敷

地
周

辺
の

放
射

線
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
を

行
う
放
射
能
観
測
車
を
備
え
る
。
 

                         

チ
．
放
射
線
管
理
施
設
の
設
備
 

 
 

(２
) 

屋
外
管
理
用
の
主
要
な
設
備
の
種
類
 

 
 

(ⅱ
) 

放
射
線
監
視
設
備
 

再
処

理
施

設
外

へ
放

出
す

る
放

射
性

物
質

の
濃

度
並

び
に

周

辺
監
視
区
域
境
界
付
近
の
空
間
放
射
線
量
率
及
び
…
 

 
 

(ⅲ
) 

環
境
管
理
設
備
 

敷
地

内
に

気
象

を
観

測
す

る
気

象
観

測
設

備
を

設
け

る
。

ま

た
，
敷
地
周
辺
の
放
射
線
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
行
う
…
 

 

       ) 

  

   

    第
四
十
五
条
 
再
処
理
施
設
に
は
、
重
大
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
に
工

場
等
及
び
そ
の
周
辺
（
工
場
等
の
周
辺
海
域
を
含
む
。
）
に
お
い
て
再
処

理
施
設
か
ら
放
出
さ
れ
る
放
射
性
物
質
の
濃
度
及
び
線
量
を
監
視
し
、
及

び
測
定
し
、
並
び
に
そ
の
結
果
を
記
録
す
る
こ
と
が
で
き
る
設
備
を
設
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

２
 
再
処
理
施
設
に
は
、
重
大
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
に
工
場
等
に
お

い
て
、
風
向
、
風
速
そ
の
他
の
気
象
条
件
を
測
定
し
、
及
び
そ
の
結
果
を

記
録
す
る
こ
と
が
で
き
る
設
備
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

チ
．
放
射
線
管
理
施
設
の
設
備
 

 
 

(２
) 

屋
外
管
理
用
の
主
要
な
設
備
の
種
類
 

 
 

(ⅱ
) 

放
射
線
監
視
設
備
 

再
処

理
施

設
外

へ
放

出
す

る
放

射
性

物
質

の
濃

度
並

び
に

周

辺
監
視
区
域
境
界
付
近
の
空
間
放
射
線
量
率
及
び
…
 

 
 

(ⅲ
) 

環
境
管
理
設
備
 

敷
地

内
に

気
象

を
観

測
す

る
気

象
観

測
設

備
を

設
け

る
。

ま

た
，
敷
地
周
辺
の
放
射
線
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
行
う
…
 

 

 
 

(ⅳ
) 

排
気
監
視
測
定
設
備
 

再
処

理
施

設
か

ら
大

気
中

へ
放

出
さ

れ
る

と
想

定
さ

れ
る

放

射
性

物
質

の
濃

度
を

監
視

し
，

及
び

測
定

し
，

並
び

に
そ

の
結

果
を

記
録

す
る

た
め

の
重

大
事

故
等

対
処

設
備

と
し

て
，

常
設

重
大

事
故

等
対

処
設

備
の

放
射

線
管

理
施

設
の

放
射

線
監

視
設

備
の

屋
外

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

設
備

の
主

排
気

筒
の

排
気

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

設
備

を
使

用
す

る
。

…
 
常

設
重

大
事

故
等

対
処

設
備

は
，

主
排

気
筒

か
ら

大
気

中
へ

放
出

さ
れ

る
放

射
性

物
質

の
濃

度
の

測
定
に
必
要
な
個
数
を
有
す
る
設
計
と
す
る
。
…
 

 
 

(ⅴ
) 

環
境
監
視
測
定
設
備
 

放
射

線
管

理
施

設
の

放
射

線
監

視
設

備
の

 
…

 
が

機
能

喪
失

し
た

場
合

に
そ

の
機

能
を

代
替

す
る

重
大

事
故

等
対

処
設

備
と

し
て

，
可

搬
型

環
境

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

設
備

を
使

用
す

る
。

…
 
重

大
事

故
等

が
発

生
し

た
場

合
に

，
周

辺
監

視
区

域
に

お
い

て
，

線
量

を
測

定
す

る
と

と
も

に
，

空
気

中
の

粒
子

状
放

射
性

物
質

を
連
続
的
に
捕
集
及
び
測
定
で
き
る
設
計
と
し
，
…
 

 
(ⅵ

) 
気
象
監
視
測
定
設
備
 

放
射

線
管

理
施

設
の

環
境

管
理

設
備

の
気

象
観

測
設

備
が

機

能
喪

失
し

た
場

合
に

そ
の

機
能

を
代

替
す

る
重

大
事

故
等

対
処

設
備
と
し
て
，
可
搬
型
気
象
観
測
設
備
を
使
用
す
る
。
…
  

 
(ⅶ

) 
情
報
把
握
監
視
設
備
 

可
搬

型
気

象
観

測
設

備
の

指
示

値
を

無
線

に
よ

り
中

央
制

御

室
及

び
緊

急
時

対
策

所
に

伝
送

し
，

監
視

及
び

記
録

す
る

た
め

の
重

大
事

故
等

対
処

設
備

と
し

て
，

可
搬

型
デ

ー
タ

伝
送

装
置

及
び
可
搬
型
デ
ー
タ
表
示
装
置
を
使
用
す
る
。
…
 

 

本
例
で
は
「
２
－
２
(
3
)
 
設
計
基
準
対
象
の
施
設
の
う
ち
重
大
事

故
等
対
処
施
設
と
し
て
も
使
用
す
る
も
の
の
記
載
」
に
基
づ
き
、

設
計
基
準
対
象
の
施
設
の
う
ち
重
大
事
故
等
対
処
施
設
と
し
て
も

使
用
す
る
も
の
は
、
設
計
基
準
対
象
の
施
設
と
重
大
事
故
等
対
処

施
設
の
用
途
及
び
目
的
が
異
な
る
こ
と
が
分
か
る
よ
う
な
記
載
に

見
直
す
。
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添
付
４
（
1
／
4
）
 

再
処
理
事
業
変
更
許
可
申
請
書
 
本
文
の
記
載
に
係
る
比
較
表

 

 
再

処
理

事
業

指
定

申
請

書
（

既
許

可
）

 
再

処
理

事
業

変
更

許
可

申
請

書
（

1
7
次

補
正

時
点

）
 

備
 
考

 

四
、
Ｂ
．
イ
．
再
処
理
の
方
法
の
概
要
 

                             

                              

   添
付
書
類
記
載
内
容
の
本
文
へ
の
取

り
込
み
に
伴
う
変
更
 

                         

 
 

(ｃ
) 

精
製

建
屋

一
時

貯
留

処
理

 

 
ウ

ラ
ン

精
製

設
備

，
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
精

製
設

備
，

酸
及

び
溶

媒
の

回
収

施
設

の

溶
媒

回
収

設
備

等
の

工
程

停
止

の
際

に
発

生
す

る
機

器
内

溶
液

等
は

，
第

１
一

時

貯
留

処
理

槽
，

第
２

一
時

貯
留

処
理

槽
，

第
５

一
時

貯
留

処
理

槽
又

は
第

８
一

時

貯
留

処
理

槽
等

に
受

け
入

れ
，

有
機

相
と

水
相

の
分

離
等

の
処

理
を

行
う

。
 

 
水

相
は

，
そ

の
液

体
の

性
状

に
応

じ
て

第
３

一
時

貯
留

処
理

槽
，

第
７

一
時

貯

留
処

理
槽

若
し

く
は

第
９

一
時

貯
留

処
理

槽
を

経
て

，
又

は
直

接
，

ウ
ラ

ン
精

製

設
備

，
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
精

製
設

備
，

酸
及

び
溶

媒
の

回
収

施
設

の
酸

回
収

設
備

，

液
体

廃
棄

物
の

廃
棄

施
設

の
低

レ
ベ

ル
廃

液
処

理
設

備
若

し
く

は
高

レ
ベ

ル
廃

液

処
理

設
備

へ
ポ

ン
プ

で
移

送
す

る
。

 

 
有

機
相

は
，

そ
の

液
体

の
性

状
に

応
じ

て
第

４
一

時
貯

留
処

理
槽

若
し

く
は

第

８
一

時
貯

留
処

理
槽

を
経

て
，

又
は

直
接

，
酸

及
び

溶
媒

の
回

収
施

設
の

溶
媒

回

収
設

備
，

ウ
ラ

ン
精

製
設

備
若

し
く

は
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
精

製
設

備
へ

ポ
ン

プ
で

移

送
す

る
。

 

           

 
 

 
(ｃ

) 
精

製
建

屋
一

時
貯

留
処

理
 

 
第

１
一

時
貯

留
処

理
槽

は
，

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

精
製

設
備

の
抽

出
塔

，
核

分
裂

生
成

物
洗

浄
塔

等
の

機
器

内
溶

液
等

を
受

け
入

れ
る

。
 

 
第

１
一

時
貯

留
処

理
槽

に
受

け
入

れ
た

溶
液

は
，

ウ
ラ

ナ
ス

を
添

加
し

て
有

機
相

中
の

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

を
還

元
し

水
相

中
に

移
行

さ
せ

，
有

機
相

と
水

相
を

分
離

す
る

等
の

処
理

を
行

う
。

水
相

は
，

そ
の

液
体

の
性

状
に

応
じ

て
，

第
３

一
時

貯
留

処
理

槽
に

移
送

す
る

か
又

は
試

料
採

取
し

て
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
量

を
分

析
し

，
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
濃

度
が

有
意

量
以

下
で

あ
る

こ
と

を
確

認
し

た
後

，
酸

及
び

溶
媒

の
回

収
施

設
の

酸
回

収
設

備
の

供
給

槽
若

し
く

は
液

体
廃

棄
物

の
廃

棄
施

設
の

低
レ

ベ
ル

廃
液

処
理

設
備

の
第

１
低

レ
ベ

ル
第

１
廃

液
受

槽
等

へ
ポ

ン
プ

で
移

送
す

る
。

有
機

相
は

，
第

４
一

時
貯

留
処

理
槽

に
移

送
す

る
。

 

 
第
２

一
時
貯

留
処

理
槽

は
，
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
精
製

設
備

の
逆

抽
出
塔

，
Ｔ
Ｂ

Ｐ

洗
浄

器
等
の

機
器
内

溶
液
等

を
受

け
入

れ
る
。

 

 
第

２
一

時
貯

留
処

理
槽

に
受

け
入

れ
た

溶
液

は
，

ウ
ラ

ナ
ス

を
添

加
し

て
有

機
相

中
の

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

を
還

元
し

水
相

中
に

移
行

さ
せ

，
有

機
相

と
水

相
を

分
離

す
る

等
の

処
理

を
行

う
。

水
相

は
，

そ
の

液
体

の
性

状
に

応
じ

て
，

第
３

一
時

貯
留

処
理

槽
に

移
送

す
る

か
又

は
試

料
採

取
し

て
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
量

を
分

析
し

，
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
濃

度
が

有
意

量
以

下
で

あ
る

こ
と

を
確

認
し

た
後

，
酸

及
び

溶
媒

の
回

収
施

設
の

酸
回

収
設

備
の

供
給

槽
若

し
く

は
液

体
廃

棄
物

の
廃

棄
施

設
の

低
レ

ベ
ル

廃
液

処
理

設
備

の
第

１
低

レ
ベ

ル
第

１
廃

液
受

槽
等

へ
ポ

ン
プ

で
移

送
す

る
。

有
機

相
は

，
第

４
一

時
貯

留
処

理
槽

へ
移

送
す

る
。

 

 
第

３
一

時
貯

留
処

理
槽

は
，

第
１

一
時

貯
留

処
理

槽
及

び
第

２
一

時
貯

留
処

理
槽

か
ら

の
水

相
，

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

精
製

設
備

の
抽

出
廃

液
受

槽
等

の
機

器
内

溶
液

等
，

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

供
給

槽
セ

ル
等

の
漏

え
い

液
受

皿
に

漏
え

い
し

た
液

体
状

の
放

射
性

物
質

等
を

受
け

入
れ

る
。
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添
付
４
（
2
／
4
）
 

再
処
理
事
業
変
更
許
可
申
請
書
 
本
文
の
記
載
に
係
る
比
較
表

 

 
再

処
理

事
業

指
定

申
請

書
（

既
許

可
）

 
再

処
理

事
業

変
更

許
可

申
請

書
（

1
7
次

補
正

時
点

）
 

備
 
考

 

  （
記
載
な
し
）
 

                           

                              

  添
付
書
類
記
載
内
容
の
本
文
へ
の
取

り
込
み
に
伴
う
変
更
 

                          

 
第

３
一

時
貯

留
処

理
槽

に
受

け
入

れ
た

溶
液

は
，

そ
の

液
体

の
性

状
に

応
じ

て
，

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

精
製

設
備

の
第

１
酸

化
塔

等
へ

ポ
ン

プ
で

移
送

す
る

か
，

試
料

採
取

し
て

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

量
を

分
析

し
，

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
度

を
確

認
し

た
後

，
第

７
一

時
貯

留
処

理
槽

へ
移

送
す

る
か

又
は

試
料

採
取

し
て

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

量
を

分
析

し
，

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
度

が
有

意
量

以
下

で
あ

る
こ

と
を

確
認

し
た

後
，

酸
及

び
溶

媒
の

回
収

施
設

の
酸

回
収

設
備

の
供

給
槽

若
し

く
は

液
体

廃
棄

物
の

廃
棄

施
設

の
低

レ
ベ

ル
廃

液
処

理
設

備
の

第
１

低
レ

ベ
ル

第
１

廃
液

受
槽

等
へ

ポ
ン

プ
で

移
送

す
る

。
 

 
第

４
一

時
貯

留
処

理
槽

は
，

第
１

一
時

貯
留

処
理

槽
，

第
２

一
時

貯
留

処
理

槽
及

び
第

５
一

時
貯

留
処

理
槽

か
ら

の
有

機
相

等
を

受
け

入
れ

る
。

 

 
第

４
一

時
貯

留
処

理
槽

に
受

け
入

れ
た

有
機

相
は

，
微

量
の

水
相

の
混

入
が

あ
る

場
合

，
有

機
相

と
水

相
を

分
離

す
る

等
の

処
理

を
行

う
。

水
相

は
，

そ
の

液
体

の
性

状
に

応
じ

て
，

第
１

一
時

貯
留

処
理

槽
に

移
送

す
る

か
又

は
試

料
採

取
し

て
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
量

を
分

析
し

，
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
濃

度
が

有
意

量
以

下
で

あ
る

こ
と

を
確

認
し

た
後

，
酸

及
び

溶
媒

の
回

収
施

設
の

酸
回

収
設

備
の

供
給

槽
若

し
く

は
液

体
廃

棄
物

の
廃

棄
施

設
の

低
レ

ベ
ル

廃
液

処
理

設
備

の
第

１
低

レ
ベ

ル
第

１
廃

液
受

槽
等

へ
ポ

ン
プ

で
移

送
す

る
。

有
機

相
は

，
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
精

製
設

備
の

逆
抽

出
塔

へ
ポ

ン
プ

で
移

送
す

る
。

 

 
第

５
一

時
貯

留
処

理
槽

は
，

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

精
製

設
備

の
ウ

ラ
ン

逆
抽

出
器

，

逆
抽

出
液

Ｔ
Ｂ

Ｐ
洗

浄
器

等
の

機
器

内
溶

液
，

ウ
ラ

ン
及

び
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
を

含
ま

な
い

酸
及

び
溶

媒
の

回
収

施
設

の
溶

媒
回

収
設

備
の

溶
媒

再
生

系
の

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

精
製

系
の

第
１

洗
浄

器
，

第
２

洗
浄

器
等

の
機

器
内

溶
液

等
を

受
け

入
れ

る
。

 

 
第

５
一

時
貯

留
処

理
槽

に
受

け
入

れ
た

溶
液

は
，

有
機

相
と

水
相

を
分

離
す

る
等

の
処

理
を

行
う

。
水

相
は

，
そ

の
液

体
の

性
状

に
応

じ
て

，
試

料
採

取
し
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添
付
４
（
3
／
4
）
 

再
処
理
事
業
変
更
許
可
申
請
書
 
本
文
の
記
載
に
係
る
比
較
表

 

 
再

処
理

事
業

指
定

申
請

書
（

既
許

可
）

 
再

処
理

事
業

変
更

許
可

申
請

書
（

1
7
次

補
正

時
点

）
 

備
 
考

 

  （
記
載
な
し
）
 

                           

                              

  添
付
書
類
記
載
内
容
の
本
文
へ
の
取

り
込
み
に
伴
う
変
更
 

                          

て
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
量

を
分

析
し

，
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
濃

度
が

有
意

量
以

下
で

あ
る

こ
と

を
確

認
し

た
後

，
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
精

製
設

備
の

逆
抽

出
液

Ｔ
Ｂ

Ｐ
洗

浄
器

等
へ

ポ
ン

プ
で

，
酸

及
び

溶
媒

の
回

収
施

設
の

酸
回

収
設

備
の

供
給

槽
又

は
液

体
廃

棄
物

の
廃

棄
施

設
の

高
レ

ベ
ル

廃
液

処
理

設
備

の
ア

ル
カ

リ
廃

液
供

給
槽

若
し

く
は

低
レ

ベ
ル

廃
液

処
理

設
備

の
第

１
低

レ
ベ

ル
第

１
廃

液
受

槽
等

へ
ポ

ン
プ

で
移

送
す

る
。

有
機

相
は

，
そ

の
液

体
の

性
状

に
応

じ
て

，
第

４
一

時
貯

留
処

理
槽

に
移

送
す

る
か

又
は

試
料

採
取

し
て

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

量
を

分
析

し
，

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
度

が
有

意
量

以
下

で
あ

る
こ

と
を

確
認

し
た

後
，

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

精
製

設
備

の
ウ

ラ
ン

逆
抽

出
器

へ
ポ

ン
プ

で
移

送
す

る
。

 

 
第

７
一

時
貯

留
処

理
槽

は
，

第
３

一
時

貯
留

処
理

槽
か

ら
の

水
相

，
気

体
廃

棄
物

の
廃

棄
施

設
の

精
製

建
屋

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

の
廃

ガ
ス

の
洗

浄
液

，

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

精
製

設
備

の
抽

出
廃

液
中

間
貯

槽
の

機
器

内
溶

液
等

を
受

け
入

れ
る

。
 

 
第

７
一

時
貯

留
処

理
槽

に
受

け
入

れ
た

溶
液

は
，

そ
の

液
体

の
性

状
に

応
じ

て
，

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

精
製

設
備

の
第

１
酸

化
塔

へ
ポ

ン
プ

で
移

送
す

る
か

又
は

試
料

採
取

し
て

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

量
を

分
析

し
，

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
度

が
有

意
量

以
下

で
あ

る
こ

と
を

確
認

し
た

後
，

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

精
製

設
備

の
Ｔ

Ｂ
Ｐ

洗
浄

塔
へ

ポ
ン

プ
で

，
酸

及
び

溶
媒

の
回

収
施

設
の

酸
回

収
設

備
の

供
給

槽
又

は
液

体
廃

棄
物

の
廃

棄
施

設
の

高
レ

ベ
ル

廃
液

処
理

設
備

の
ア

ル
カ

リ
廃

液
供

給
槽

若
し

く
は

低
レ

ベ
ル

廃
液

処
理

設
備

の
第

１
低

レ
ベ

ル
第

１
廃

液
受

槽
等

へ
ポ

ン
プ

で
移

送
す

る
。

 

 
第

８
一

時
貯

留
処

理
槽

は
，

第
９

一
時

貯
留

処
理

槽
か

ら
の

有
機

相
並

び
に

ウ
ラ

ン
精

製
設

備
の

抽
出

器
，

核
分

裂
生

成
物

洗
浄

器
等

の
機

器
内

溶
液

，
ウ

ラ
ン

及
び

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

を
含

ま
な

い
酸

及
び

溶
媒

の
回

収
施

設
の

溶
媒

回
収

設
備

の
溶

媒
再

生
系

の
ウ

ラ
ン

精
製

系
の

第
１

洗
浄

器
等

の
機

器
内

溶
液

並
び
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添
付
４
（
4
／
4
）
 

再
処
理
事
業
変
更
許
可
申
請
書
 
本
文
の
記
載
に
係
る
比
較
表

 

 
再

処
理

事
業

指
定

申
請

書
（

既
許

可
）

 
再

処
理

事
業

変
更

許
可

申
請

書
（

1
7
次

補
正

時
点

）
 

備
 
考

 

  （
記
載
な
し
）
 

                           

                            

  添
付
書
類
記
載
内
容
の
本
文
へ
の
取

り
込
み
に
伴
う
変
更
 

                  

 

                   

に
酸

及
び

溶
媒

の
回

収
施

設
の

酸
回

収
設

備
の

油
水

分
離

槽
の

機
器

内
溶

液
等

を
受

け
入

れ
る

。
 

 
第

８
一

時
貯

留
処

理
槽

に
受

け
入

れ
た

溶
液

は
，

有
機

相
と

水
相

を
分

離
す

る
等

の
処

理
を

行
う

。
水

相
は

，
そ

の
液

体
の

性
状

に
応

じ
て

，
第

９
一

時
貯

留
処

理
槽

へ
移

送
す

る
か

又
は

酸
及

び
溶

媒
の

回
収

施
設

の
酸

回
収

設
備

の
供

給
槽

若
し

く
は

液
体

廃
棄

物
の

廃
棄

施
設

の
低

レ
ベ

ル
廃

液
処

理
設

備
の

第
１

低
レ

ベ
ル

第
１

廃
液

受
槽

等
へ

ポ
ン

プ
で

移
送

す
る

。
有

機
相

は
，

そ
の

液
体

の
性

状
に

応
じ

て
，

ウ
ラ

ン
精

製
設

備
の

抽
出

器
又

は
酸

及
び

溶
媒

の
回

収
施

設
の

溶
媒

回
収

設
備

の
溶

媒
再

生
系

の
ウ

ラ
ン

精
製

系
の

第
１

洗
浄

器
へ

ポ
ン

プ
で

移
送

す
る

。
 

 
第

９
一

時
貯

留
処

理
槽

は
，

第
８

一
時

貯
留

処
理

槽
か

ら
の

水
相

，
ウ

ラ
ン

精
製

設
備

の
ウ

ラ
ナ

ス
溶

液
中

間
貯

槽
等

の
機

器
内

溶
液

等
を

受
け

入
れ

る
。

 

 
第

９
一

時
貯

留
処

理
槽

に
受

け
入

れ
た

溶
液

は
，

微
量

の
有

機
相

が
混

入
し

た
場

合
，

有
機

相
と

水
相

を
分

離
す

る
等

の
処

理
を

行
う

。
水

相
は

，
そ

の
液

体
の

性
状

に
応

じ
て

，
ウ

ラ
ン

精
製

設
備

の
抽

出
器

へ
ポ

ン
プ

で
移

送
す

る
か

又
は

酸
及

び
溶

媒
の

回
収

施
設

の
酸

回
収

設
備

の
供

給
槽

若
し

く
は

液
体

廃
棄

物
の

廃
棄

施
設

の
低

レ
ベ

ル
廃

液
処

理
設

備
の

第
１

低
レ

ベ
ル

第
１

廃
液

受
槽

等
へ

ポ
ン

プ
で

移
送

す
る

。
有

機
相

は
，

第
８

一
時

貯
留

処
理

槽
へ

移
送

す
る

。
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再処理事業変更許可申請書　本文構成の整理（案）
(設計基準の対象施設及び重大事故等対処施設）

添付５（1／5）

タイトル タイトル
ＳＡ条文の取り込みにおける記載方針

（整理資料の更新に合わせて適宜見直す）
一、 名称及び住所並びに代表者の氏名 一、 名称及び住所並びに代表者の氏名 －

二、
再処理設備及びその附属施設を設置する事
業所の名称及び所在地

二、
再処理設備及びその附属施設を設置する事業所の名称及び所在
地

－

三、
再処理を行う使用済燃料の種類及び再処理
能力

三、 再処理を行う使用済燃料の種類及び再処理能力 －

Ａ． 再処理を行う使用済燃料の種類 Ａ． 再処理を行う使用済燃料の種類 －
Ｂ． 再処理能力 Ｂ． 再処理能力 －

四、
再処理施設の位置，構造及び設備並びに再
処理の方法

四、 再処理施設の位置，構造及び設備並びに再処理の方法 －

Ａ． 再処理施設の位置，構造及び設備 Ａ． 再処理施設の位置，構造及び設備 －
イ． 再処理施設の位置 イ． 再処理施設の位置 －
(１) 敷地の面積及び形状 (１) 敷地の面積及び形状 6,30
(２) 敷地内における主要な再処理施設の位置 (２) 敷地内における主要な再処理施設の位置 －
ロ． 再処理施設の一般構造 ロ． 再処理施設の一般構造 －
(１) 核燃料物質の臨界防止に関する構造 (１) 核燃料物質の臨界防止に関する構造 2
(２) 放射線の遮蔽に関する構造 (２) 放射線の遮蔽に関する構造 3
(３) 使用済燃料等の閉じ込めに関する構造 (３) 使用済燃料等の閉じ込めに関する構造 4
(４) 火災及び爆発の防止に関する構造 (４) 火災及び爆発の防止に関する構造 5,29
(５) 耐震構造 (５) 耐震構造 7,31

(６) 耐津波構造 8,32
(６) その他の主要な構造 (７) その他の主要な構造 －

(ⅰ)  安全機能を有する施設 －
(ａ) 外部からの衝撃による損傷の防止 9
(イ) 竜　　巻 9
(ロ) 外部火災 9
(ハ) 航空機落下 9
(ニ) 落雷 9
(ホ) 火山の影響 9
(ヘ) 竜巻，落雷，森林火災及び火山の影響以外の自然現象 9
(ト) 異種の自然現象の重畳及び自然現象と設計基準事故の組合せ 9
(チ) 航空機落下，爆発及び近隣工場等の火災以外の人為による事象 9
(ｂ) 再処理施設への人の不法な侵入等の防止 10
(ｃ) 溢水による損傷の防止 11
(ｄ) 化学薬品の漏えいによる損傷の防止 12
(ｅ) 誤操作の防止 13
(ｆ) 安全避難通路等 14
(ｇ) 安全機能を有する施設 15
(ｈ) 運転時の異常な過渡変化及び設計基準事故の拡大の防止 16
(ｉ) 使用済燃料の貯蔵施設等 17
(ｊ) 計測制御系統施設 18
(ｋ) 安全保護回路 19
(ｌ) 制御室等 例①重大事故等時の対処を踏まえた設計方針を記載。 20,44
(ｍ) 廃棄施設 21
(ｎ) 保管廃棄施設 22
(ｏ) 放射線管理施設 23
(ｐ) 監視設備 例①重大事故等時の対処を踏まえた設計方針を記載。 24,45
(ｑ) 保安電源設備 25
(ｒ) 緊急時対策所 例①重大事故等時の対処を踏まえた設計方針を記載。 26,46
(ｓ) 通信連絡設備 例①重大事故等時の対処を踏まえた設計方針を記載。 27,47

(ⅱ)

 重大事故等対処施設（再処理施設への人の不法な侵入等の防
止，中央制御室，監視測定設備，緊急時対策所及び通信連絡を
行うために必要な設備は，（ⅰ）安全機能を有する施設に記
載）

－

(○) 重大事故等対処設備 33
多様性，位置的分散，悪影響防止等 33
個数及び容量等 33
環境条件等 33
操作性及び試験・検査性 33
地震を要因とする重大事故等に対する施設の耐震設計 33
可搬型重大事故等対処設備の内部火災に対する防護方針 33

(ａ) 臨界事故の拡大を防止するための設備 34

(ｂ) 冷却機能の喪失による蒸発乾固に対処するための設備
　冷却機能の喪失による蒸発乾固等に対処するための設備の概
要等を記載し、適合性を示す。

35

(ｃ)
放射線分解により発生する水素による爆発に対処するための設
備

36

(ｄ) 有機溶媒火災に対処するための設備 37
(ｅ) ＴＢＰ等の錯体の急激な分解反応に対処するための設備 37
(ｆ) 燃料貯蔵プール等の冷却等の機能喪失に対処するための設備 38
(ｇ) 放射性物質の漏えいに対処するための設備 39
(ｈ)  放出抑制設備　（設備に関する区分･項目を整理中） 40
(ｉ)  重大事故等対処共通設備　（設備に関する区分･項目を整理中） 41
(ｊ) 電源設備 42
(ｋ) 計装設備 43

(ⅲ) その他 -

ハ． 建物の構造 -

既許可

項 項

見直し案
関連条文

凡例
例①：2-2（1）③及び2-2（3）　参照
例②：2-2（4）　参照
例③：2-2（5）　参照
例④：2-4（2）②　参照
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再処理事業変更許可申請書　本文構成の整理（案）
(設計基準の対象施設及び重大事故等対処施設）

添付５（2／5）

タイトル タイトル
ＳＡ条文の取り込みにおける記載方針

（整理資料の更新に合わせて適宜見直す）

既許可

項 項

見直し案
関連条文

ニ．
使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の構
造及び設備

ハ． 使用済燃料の受入施設及び貯蔵施設の構造及び設備 17,38

(１) 構　　造 (１) 構　　造 例①②重大事故等時の対処を踏まえた設備構成等を記載。 17,38
(ⅰ) 使用済燃料の受入れ施設 (ⅰ) 使用済燃料の受入れ施設 17,38
(ⅱ) 使用済燃料の貯蔵施設 (ⅱ) 使用済燃料の貯蔵施設 17,38
(２) 主要な設備及び機器の種類 (２) 主要な設備及び機器の種類 17,38

(ⅰ) 使用済燃料受入れ設備 (ⅰ) 使用済燃料受入れ設備
重大事故等時には以下の設備を用いて対処する設計を記載。
プール：例①②使用済燃料受入れ設備

17,38

(ⅱ) 使用済燃料貯蔵設備 (ⅱ) 使用済燃料貯蔵設備

重大事故等時には以下の設備を用いて対処する設計を記載。
プール：例①②
燃料貯蔵設備、補給水設備、プール水冷却系、代替補給水設備
（注水）、代替補給水設備（スプレイ）、代替プール水冷却系

17,38

(３)
受け入れ，又は貯蔵する使用済燃料の種類
並びにその種類ごとの最大受入れ能力及び
最大貯蔵能力

(３)
受け入れ，又は貯蔵する使用済燃料の種類並びにその種類ごと
の最大受入能力及び最大貯蔵能力

17,38

(ⅰ) 受け入れ，又は貯蔵する使用済燃料の種類 (ⅰ) 受け入れ，又は貯蔵する使用済燃料の種類 17,38
(ⅱ) 最大受入れ能力及び最大貯蔵能力 (ⅱ) 最大受入能力及び最大貯蔵能力 17,38
(４) 主要な核的制限値 (４) 主要な核的制限値 17,38
(ⅰ) 単一ユニット (ⅰ) 単一ユニット 17,38
(ⅱ) 複数ユニット (ⅱ) 複数ユニット 17,38
ホ． 再処理設備本体の構造及び設備 ニ． 再処理設備本体の構造及び設備 -
(１) せん断処理施設 (１) せん断処理施設 ^
(ⅰ) 構　　造 (ⅰ) 構　　造 -
(ⅱ) 主要な設備及び機器の種類 (ⅱ) 主要な設備及び機器の種類 -

(ⅲ)
せん断処理する使用済燃料の種類及びその
種類ごとの最大処理能力

(ⅲ)
せん断処理する使用済燃料の種類及びその種類ごとの最大処理
能力

-

(ⅳ) 主要な核的制限値 (ⅳ) 主要な核的制限値 -
(２) 溶解施設 (２) 溶解施設 34,35,36
(ⅰ) 構　　造 (ⅰ) 構　　造 例①②重大事故等時の対処を踏まえた設備構成等を記載。 34,35,36
(ⅱ) 主要な設備及び機器の種類 (ⅱ) 主要な設備及び機器の種類 34,35,36

(a) 溶解設備

重大事故等時には以下の設備を用いて対処する設計を記載。ま
た、（溶解設備）等は設計基準の溶解設備とは別項目として記
載する。
臨界：例①②溶解設備、代替溶解設備、（溶解設備）
乾固：例①②溶解設備

34,35,36

(b)　　　清澄・計量設備
重大事故等時には以下の設備を使用して対処する設計を記載。
乾固：例①②清澄・計量設備
水素：例①②清澄・計量設備

34,35,36

(ⅲ)
溶解する使用済燃料の種類及びその種類ご
との最大溶解能力

(ⅲ) 溶解する使用済燃料の種類及びその種類ごとの最大溶解能力 34,35,36

(ⅳ) 主要な核的，熱的及び化学的制限値 (ⅳ) 主要な核的，熱的及び化学的制限値 34,35,36
(３) 分離施設 (３) 分離施設 35,36
(ⅰ) 構　  造 (ⅰ) 構　  造 例①②重大事故等時の対処を踏まえた設備構成等を記載。 35,36
(ⅱ) 主要な設備及び機器の種類 (ⅱ) 主要な設備及び機器の種類 35,36

(a) 分離設備
重大事故等時には以下の設備を使用して対処する設計を記載。
乾固：例①②分離設備
水素：例①②分離設備

35,36

(b) 分配設備
重大事故等時には以下の設備を使用して対処する設計を記載。
水素：例①②分配設備

35

(ｃ)　　　分離建屋一時貯留処理設備
重大事故等時には以下の設備を使用して対処する設計を記載。
乾固：例①②分離建屋一時貯留処理設備
水素：例①②分離建屋一時貯留処理設備

35,36

(ⅲ)
分離する核燃料物質その他の有用物質の種
類及びその種類ごとの最大分離能力

(ⅲ)
分離する核燃料物質その他の有用物質の種類及びその種類ごと
の最大分離能力

35,36

(ⅳ) 主要な核的及び化学的制限値 (ⅳ) 主要な核的及び化学的制限値 35,36
(４) 精製施設 (４) 精製施設 34,35,36,37
(ⅰ) 構　　造 (ⅰ) 構　　造 例①②重大事故等時の対処を踏まえた設備構成等を記載。 34,35,36,37
(ⅱ) 主要な設備及び機器の種類 (ⅱ) 主要な設備及び機器の種類 34,35,36,37

(a) ウラン精製設備 34,35,36,37

(b) プルトニウム精製設備

重大事故等時には以下の設備を使用して対処する設計を記載。
乾固：例①②プルトニウム精製設備
水素：例①②プルトニウム精製設備
ＴＢＰ：例①②プルトニウム精製設備

34,35,36,37

(ｃ)　　　精製建屋一時貯留処理設備

重大事故等時には以下の設備を使用して対処する設計を記載。
また、（精製建屋一時貯留処理設備）は設計基準の溶解設備と
は別項目として記載する。
臨界：例①②精製建屋一時貯留処理設備、（精製建屋一時貯留
処理設備）
乾固：例①②精製建屋一時貯留処理設備
水素：例①②精製建屋一時貯留処理設備

34,35,36,37

(ⅲ)
精製する核燃料物質その他の有用物質の種
類及びその種類ごとの最大精製能力

(ⅲ)
精製する核燃料物質その他の有用物質の種類及びその種類ごと
の最大精製能力

34,35,36,37

(ⅳ) 主要な核的，熱的及び化学的制限値 (ⅳ) 主要な核的，熱的及び化学的制限値 34,35,36,37
(５) 脱硝施設 (５) 脱硝施設 35,36
(ⅰ) 構　　造 (ⅰ) 構　　造 例①②重大事故等時の対処を踏まえた設備構成等を記載。 35,36
(ⅱ) 主要な設備及び機器の種類 (ⅱ) 主要な設備及び機器の種類 35,36

(a) ウラン脱硝設備 35,36

(b) ウラン・プルトニウム混合脱硝設備
重大事故等時には以下の設備を使用して対処する設計を記載。
乾固：例①②ウラン・プルトニウム混合脱硝設備の溶液系
水素：例①②ウラン・プルトニウム混合脱硝設備溶液系

35,36

(ⅲ)
脱硝する核燃料物質その他の有用物質の種
類及びその種類ごとの最大脱硝能力

(ⅲ)
脱硝する核燃料物質その他の有用物質の種類及びその種類ごと
の最大脱硝能力

35,36

(ⅳ) 主要な核的，熱的及び化学的制限値 (ⅳ) 主要な核的，熱的及び化学的制限値 35,36
(６) 酸及び溶媒の回収施設 (６) 酸及び溶媒の回収施設 -
(ⅰ) 構　　造 (ⅰ) 構　　造 -
(ⅱ) 主要な設備及び機器の種類 (ⅱ) 主要な設備及び機器の種類 -

(ⅲ)
回収する酸及び溶媒の種類及びその種類ご
との最大回収能力

(ⅲ) 回収する酸及び溶媒の種類及びその種類ごとの最大回収能力 -

(ⅳ) 主要な熱的及び化学的制限値 (ⅳ) 主要な熱的及び化学的制限値 -
ヘ． 製品貯蔵施設の構造及び設備 ホ． 製品貯蔵施設の構造及び設備 17
(１) 構    造 (１) 構    造 17
(２) 主要な設備及び機器の種類 (２) 主要な設備及び機器の種類 17
(ⅰ) ウラン酸化物貯蔵設備 (ⅰ) ウラン酸化物貯蔵設備 17
(ⅱ) ウラン・プルトニウム混合酸化物貯蔵設備 (ⅱ) ウラン・プルトニウム混合酸化物貯蔵設備 17

(３)
貯蔵する製品の種類及びその種類ごとの最
大貯蔵能力

(３) 貯蔵する製品の種類及びその種類ごとの最大貯蔵能力 17

(ⅰ) 貯蔵する製品の種類 (ⅰ) 貯蔵する製品の種類 17
(ⅱ) 最大貯蔵能力 (ⅱ) 最大貯蔵能力 17
(４) 主要な核的制限値 (４) 主要な核的制限値 17
(ⅰ) 単一ユニット (ⅰ) 単一ユニット 17
(ⅱ) 複数ユニット (ⅱ) 複数ユニット 17

凡例
例①：2-2（1）③及び2-2（3）　参照
例②：2-2（4）　参照
例③：2-2（5）　参照
例④：2-4（2）②　参照
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再処理事業変更許可申請書　本文構成の整理（案）
(設計基準の対象施設及び重大事故等対処施設）

添付５（3／5）

タイトル タイトル
ＳＡ条文の取り込みにおける記載方針

（整理資料の更新に合わせて適宜見直す）

既許可

項 項

見直し案
関連条文

ト． 計測制御系統施設の設備 ヘ． 計測制御系統施設の設備 例①②重大事故等時の対処を踏まえた設備構成等を記載。 18,19,20,34,37,44

(１) 核計装設備の種類 (１) 核計装設備の種類 18

(２) 主要な安全保護回路の種類 (２) 主要な安全保護回路の種類 19

(３) 主要な工程計装設備の種類 (３) 主要な工程計装設備の種類

重大事故等時には以下の設備を使用して対処する設計を記載。
臨界：例①②計測制御系統施設、代替計測制御系統施設、（計
測制御系統施設）
ＴＢＰ：例①②計測制御系統施設

18,34,37

(４) 緊急停止系
重大事故等時には以下の設備を使用して対処する設計を記載。
臨界：例①②計測制御系統施設
ＴＢＰ：例①②計測制御系統施設

34,37

(５) 制御室等

重大事故等時には以下の設備を使用して対処する設計を記載。
44条：例①②③
中央制御室及び使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の制御室
の照明を確保する設備、代替中央制御室送風機、代替制御室送
風機及び可搬型ダクト、中央制御室遮蔽及び制御室遮蔽　等

20,44

(４) その他の主要な事項 (６) その他の主要な事項 -

チ． 放射性廃棄物の廃棄施設の構造及び設備 ト． 放射性廃棄物の廃棄施設の構造及び設備
(１) 気体廃棄物の廃棄施設 (１) 気体廃棄物の廃棄施設 21,34～37
(ⅰ) 構　　造 (ⅰ) 構　　造 例①②重大事故等時の対処を踏まえた設備構成等を記載。 21,34～37
(ⅱ) 主要な設備及び機器の種類 (ⅱ) 主要な設備及び機器の種類 21,34～37

(ａ) せん断処理・溶解廃ガス処理設備 (ａ) せん断処理・溶解廃ガス処理設備
重大事故等時には以下の設備を使用して対処する設計を記載。
臨界：例①②せん断処理・溶解廃ガス処理設備、(せん断処
理・溶解廃ガス処理設備)

21,34

(ｂ) 塔槽類廃ガス処理設備 (ｂ) 塔槽類廃ガス処理設備 21,34～37

(イ) 前処理建屋塔槽類廃ガス処理設備 (イ) 前処理建屋塔槽類廃ガス処理設備
重大事故等時には以下の設備を使用して対処する設計を記載。
乾固、水素：例①②前処理建屋　代替塔槽類廃ガス処理設備

21,35,36

(ロ) 分離建屋塔槽類廃ガス処理設備 (ロ) 分離建屋塔槽類廃ガス処理設備
重大事故等時には以下の設備を使用して対処する設計を記載。
乾固、水素：例①②分離建屋　代替塔槽類廃ガス処理設備

21,35,36

(ハ) 精製建屋塔槽類廃ガス処理設備 (ハ) 精製建屋塔槽類廃ガス処理設備

重大事故等時には以下の設備を使用して対処する設計を記載。
臨界：例①②精製建屋塔槽類廃ガス処理設備、(精製建屋塔槽
類廃ガス処理設備)
乾固、水素：例①②精製建屋　代替塔槽類廃ガス処理設備
ＴＢＰ：例①②精製建屋塔槽類廃ガス処理設備、（精製建屋塔
槽類廃ガス処理設備）

21,34,35,37

(ニ) ウラン脱硝建屋塔槽類廃ガス処理設備 (ニ) ウラン脱硝建屋塔槽類廃ガス処理設備 21

(ホ)
ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋塔槽類
廃ガス処理設備

(ホ) ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋塔槽類廃ガス処理設備
重大事故等時には以下の設備を使用して対処する設計を記載。
乾固、水素：例①②ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋　代替
塔槽類廃ガス処理設備

21,35,36

(ヘ)
高レベル廃液ガラス固化建屋塔槽類廃ガス
処理設備

(ヘ) 高レベル廃液ガラス固化建屋塔槽類廃ガス処理設備
重大事故等時には以下の設備を使用して対処する設計を記載。
乾固、水素：例①②高レベル廃液ガラス固化建屋　代替塔槽類
廃ガス処理設備

21,35,36

(ト) 低レベル廃液処理建屋塔槽類廃ガス処理設 (ト) 低レベル廃液処理建屋塔槽類廃ガス処理設備 21

(チ)
低レベル廃棄物処理建屋塔槽類廃ガス処理
設備

(チ) 低レベル廃棄物処理建屋塔槽類廃ガス処理設備 21

(リ)
チャンネル ボックス・バーナブル ポイズ
ン処理建屋塔槽類廃ガス処理設備

(リ)
チャンネル ボックス・バーナブル ポイズン処理建屋塔槽類廃
ガス処理設備

21

(ヌ)
ハル・エンドピース処理建屋塔槽類廃ガス
処理設備

(ヌ) ハル・エンドピース処理建屋塔槽類廃ガス処理設備 21

(ル) 分析建屋塔槽類廃ガス処理設備 (ル) 分析建屋塔槽類廃ガス処理設備 21
(ｃ) 高レベル廃液ガラス固化廃ガス処理設備 (ｃ) 高レベル廃液ガラス固化廃ガス処理設備 21
(ｄ) 換気設備 (ｄ) 換気設備 21
(イ) 使用済燃料輸送容器管理建屋換気設備 (イ) 使用済燃料輸送容器管理建屋換気設備 21
(ロ) 使用済燃料受入れ・貯蔵建屋換気設備 (ロ) 使用済燃料受入れ・貯蔵建屋換気設備 21

(ハ) 前処理建屋換気設備 (ハ) 前処理建屋換気設備
重大事故等時には以下の設備を使用して対処する設計を記載。
臨界：例①②前処理建屋換気設備
乾固、水素：例①②前処理建屋代替換気設備

21,34,35,36

(ニ) 分離建屋換気設備 (ニ) 分離建屋換気設備
重大事故等時には以下の設備を使用して対処する設計を記載。
乾固、水素：例①②分離建屋　代替換気設備

21,35,36

(ホ) 精製建屋換気設備 (ホ) 精製建屋換気設備

重大事故等時には以下の設備を使用して対処する設計を記載。
臨界：例①②精製建屋換気設備
乾固、水素：例①②精製建屋　代替換気設備
ＴＢＰ：例①②精製建屋換気設備

21,34,35,36,37

(ヘ) ウラン脱硝建屋換気設備 (ヘ) ウラン脱硝建屋換気設備 21

(ト)
ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋換気設
備

(ト) ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋換気設備
重大事故等時には以下の設備を使用して対処する設計を記載。
乾固、水素：例①②ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋 代替
換気設備

21,35,36

(チ)
ウラン・プルトニウム混合酸化物貯蔵建屋
換気設備

(チ) ウラン・プルトニウム混合酸化物貯蔵建屋換気設備 21

(リ) 高レベル廃液ガラス固化建屋換気設備 (リ) 高レベル廃液ガラス固化建屋換気設備
重大事故等時には以下の設備を使用して対処する設計を記載。
乾固、水素：例①②高レベル廃液ガラス固化建屋　代替換気設
備

21,35,36

(ヌ) 第１ガラス固化体貯蔵建屋換気設備 (ヌ) 第１ガラス固化体貯蔵建屋換気設備 21
(ル) 低レベル廃液処理建屋換気設備 (ル) 低レベル廃液処理建屋換気設備 21
(ヲ) 低レベル廃棄物処理建屋換気設備 (ヲ) 低レベル廃棄物処理建屋換気設備 21
(ワ) ハル・エンド ピース貯蔵建屋換気設備 (ワ) ハル・エンド ピース貯蔵建屋換気設備 21

(カ)
チャンネル ボックス・バーナブル ポイズ
ン処理建屋換気設備

(カ) チャンネル ボックス・バーナブル ポイズン処理建屋換気設備 21

(ヨ) 分析建屋換気設備 (ヨ) 分析建屋換気設備 21
(タ) 北換気筒 (タ) 北換気筒 21
(レ) 低レベル廃棄物処理建屋換気筒 (レ) 低レベル廃棄物処理建屋換気筒 21

(ｅ) 主排気筒 (ｅ) 主排気筒
重大事故等時には以下の設備を使用して対処する設計を記載。
臨界、乾固、ＴＢＰ：例①②主排気筒

21,34,35,37

(ⅲ) 廃棄物の処理能力 (ⅲ) 廃棄物の処理能力 21
(ａ) 主排気筒 (ａ) 主排気筒 21
(ｂ) 北換気筒 (ｂ) 北換気筒 21
(ｃ) 低レベル廃棄物処理建屋換気筒 (ｃ) 低レベル廃棄物処理建屋換気筒 21
(ⅳ) 廃棄槽の最大保管廃棄能力 (ⅳ) 廃棄槽の最大保管廃棄能力 21
(ⅴ) 排気口の位置 (ⅴ) 排気口の位置 21
(ａ) 主排気筒 (ａ) 主排気筒 21
(ｂ) 北換気筒 (ｂ) 北換気筒 21
(ｃ) 低レベル廃棄物処理建屋換気筒 (ｃ) 低レベル廃棄物処理建屋換気筒 21

凡例
例①：2-2（1）③及び2-2（3）　参照
例②：2-2（4）　参照
例③：2-2（5）　参照
例④：2-4（2）②　参照
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再処理事業変更許可申請書　本文構成の整理（案）
(設計基準の対象施設及び重大事故等対処施設）

添付５（4／5）

タイトル タイトル
ＳＡ条文の取り込みにおける記載方針

（整理資料の更新に合わせて適宜見直す）

既許可

項 項

見直し案
関連条文

(２) 液体廃棄物の廃棄施設 (２) 液体廃棄物の廃棄施設 21,35,36
(ⅰ) 構　　造 (ⅰ) 構　　造 例①②重大事故等時の対処を踏まえた設備構成等を記載。 21,35,36
(ⅱ) 主要な設備及び機器の種類 (ⅱ) 主要な設備及び機器の種類 21,35,36

(ａ) 高レベル廃液処理設備 (ａ) 高レベル廃液処理設備

重大事故等時には以下の設備を使用して対処する設計を記載。
乾固：例①②高レベル廃液濃縮系、高レベル濃縮廃液貯蔵系、
共用貯蔵系
水素：例①②高レベル廃液濃縮系、高レベル濃縮廃液貯蔵系、
不溶解残渣廃液貯蔵系、共用貯蔵系

21,35,36

(ｂ) 低レベル廃液処理設備 (ｂ) 低レベル廃液処理設備 21
(ⅲ) 廃棄物の処理能力 (ⅲ) 廃棄物の処理能力 21
(ⅳ) 廃液槽の最大保管廃棄能力 (ⅳ) 廃液槽の最大保管廃棄能力 21
(ⅴ) 海洋放出口の位置 (ⅴ) 海洋放出口の位置 21
(３) 固体廃棄物の廃棄施設 (３) 固体廃棄物の廃棄施設 22,35,36
(ⅰ) 構　　造 (ⅰ) 構　　造 例①②重大事故等時の対処を踏まえた設備構成等を記載。 22,35,36
(ⅱ) 主要な設備及び機器の種類 (ⅱ) 主要な設備及び機器の種類 22,35,36

(ａ) 高レベル廃液ガラス固化設備 (ａ) 高レベル廃液ガラス固化設備
重大事故等時には以下の設備を使用して対処する設計を記載。
乾固：例①②高レベル廃液ガラス固化設備
水素：例①②高レベル廃液ガラス固化設備

22,35,36

(ｂ) ガラス固化体貯蔵設備 (ｂ) ガラス固化体貯蔵設備 22
(ｃ) 低レベル固体廃棄物処理設備 (ｃ) 低レベル固体廃棄物処理設備 22
(ｄ) 低レベル固体廃棄物貯蔵設備 (ｄ) 低レベル固体廃棄物貯蔵設備 22
(ⅲ) 廃棄物の処理能力 (ⅲ) 廃棄物の処理能力 22
(ⅳ) 保管廃棄施設の最大保管廃棄能力 (ⅳ) 保管廃棄施設の最大保管廃棄能力 22
(ａ) ガラス固化体貯蔵設備 (ａ) ガラス固化体貯蔵設備 22
(ｂ) 低レベル固体廃棄物貯蔵設備 (ｂ) 低レベル固体廃棄物貯蔵設備 22

リ． 放射線管理施設の設備 チ． 放射線管理施設の設備 23,38,44,45,46

(１) 屋内管理用の主要な設備の種類 (１) 屋内管理用の主要な設備の種類 例①②重大事故等時の対処を踏まえた設備構成等を記載。 23,38,44,45,46
(ⅰ) 出入管理関係設備 (ⅰ) 出入管理関係設備 23

(ⅱ) 試料分析関係設備 (ⅱ) 試料分析関係設備
重大事故等時には以下の設備を使用して対処する設計を記載。
45条：例①②試料分析関係設備、代替試料分析関係設備

23,45

(ⅲ) 放射線監視設備 (ⅲ) 放射線監視設備

重大事故等時には以下の設備を使用して対処する設計を記載。
プール：例①②代替放射線監視設備
44条：例①②制御室放射線計測設備
45条：例①②放射線監視設備、代替放射線監視設備

23,38,44,45

(ⅳ) 個人管理用設備 (ⅳ) 個人管理用設備 23
(２) 屋外管理用の主要な設備の種類 (２) 屋外管理用の主要な設備の種類 例①②重大事故等時の対処を踏まえた設備構成等を記載。 24,38,45

(ⅰ) 試料分析関係設備
重大事故等時には以下の設備を使用して対処する設計を記載。
45条：例①②試料分析関係設備、代替試料分析関係設備

24,45

(ⅰ) 放射線監視設備 (ⅱ) 放射線監視設備
重大事故等時には以下の設備を使用して対処する設計を記載。
プール：例①②代替放射線監視設備
45条：例①②放射線監視設備、代替放射線監視設備

24,38,45

(ⅱ) 環境管理設備 (ⅲ) 環境管理設備
重大事故等時には以下の設備を使用して対処する設計を記載。
45条：例①②環境管理設備、代替環境管理設備

24,45

ヌ． その他再処理設備の附属施設の構造及び設 リ． その他再処理設備の附属施設の構造及び設備 -
(１) 動力装置及び非常用動力装置の構造及び設 (１) 動力装置及び非常用動力装置の構造及び設備 25,34,35,38,42
(ⅰ) 電気設備 (ⅰ) 電気設備 25,34,35,38,42
(ａ) 構　　造 (ａ) 構　　造 例①②重大事故等時の対処を踏まえた設備構成等を記載。 25,34,35,38,42
(ｂ) 主要な設備 (ｂ) 主要な設備

(イ) 受電開閉設備 (イ) 受電開閉設備

(ロ) 第１非常用ディーゼル発電機 (ロ) 第１非常用ディーゼル発電機

(ハ) 第２非常用ディーゼル発電機 (ハ) 第２非常用ディーゼル発電機

(ニ) 第１非常用蓄電池 (ニ) 第１非常用蓄電池

(ホ) 第２非常用蓄電池 (ホ) 第２非常用蓄電池

(ⅱ) 圧縮空気設備 (ⅱ) 圧縮空気設備 34,36,37
(ａ) 構　　造 (ａ) 構　　造 例①②重大事故等時の対処を踏まえた設備構成等を記載。 34,36,37

(ｂ) 主要な設備 (ｂ) 主要な設備

重大事故等時には以下の設備を使用して対処する設計を記載。
臨界：例①②一般圧縮空気系、安全圧縮空気系、代替安全圧縮
空気系、（一般圧縮空気系）
水素：例①②代替安全圧縮空気系
ＴＢＰ：例①②一般圧縮空気系、安全圧縮空気系

34,36,37

(２) 給水施設及び蒸気供給施設の構造及び設備 (２) 給水施設及び蒸気供給施設の構造及び設備
(ⅰ) 給水施設 (ⅰ) 給水施設 17,34,35,37,38
(ａ) 構　　造 (ａ) 構　　造 例①②重大事故等時の対処を踏まえた設備構成等を記載。 17,34,35,37,38
(ｂ) 主要な設備 (ｂ) 主要な設備 17,34,35,37,38

(イ) 給水処理設備 (イ) 給水処理設備
重大事故等時には以下の設備を使用して対処する設計を記載。
プール：例①②給水処理設備

17,38

(ロ) 冷却水設備 (ロ) 冷却水設備

  冷却機能の喪失による蒸発乾固等に対処するための設備の主
な設計方針を記載。

・重大事故等時には以下の設備を使用して対処する設計を記
載。
臨界：例①②一般冷却水系
乾固：例①②代替安全冷却水系
ＴＢＰ：例①②一般冷却水系
プール：例①②冷却水設備

17,34,35,37,38

(ⅱ) 蒸気供給施設（蒸気供給設備） (ⅱ) 蒸気供給施設（蒸気供給設備） -
(ａ) 構　　造 (ａ) 構　　造 -
(ｂ) 主要な設備 (ｂ) 主要な設備 -
(３) 主要な試験施設の構造及び設備 (３) 主要な試験施設の構造及び設備 -

(４) その他の主要な事項 (４) その他の主要な事項
5,9,10,11,26,27,29,

38,46
(ⅰ) 分析設備 (ⅰ) 分析設備 -

(ⅱ) 化学薬品貯蔵供給設備 12

(ⅲ) 火災防護設備
重大事故等時には以下の設備を使用して対処する設計を記載。
プール：例①②火災防護設備

5,29,38

(ⅴ) 竜巻防護対策設備 9
(ⅶ) 溢水防護設備 11

(ⅳ) 緊急時対策所

重大事故等時には以下の設備を使用して対処する設計を記載。
46条：例①②
緊急時対策所、換気設備、環境測定設備、放射線計測設備、情
報把握設備、通信連絡設備、代替電源設備
例③ 衛星携帯電話は、「通信連絡設備」及び「緊急時対策
所」に記載されるため、相互に呼び合いを記載する。

26,46

(ⅷ) 通信連絡設備

重大事故等時には以下の設備を使用して対処する設計を記載。
44条：例①②通信連絡設備、中央制御室の情報把握計装設備
46条：例①②通信連絡設備
47条：例①②通信連絡設備、代替通信連絡設備
例③ 衛星携帯電話は、「通信連絡設備」及び「緊急時対策
所」に記載されるため、相互に呼び合いを記載する。

27,44,46,47

 (ｈ)
 放出抑制設備
（設備に関する区分･項目とそれに対応する設備を整理中）

40

 (ｉ) 
 重大事故等対処共通設備
（設備に関する区分･項目とそれに対応する設備を整理中）

40,41,42

(ⅹ) 建物の構造　（建物を記載する区分について検討中） -

重大事故等時には以下の設備を使用して対処する設計を記載。
臨界：例①②電気設備
乾固：例①②代替所内電源系統
プール：例①②電気設備、代替電源設備
42条：例①②電気設備の所内高圧系統、電気設備の所内低圧系
統、代替所内電源系統

25,34,35,38,42

凡例
例①：2-2（1）③及び2-2（3）　参照
例②：2-2（4）　参照
例③：2-2（5）　参照
例④：2-4（2）②　参照
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再処理事業変更許可申請書　本文構成の整理（案）
(設計基準の対象施設及び重大事故等対処施設）

添付５（5／5）

タイトル タイトル
ＳＡ条文の取り込みにおける記載方針

（整理資料の更新に合わせて適宜見直す）

既許可

項 項

見直し案
関連条文

Ｂ． 再処理の方法 Ｂ． 再処理の方法 -
イ． 再処理の方法の概要 イ． 再処理の方法の概要 -
(１) 再処理の方法 (１) 再処理の方法 -
(２) 再処理の概要 (２) 再処理の概要 -
ロ． 再処理工程図 ロ． 再処理工程図 -
ハ． 再処理工程における核燃料物質収支図 ハ． 再処理工程における核燃料物質収支図 -
五、 再処理施設の工事計画 五、 再処理施設の工事計画 -

六、
使用済燃料から分離された核燃料物質の処
分の方法

六、 使用済燃料から分離された核燃料物質の処分の方法 -

七、
再処理施設における放射線の管理に関する
事項

七、 再処理施設における放射線の管理に関する事項 3,21

イ．
核燃料物質及び核燃料物質によって汚染さ
れた物による放射線被ばくの管理の方法

イ．
核燃料物質及び核燃料物質によって汚染された物による放射線
被ばくの管理の方法

21

(１) 放射線防護に関する基本方針・具体的方法 (１) 放射線防護に関する基本方針・具体的方法 21
(２) 管理区域及び周辺監視区域の設定 (２) 管理区域及び周辺監視区域の設定 21
(３) 管理区域の管理 (３) 管理区域の管理 21
(４) 周辺監視区域内の管理 (４) 周辺監視区域の管理 21
(５) 個人被ばく管理 (５) 個人被ばく管理 21
(６) 放射性廃棄物の放出管理 (６) 放射性廃棄物の放出管理 21

(７）
周辺監視区域境界付近及び周辺地域の放射
線監視

(７） 周辺監視区域境界付近及び周辺地域の放射線監視 21

ロ． 放射性廃棄物の廃棄に関する事項 ロ． 放射性廃棄物の廃棄に関する事項

(１) 放射性廃棄物の廃棄に関する基本的考え方 (１) 放射性廃棄物の廃棄に関する基本的考え方 3,21

(２) 気体廃棄物 (２) 放射性気体廃棄物 21
(３) 液体廃棄物 (３) 放射性液体廃棄物 21
(４) 固体廃棄物 (４) 放射性固体廃棄物 3,21

周辺監視区域の外における実効線量の算定
の条件及び結果

ハ． 周辺監視区域の外における実効線量の算定の条件及び結果 3,21

(１) 評価の基本方針・基本的考え方 (１) 評価の基本方針・基本的考え方 3,21
(２) 実効線量の評価条件 (２) 実効線量の評価条件 3,21
(３) 実効線量の評価結果 (３) 実効線量の評価結果 3,21

八、

再処理施設において核燃料物質が臨界状態
になることその他の事故が発生した場合に
おける当該事故に対処するために必要な施
設及び体制の整備に関する事項

八、
再処理施設において核燃料物質が臨界状態になることその他の
事故が発生した場合における当該事故に対処するために必要な
施設及び体制の整備に関する事項

16,28,34～39,
技術的能力

イ．

運転時の異常な過渡変化　事故に対処する
ために必要な施設並びに発生すると想定さ
れる事故の程度及び影響の評価を行うため
に設定した条件及びその評価の結果

イ．
運転時の異常な過渡変化　事故に対処するために必要な施設並
びに発生すると想定される事故の程度及び影響の評価を行うた
めに設定した条件及びその評価の結果

16

(１) 基本方針 (１) 基本方針 16
(２) 運転時の異常な過渡変化の評価 (２) 運転時の異常な過渡変化の評価 16

ロ．

設計基準事故　事故に対処するために必要
な施設並びに発生すると想定される事故の
程度及び影響の評価を行うために設定した
条件及びその評価の結果

ロ．
設計基準事故　事故に対処するために必要な施設並びに発生す
ると想定される事故の程度及び影響の評価を行うために設定し
た条件及びその評価の結果

16

(１) 基本方針 (１) 基本方針 16
(２) 設計基準事故の評価 (２) 設計基準事故の評価 16

ハ．

重大事故に至るおそれがある事故（運転時の異常な過渡変化及
び設計基準事故を除く。）又は重大事故に対処するために必要
な施設及び体制並びに発生すると想定される事故の程度及び影
響の評価を行うために設定した条件及びその評価の結果

28,34～38,
技術的能力

（１） 基本方針
例④整理資料本文に合わせた章項目に変更
＜基本方針＞
　技術的能力・選定・有効性評価に係る基本方針を記載

28

（２）
重大事故の発生及び拡大の防止に必要な措置を実施するために
必要な技術的能力

<技術的能力>
　冷却機能の喪失による蒸発乾固等に対処するための手順等を
記載。

技術的能力

重大事故等対策における共通事項 技術的能力
臨界事故の拡大を防止するための手順等 技術的能力

冷却機能の喪失による蒸発乾固に対処するための手順等 技術的能力

放射線分解により発生する水素による爆発に対処するための手
順等

技術的能力

有機溶媒等による火災又は爆発に対処するための手順等 技術的能力
使用済燃料貯蔵槽の冷却等のための手順等 技術的能力
工場等外への放射性物質等の放出を抑制するための手順等 技術的能力
重大事故等への対処に必要となる水の供給手順等 技術的能力
電源の確保に関する手順等 技術的能力
事故時の計装に関する手順等 技術的能力
制御室の居住性等に関する手順等 技術的能力
監視測定等に関する手順等 技術的能力
緊急時対策所の居住性等に関する手順等 技術的能力
通信連絡に関する手順等 技術的能力

大規模な自然災害又は故意による大型航空機の衝突その他のテ
ロリズムへの対応

技術的能力

(３)
設計上定める条件より厳しい条件の設定及び重大事故の想定箇
所の特定

<選定>
　　冷却機能の喪失による蒸発乾固等の選定等を記載。

28

(４) 有効性評価
<有効性評価>
　　冷却機能の喪失による蒸発乾固等への対処を記載。

28

重大事故等の対処に係る有効性評価の基本的な考え方 28
臨界事故への対処 28,34
冷却機能の喪失による蒸発乾固への対処 28,35
放射線分解により発生する水素による爆発への対処 28,36
有機溶媒等による火災又は爆発への対処 28,37
有機溶媒等による火災又は爆発（ＴＢＰ等の錯体の急激な分解
反応）

28,37

使用済燃料貯蔵槽における燃料損傷防止に係る対処 28,38
重大事故が同時に又は連鎖して発生した場合の対処 28,34～38
必要な要員及び資源の評価 28,34～38

原
子
力
規
制
委
員
会
設
置
法
附
則
第
2
9
条
第
1
項
に
基
づ
く
届
出
書

凡例
例①：2-2（1）③及び2-2（3）　参照
例②：2-2（4）　参照
例③：2-2（5）　参照
例④：2-4（2）②　参照
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者
に

放
射

線
障

害
を

及
ぼ

す
お

そ
れ

が
あ

る
も

の
及

び
設

計

基
準

事
故

時
に

公
衆

又
は

従
事

者
に

及
ぼ

す
お

そ
れ

が
あ

る
放

射
線

障
害

を
防

止
す

る
た

め
，

放
射

性
物

質
又

は
放

射
線

が
再

処
理

施
設

外
へ

放
出

さ
れ

る
こ

と
を

抑
制

し
，

又
は

防
止

す
る

た
め

に
必

要
な

設
備

（
燃

料
貯

蔵
プ

ー
ル

・
ピ

ッ
ト

等
の

冷
却

及
び

給
水

の
機

能
を

適
切

に
維

持
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
を
含
む
。
）
と
す
る
。
 

ま
た

，
こ

れ
ら

の
設

備
に

は
，

運
転

時
の

異
常

な
過

渡
変

化
及

び
設

計
基

準
事

故
（

以
下

「
事

故
等

」
と

い
う

。
）

の
拡

大
防

止
及

び
影

響
緩

和
の

た
め

に
必

要
な

設
備

が
溢

水
防

護
対

象
設
備
に
含
ま
れ
る
。
 

  ①
 
溢

水
に

よ
る

損
傷

の
防

止
に

係
る

全
体

方
針
の
詳
細
を
記
載
。
 

                           ②
 
溢

水
防

護
対

象
設

備
の

抽
出

方
針

に
つ

い
て
記
載
。
 

         

本
表

は
、
第

１
１
条

（
溢

水
に
よ
る
損

傷
の

防
止

）
を
例

と
し
て
、
整

理
資

料
を
引

用
し
、
申

請
書

へ
の

展
開

例
を
示

し
た
も
の

で
あ
る
。

 
よ
っ
て
、
整
理
資
料
か
ら
は
申
請
書
と
し
て
必
要

と
思
わ
れ
る
箇
所
の

み
を
引
用
し
て
い
る
。

 
ま
た
、
表
中
の
①
等
の
番
号
は
本
文
か
ら
添
付
書
類
へ
の
展
開
箇
所

（
本

文
の

基
本
と
な
る
設

計
方

針
の

具
体

部
分

）
を
示

し
て
い
る
。
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添
付
６
（
2
／
9
）
 

再
処
理
事
業
変
更
許
可
申
請
書
 
本
文
か
ら
添
付
書
類
へ
の
展
開
の
比
較

 

※
整
理
資

料
か
ら
の
引
用
箇
所
 

 

適
合
方
針
（
本
文
）
 

［
※
整
理
資
料

1
.
2
Ａ
.
ロ
.
（
ｃ
）
］
 

適
合
方
針
（
添
付
書
類
）
 

［
※
整
理
資
料

1
.
2
Ａ
.
ロ
.
1
.
7
.
1
5
］
 

本
文
か
ら
添
付
書
類
へ
の
展
開
の
概
要
 

                 
 

溢
水
評
価
で
は
，
溢
水
源
と
し
て
発
生
要
因
別
に
分
類
し
た
以
下
の
溢
水
を
主
と
し
て
想

定
す
る
。
③

 
ま
た
，
溢
水
評
価
に
当
た
っ
て
は
，
溢
水
防
護
区
画
を
設
定
し
，
溢
水
評
価
が
保
守
的
に

な
る
よ
う
に
溢
水
経
路
を
設
定
す
る
。
⑤

 
・
溢
水
の
影
響
を
評
価
す
る
た
め
に
想
定
す
る
機
器
の
破
損
等
に
よ
り
生
じ
る
溢
水
③

,④
-1

 
・
再
処
理
施
設
内
で
生
じ
る
異
常
状
態
（
火
災
を
含
む
。
）
の
拡
大
防
止
の
た
め
に
設
置
さ

れ
る
系
統
か
ら
の
放
水
に
よ
る
溢
水
③

,④
-2

 
・
地
震
に
起
因
す
る
機
器
の
破
損
等
に
よ
り
生
じ
る
溢
水
（
燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
等
の
ス
ロ
ッ

シ
ン
グ
に
よ
り
発
生
す
る
溢
水
を
含
む
。
）
③

,④
-3

, 
                  

②
 な

お
，

抽
出

さ
れ

た
溢

水
防

護
対

象
設

備
の

う
ち

，
以

下
の

設
備

は
溢

水
影

響
を

受
け

て

も
，

必
要

と
さ

れ
る

安
全

機
能

を
損

な
わ

な
い

こ
と

か
ら

，
溢

水
に

よ
る

影
響

評
価

の
対

象
と

し
て
抽
出
し
な
い
。
 

(
1
)
 
臨
界
管
理
対
象
設
備
の
う
ち
溢
水
に
よ
り
臨
界
の
発
生
に
至
ら
な
い
も
の
 

 
没
水
を
想
定
し
て
も
臨
界
に
至
ら
な
い
と
評
価
さ
れ
た
臨
界
管
理
対
象
設
備
は
，
 

溢
水
影
響
を
受
け
る
こ
と
は
な
い
。
 

(
2
)
 
構

造
が

単
純

で
外

部
か

ら
動

力
の

供
給

を
必

要
と

し
な

い
静

的
な

安
全

機
 

能
を

有
す

る
以
下
の
構
築
物
，
系
統
及
び
機
器
 

・
燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
，
セ
ル
，
躯
体
等
の
構
築
物
 

・
容
器
，
熱
交
換
器
，
配
管
，
手
動
弁
等
の
静
的
設
備
 

(
3
)
 
没
水
に
対
す
る
耐
性
を
有
す
る
被
覆
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ブ
ル
 

(
4
)
 
水
中
設
置
の
機
器
 

(
5
)
 
動

的
機

能
が

喪
失

し
て

も
安

全
機

能
に

影
響

し
な

い
機

器
（

フ
ェ

イ
ル

セ
ー

フ
機

能
を

持
つ
設
備
を
含
む
）
 

 ③
 

1
.
7
.
1
5
.
3
 
考
慮
す
べ
き
溢
水
事
象
 

溢
水

源
及

び
溢

水
量

と
し

て
は

，
発

生
要

因
別

に
分

類
し

た
以

下
の

溢
水

を
想

定
し

て
評

価

す
る
こ
と
と
し
，
評
価
条
件
に
つ
い
て
は
溢
水
評
価
ガ
イ
ド
を
参
考
と
す
る
。
 

ａ
．

溢
水

の
影

響
を

評
価

す
る

た
め

に
想

定
す

る
機

器
の

破
損

等
に

よ
り

生
じ

る
溢

水
（

以

下
「
想
定
破
損
に
よ
る
溢
水
」
と
い
う
。
）
 

ｂ
．

再
処

理
施

設
内

で
生

じ
る

異
常

状
態

（
火

災
を

含
む

）
の

拡
大

防
止

の
た

め
に

設
置

さ

れ
る

設
備

か
ら

の
放

水
に

よ
る

溢
水

（
以

下
「

消
火

水
の

放
水

に
よ

る
溢

水
」

と
い

う
。
）
 

ｃ
．

地
震

に
起

因
す

る
機

器
の

破
損

等
に

よ
り

生
じ

る
溢

水
（

燃
料

貯
蔵

プ
ー

ル
・

ピ
ッ

ト

等
の

ス
ロ

ッ
シ

ン
グ

に
よ

り
発

生
す

る
溢

水
を

含
む

。
）

（
以

下
「

地
震

に
よ

る
溢

水
」

と
い
う
。
）
 

ｄ
．

そ
の

他
の

要
因

（
地

下
水

の
流

入
，

地
震

以
外

の
自

然
現

象
，

誤
操

作
等

）
に

よ
り

生

じ
る
溢
水
（
以
下
「
そ
の
他
の
溢
水
」
と
い
う
。
）
 

溢
水

源
と

な
り

得
る

機
器

は
，

流
体

を
内

包
す

る
配

管
及

び
容

器
と

し
，

設
計

図
書

（
施

工

図
面

等
）

及
び

必
要

に
応

じ
現

場
確

認
等

に
よ

り
抽

出
を

行
っ

た
う

え
，

耐
震

評
価

及
び

応
力

評
価
を
踏
ま
え
選
定
す
る
。
 

a
.
又

は
c
.
の

評
価

に
お

い
て

，
応

力
又

は
地

震
に

よ
り

破
損

を
想

定
す

る
機

器
を

そ
れ

ぞ
れ

の
評
価
で
の
溢
水
源
と
し
て
設
定
す
る
。
 

a
.
又

は
b
.
の

溢
水

源
の

想
定

に
当

た
っ

て
は

，
一

系
統

に
お

け
る

単
一

の
機

器
の

破
損

，
又

は
単

一
箇

所
で

の
異

常
状

態
の

発
生

と
し

，
他

の
系

統
及

び
機

器
は

健
全

な
も

の
と

仮
定

す

る
。

ま
た

，
一

系
統

に
て

多
重

性
又

は
多

様
性

を
有

す
る

機
器

が
あ

る
場

合
に

お
い

て
も

，
そ

の
う
ち
単
一
の
機
器
が
破
損
す
る
と
仮
定
す
る
。
 

   

 ②
 
溢

水
防

護
対

象
設

備
の

抽
出

方
針

に
つ

い
て
記
載
。
 

              ③
溢

水
源

及
び

溢
水

量
に

つ
い

て
、

発
生

要
因

別
に

分
類

し
た

溢
水

事
象

を
添

付
書

類
六

で
も

再
掲

す
る

と
と

も
に

、
各

溢
水

源
の

設
定

方
針

に
つ

い
て

記
載

。
ま

た
、

「
そ

の
他

の
要

因
に

よ
り

生
じ

る
溢

水
(
そ

の
他

の
溢

水
)
」

を
考

慮
す

る
こ

と
を

記

載
。
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添
付
６
（
3
／
9
）
 

再
処
理
事
業
変
更
許
可
申
請
書
 
本
文
か
ら
添
付
書
類
へ
の
展
開
の
比
較

 

※
整
理
資

料
か
ら
の
引
用
箇
所
 

 

適
合
方
針
（
本
文
）
 

［
※
整
理
資
料

1
.
2
Ａ
.
ロ
.
（
ｃ
）
］
 

適
合
方
針
（
添
付
書
類
）
 

［
※
整
理
資
料

1
.
2
Ａ
.
ロ
.
1
.
7
.
1
5
］
 

本
文
か
ら
添
付
書
類
へ
の
展
開
の
概
要
 

                                             

④
-
1
 

1
.
7
.
1
5
.
4
 
溢
水
源
及
び
溢
水
量
の
想
定
 

1
.
7
.
1
5
.
4
.
1
 
想
定
破
損
に
よ
る
溢
水
 

(
1
)
 
想
定
破
損
に
お
け
る
溢
水
源
の
設
定
 

想
定
破
損
に
よ
る
溢
水
は
，
内
部
溢
水
ガ
イ
ド
を
参
考
に
，
一
系
統
に
お
け
る
単
一
の
機

器
の
破
損
を
想
定
し
，
溢
水
源
と
な
り
得
る
機
器
は
流
体
を
内
包
す
る
配
管
と
し
，
配
管
の

破
損
箇
所
を
溢
水
源
と
し
て
設
定
す
る
。
 

ま
た
，
破
損
を
想
定
す
る
配
管
は
，
内
包
す
る
流
体
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
応
じ
て
，
以
下
に

定
義
す
る
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
配
管
又
は
低
エ
ネ
ル
ギ
ー
配
管
に
分
類
す
る
。
 

・
「
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
配
管
」
と
は
，
呼
び
径

2
5
A
（
1
B
）
を
超
え
る
配
管
で
あ
っ
て
，
プ

ラ
ン
ト
の
通
常
運
転
時
に
運
転
温
度
が

9
5
℃
を
超
え
る
か
又
は
運
転
圧
力
が

1
.
9
Ｍ
Ｐ

ａ
[
g
a
u
g
e
]
を
超
え
る
配
管
。
た
だ
し
，
被
水
及
び
蒸
気
の
影
響
に
つ
い
て
は
配
管
径

に
関
係
な
く
評
価
す
る
。
 

・
「
低
エ
ネ
ル
ギ
ー
配
管
」
と
は
，
呼
び
径

2
5
A
（
1
B
）
を
超
え
る
配
管
で
あ
っ
て
，
プ

ラ
ン
ト
の
通
常
運
転
時
に
運
転
温
度
が

9
5
℃
以
下
で
，
か
つ
運
転
圧
力
が

1
.
9
Ｍ
Ｐ
ａ

[
g
a
u
g
e
]
以
下
の
配
管
。
た
だ
し
，
被
水
の
影
響
に
つ
い
て
は
配
管
径
に
関
係
な
く
評

価
す
る
。
な
お
，
運
転
圧
力
が
静
水
頭
圧
の
配
管
は
除
く
。
 

配
管
の
破
損
形
状
の
想
定
に
当
た
っ
て
は
，
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
配
管
は
，
原
則
「
完
全
全
周

破
断
」
，
低
エ
ネ
ル
ギ
ー
配
管
は
，
原
則
「
配
管
内
径
の

1
／
2
の
長
さ
と
配
管
肉
厚
の

1

／
2
の
幅
を
有
す
る
貫
通
ク
ラ
ッ
ク
（
以
下
「
貫
通
ク
ラ
ッ
ク
」
と
い
う
。
）
」
を
想
定
す

る
。
 

た
だ
し
，
配
管
破
損
の
想
定
に
当
た
っ
て
，
詳
細
な
応
力
評
価
を
実
施
す
る
場
合
は
，
発

生
応
力
Ｓ
ｎ
と
許
容
応
力
Ｓ
ａ
の
比
に
よ
り
，
以
下
で
示
し
た
応
力
評
価
の
結
果
に
基
づ
く

破
損
形
状
を
想
定
す
る
。
 

ま
た
，
応
力
評
価
の
結
果
に
よ
り
破
損
形
状
の
想
定
を
行
う
場
合
は
，
評
価
結
果
に
影
響

す
る
よ
う
な
減
肉
が
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
に
継
続
的
な
肉
厚
管
理
を
実
施
す
る
。
 

 【
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
配
管
（
タ
ー
ミ
ナ
ル
エ
ン
ド
部
を
除
く
）
】
 

Ｓ
ｎ
≦
0
.
4
Ｓ
ａ
 
⇒
 
破
損
想
定
不
要
 

0
.
4
Ｓ
ａ
＜
Ｓ
ｎ
≦
0
.
8
Ｓ
ａ
 
⇒
 
貫
通
ク
ラ
ッ
ク
 

0
.
8
Ｓ
ａ
＜
Ｓ
ｎ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⇒
 
完
全
全
周
破
断
 

【
低
エ
ネ
ル
ギ
ー
配
管
】
 

Ｓ
ｎ
≦
0
.
4
Ｓ
ａ
 
⇒
 
破
損
想
定
不
要
 

0
.
4
Ｓ
ａ
＜
Ｓ
ｎ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⇒
 
貫
通
ク
ラ
ッ
ク
 

こ
こ
で
Ｓ
ｎ
及
び
Ｓ
ａ
 
の
記
号
は
，
日
本
機
械
学
会
「
発
電
用
原
子
力
設
備
規
格
 
設

計
・
建
設
規
格
（
J
S
M
E
 
S
 
N
C
1
-
2
0
0
5
/
2
0
0
7
）
」
又
は
日
本
機
械
学
会
「
発
電
用
原
子
力
設

備
規
格
 
設
計
・
建
設
規
格
」
（
J
S
M
E
 
S
 
N
C
1
-
2
0
1
2
）
に
よ
る
。
 

 

(
2
)
 
想
定
破
損
に
お
け
る
溢
水
量
の
設
定
 

想
定
す
る
破
損
箇
所
は
溢
水
防
護
対
象
設
備
へ
の
溢
水
影
響
が
最
も
大
き
く
な
る
位
置
と

し
，
溢
水
量
は
，
異
常
の
検
知
，
事
象
の
判
断
及
び
漏
え
い
箇
所
の
特
定
並
び
に
現
場
又
は

中
央
制
御
室
か
ら
の
隔
離
（
運
転
員
の
状
況
確
認
及
び
隔
離
操
作
含
む
。
）
に
よ
り
漏
え
い
 

 ④
-
1
 
「

溢
水

の
影

響
を

評
価

す
る

た
め

に

想
定

す
る

機
器

の
破

損
等

に
よ

り
生

じ
る

溢
水
」
の
設
定
方
針
の
詳
細
を
記
載
。
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添
付
６
（
4
／
9
）
 

再
処
理
事
業
変
更
許
可
申
請
書
 
本
文
か
ら
添
付
書
類
へ
の
展
開
の
比
較

 

※
整
理
資

料
か
ら
の
引
用
箇
所
 

 

適
合
方
針
（
本
文
）
 

［
※
整
理
資
料

1
.
2
Ａ
.
ロ
.
（
ｃ
）
］
 

適
合
方
針
（
添
付
書
類
）
 

［
※
整
理
資
料

1
.
2
Ａ
.
ロ
.
1
.
7
.
1
5
］
 

本
文
か
ら
添
付
書
類
へ
の
展
開
の
概
要
 

                                             

④
-
1
 停
止
す
る
ま
で
の
時
間
を
適
切
に
考
慮
し
，
想
定
す
る
破
損
箇
所
か
ら
の
流
出
量
と
隔
離
後

の
溢
水
量
と
し
て
隔
離
範
囲
内
の
系
統
の
保
有
水
量
を
合
算
し
て
設
定
す
る
。
 

な
お
，
手
動
に
よ
る
漏
え
い
停
止
の
手
順
は
，
保
安
規
定
又
は
そ
の
下
位
規
定
に
定
め

る
。
 

こ
こ
で
，
流
出
量
は
，
配
管
の
破
損
形
状
を
考
慮
し
た
流
出
流
量
に
破
損
箇
所
の
隔
離
ま

で
に
必
要
な
時
間
（
以
下
「
隔
離
時
間
」
と
い
う
。
）
を
乗
じ
て
設
定
す
る
。
 

④
-
2
 

1
.
7
.
1
5
.
4
.
2
 
消
火
水
の
放
水
に
よ
る
溢
水
 

(
1
)
 
消
火
水
の
放
水
に
よ
る
溢
水
源
の
想
定
 

（
省
略
）
 

(
2
)
 
消
火
水
の
放
水
に
よ
る
溢
水
量
の
設
定
 

（
省
略
）
 

④
-
3
 

1
.
7
.
1
5
.
4
.
3
 
地
震
起
因
に
よ
る
溢
水
 

(
1
)
 
再
処
理
施
設
内
に
設
置
さ
れ
た
機
器
の
破
損
に
よ
る
溢
水
 

①
 
地
震
起
因
に
よ
る
溢
水
源
の
想
定
 

（
省
略
）
 

②
 
地
震
起
因
に
よ
る
溢
水
量
の
設
定
 

（
省
略
）
 

(
2
)
 
燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
・
ピ
ッ
ト
等
の
ス
ロ
ッ
シ
ン
グ
に
よ
る
溢
水
 

①
 
燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
・
ピ
ッ
ト
等
の
ス
ロ
ッ
シ
ン
グ
に
よ
る
溢
水
源
の
想
定
 

（
省
略
）
 

②
 
燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
・
ピ
ッ
ト
等
の
ス
ロ
ッ
シ
ン
グ
に
よ
る
溢
水
量
の
設
定
 

（
省
略
）
 

 

③
 

1
.
7
.
1
5
.
4
.
4
 
そ
の
他
の
溢
水
 

そ
の

他
の

溢
水

に
つ

い
て

は
，

地
震

以
外

の
自

然
現

象
や

そ
の

波
及

的
影

響
に

伴
う

溢
水

，

溢
水
防
護
区
画
内
に
て
発
生
が
想
定
さ
れ
る
そ
の
他
の
漏
え
い
事
象
を
想
定
す
る
。
 

具
体

的
に

は
，

降
水

の
よ

う
な

再
処

理
施

設
へ

の
直

接
的

な
影

響
と

，
飛

来
物

等
に

よ
る

屋

外
タ

ン
ク

等
の

破
壊

の
よ

う
な

間
接

的
な

影
響

，
機

器
ド

レ
ン

，
機

器
損

傷
（

配
管

以
外

）
，

人
的
過
誤
及
び
誤
作
動
を
想
定
す
る
。
 

⑤
 

1
.
7
.
1
5
.
5
 
溢
水
防
護
区
画
及
び
溢
水
経
路
を
設
定
す
る
た
め
の
方
針
 

(
1
)
 
溢
水
防
護
区
画
の
設
定
 

溢
水

防
護

区
画

は
，

評
価

対
象

の
溢

水
防

護
対

象
設

備
が

設
置

さ
れ

て
い

る
全

て
の

区

画
並

び
に

中
央

制
御

室
，

使
用

済
燃

料
の

受
入

れ
施

設
及

び
貯

蔵
施

設
の

制
御

室
及

び
運

転
員

が
，

溢
水

が
発

生
し

た
区

画
を

特
定

す
る

，
又

は
必

要
に

よ
り

隔
離

を
実

施
す

る
た

め
に

ア
ク

セ
ス

す
る

通
路

部
（

以
下

「
ア

ク
セ

ス
通

路
部

」
と

い
う

。
）

に
つ

い
て

設
定

す
る

。
溢

水
防

護
区

画
は

，
壁

，
扉

及
び

シ
ャ

ッ
タ

ー
又

は
，

こ
れ

ら
の

組
み

合
わ

せ
で

区
画
さ
れ
て
い
る
部
屋
を
部
屋
番
号
単
位
で
設
定
す
る
。
 

 ④
-
1
 
「

溢
水

の
影

響
を

評
価

す
る

た
め

に

想
定

す
る

機
器

の
破

損
等

に
よ

り
生

じ
る

溢
水
」
の
設
定
方
針
の
詳
細
を
記
載
。
 

    ④
-
2
 
「

再
処

理
施

設
内

で
生

じ
る

異
常

状

態
（

火
災

を
含

む
）

の
拡

大
防

止
の

た
め

に
設

置
さ

れ
る

設
備

か
ら

の
放

水
に

よ
る

溢
水
」
の
設
定
方
針
の
詳
細
を
記
載
。
 

  ④
-
3
 
「

地
震

に
起

因
す

る
機

器
の

破
損

等

に
よ

り
生

じ
る

溢
水

（
燃

料
貯

蔵
プ

ー

ル
・

ピ
ッ

ト
等

の
ス

ロ
ッ

シ
ン

グ
に

よ
り

発
生

す
る

溢
水

を
含

む
。

）
」

の
設

定
方

針
の
詳
細
を
記
載
。
 

        ③
 
そ

の
他

の
要

因
に

よ
り

生
じ

る
溢

水

(
そ

の
他

の
溢

水
)
を

考
慮

す
る

こ
と

を
記

載
。
 

    ⑤
溢

水
防

護
区

画
及

び
溢

水
経

路
の

設
定

方
針
の
詳
細
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添
付
６
（
5
／
9
）
 

再
処
理
事
業
変
更
許
可
申
請
書
 
本
文
か
ら
添
付
書
類
へ
の
展
開
の
比
較

 

※
整
理
資

料
か
ら
の
引
用
箇
所
 

 

適
合
方
針
（
本
文
）
 

［
※
整
理
資
料

1
.
2
Ａ
.
ロ
.
（
ｃ
）
］
 

適
合
方
針
（
添
付
書
類
）
 

［
※
整
理
資
料

1
.
2
Ａ
.
ロ
.
1
.
7
.
1
5
］
 

本
文
か
ら
添
付
書
類
へ
の
展
開
の
概
要
 

                                 
溢
水
評
価
に
当
た
っ
て
は
，
溢
水
防
護
対
象
設
備
の
機
能
喪
失
高
さ
（
溢
水
の
影
響
を
受

け
て
，
溢
水
防
護
対
象
設
備
の
安
全
機
能
を
損
な
う
お
そ
れ
が
あ
る
高
さ
）
及
び
溢
水
防
護

区
画
を
構
成
す
る
壁
，
扉
及
び
シ
ャ
ッ
タ
ー
又
は
，
こ
れ
ら
の
組
み
合
わ
せ
の
設
置
状
況
を

踏
ま
え
，
評
価
条
件
を
設
定
す
る
。
⑥

-
1
～

⑥
-
8
 

溢
水
評
価
に
お
い
て
，
溢
水
影
響
を
軽
減
す
る
た
め
の
壁
，
堰
，
防
水
扉
等
の
溢
水
防
護

設
備
に
つ
い
て
は
，
必
要
に
よ
り
保
守
点
検
等
の
運
用
を
適
切
に
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
，

溢
水
防
護
対
象
設
備
が
安
全
機
能
を
損
な
わ
な
い
設
計
と
す
る
。
⑦

 
     

⑤
 

(
2
)
 
溢
水
経
路
の
設
定
 

溢
水

影
響

評
価

に
お

い
て

考
慮

す
る

溢
水

経
路

は
，

溢
水

防
護

区
画

と
そ

の
他

の
区

画

（
溢

水
防

護
対

象
設

備
が

存
在

し
な

い
区

画
又

は
通

路
）

と
の

間
に

お
け

る
伝

播
経

路
と

な
る

防
水

扉
（

又
は

水
密

扉
）

以
外

の
扉

，
壁

開
口

部
及

び
貫

通
部

，
天

井
開

口
部

及
び

貫
通

部
，

床
面

開
口

部
及

び
貫

通
部

，
床

ド
レ

ン
の

連
接

状
況

及
び

こ
れ

ら
に

対
す

る
流

入
防

止
対

策
の

有
無

を
踏

ま
え

，
溢

水
防

護
区

画
内

の
水

位
が

最
も

高
く

な
る

よ
う

保
守

的
に
設
定
す
る
。
 

具
体

的
に

は
，

溢
水

防
護

区
画

内
で

発
生

す
る

溢
水

に
対

し
て

は
，

原
則

，
床

ド
レ

ン
，

貫
通

部
，

扉
か

ら
他

区
画

へ
の

流
出

は
想

定
し

な
い

保
守

的
な

条
件

で
溢

水
経

路
を

設
定

し
，

溢
水

防
護

区
画

内
の

溢
水

水
位

を
算

出
す

る
。

な
お

，
区

画
境

界
の

扉
の

開
閉

状
態

及
び

壁
等

の
貫

通
部

，
開

口
部

の
経

路
状

態
を

考
慮

の
上

，
隣

接
区

画
も

含
め

た
区

画
面
積
を
用
い
，
溢
水
水
位
を
算
出
す
る
詳
細
評
価
を
行
え
る
も
の
と
す
る
。
 

溢
水

防
護

区
画

外
で

発
生

す
る

溢
水

に
対

し
て

は
，

床
ド

レ
ン

，
開

口
部

，
貫

通
部

，

扉
を

通
じ

た
溢

水
防

護
区

画
内

へ
の

流
入

が
最

も
多

く
な

る
よ

う
（

流
入

防
止

対
策

が
施

さ
れ

て
い

る
場

合
は

除
く

。
）

保
守

的
な

条
件

で
溢

水
経

路
を

設
定

し
，

溢
水

防
護

区
画

内
の
溢
水
水
位
を
算
出
す
る
。
 

な
お

，
上

層
階

か
ら

下
層

階
へ

の
伝

播
に

関
し

て
は

，
全

量
が

伝
播

す
る

も
の

と
す

る
。

溢
水

経
路

を
構

成
す

る
壁

，
扉

，
堰

，
床

段
差

等
は

，
基

準
地

震
動

に
よ

る
地

震
力

等
の

溢
水

の
要

因
と

な
る

事
象

に
伴

い
生

じ
る

荷
重

や
環

境
に

対
し

，
必

要
な

健
全

性
を

維
持

で
き

る
と

と
も

に
，

保
守

管
理

及
び

防
水

扉
等

の
閉

止
の

運
用

を
適

切
に

実
施

す
る

こ
と
に
よ
り
溢
水
の
伝
播
を
防
止
で
き
る
も
の
と
す
る
。
 

ま
た

，
貫

通
部

に
実

施
し

た
流

出
及

び
流

入
防

止
対

策
も

同
様

に
，

基
準

地
震

動
に

よ

る
地

震
力

等
の

溢
水

の
要

因
と

な
る

事
象

に
伴

い
生

じ
る

荷
重

や
環

境
に

対
し

，
必

要
な

健
全

性
を

維
持

で
き

る
と

と
も

に
，

保
守

管
理

を
適

切
に

実
施

す
る

こ
と

に
よ

り
溢

水
の

伝
播
を
防
止
で
き
る
も
の
と
す
る
。
⑦

 

な
お

，
火

災
に

よ
り

貫
通

部
の

止
水

機
能

が
損

な
わ

れ
る

場
合

に
は

，
当

該
貫

通
部

か

ら
の

消
火

水
の

流
入

を
考

慮
す

る
。

消
火

活
動

に
よ

り
区

画
の

扉
を

開
放

す
る

場
合

は
，

開
放
し
た
扉
か
ら
の
消
火
水
の
伝
播
を
考
慮
す
る
。
 

 

⑥
-
1
 

1
.
7
.
1
5
.
6
 
溢
水
防
護
対
象
設
備
を
防
護
す
る
た
め
の
設
計
方
針
 

想
定

破
損

に
よ

る
溢

水
，

消
火

水
の

放
水

に
よ

る
溢

水
，

地
震

起
因

に
よ

る
溢

水
及

び
そ

の

他
の

溢
水

に
対

し
て

，
溢

水
防

護
対

象
設

備
が

没
水

，
被

水
及

び
蒸

気
の

影
響

を
受

け
て

，
安

全
機

能
を

損
な

わ
な

い
設

計
と

す
る

と
と

も
に

，
燃

料
貯

蔵
プ

ー
ル

・
ピ

ッ
ト

等
の

ス
ロ

ッ
シ

ン
グ

に
よ

る
水

位
低

下
を

考
慮

し
て

も
，

燃
料

貯
蔵

プ
ー

ル
・

ピ
ッ

ト
等

の
冷

却
及

び
給

水
の

機
能
を
維
持
で
き
る
設
計
と
す
る
。
 

ま
た

，
溢

水
が

発
生

し
た

場
合

に
お

け
る

現
場

の
環

境
温

度
及

び
放

射
線

量
を

考
慮

す
る

と

と
も

に
，

ア
ク

セ
ス

通
路

部
の

滞
留

水
位

が
原

則
2
0
c
m
以

下
と

な
る

設
計

と
す

る
。

た
だ

し
，

通
行

に
支

障
が

な
い

こ
と

を
別

途
試

験
等

に
よ

り
評

価
で

き
る

場
合

に
は

，
こ

れ
を

考
慮

す

る
。
 

さ
ら
に
，
ア
ク
セ
ス
通
路
部
に
つ
い
て
は
，
適
切
に
保
守
管
理
を
行
う
も
の
と
す
る
。
 

 ⑤
溢

水
防

護
区

画
及

び
溢

水
経

路
の

設
定

方
針
の
詳
細
を
記
載
。
 

                   ⑦
 
溢

水
防

護
設

備
の

保
守

点
検

等
の

運
用

に
つ
い
て
記
載
。
 

       ⑥
-
1
 
溢

水
防

護
対

象
設

備
を

防
護

す
る

た

め
の

設
計

に
係

る
全

体
方

針
と

し
て

、
評

価
に

お
い

て
考

慮
す

る
溢

水
事

象
(
没

水
、

被
水

及
び

蒸
気

の
影

響
)
、

ス
ロ

ッ
シ

ン
グ

に
係

る
機

能
維

持
及

び
共

通
事

項
に

つ
い

て
記
載
。
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※
整
理
資

料
か
ら
の
引
用
箇
所
 

 

適
合
方
針
（
本
文
）
 

［
※
整
理
資
料

1
.
2
Ａ
.
ロ
.
（
ｃ
）
］
 

適
合
方
針
（
添
付
書
類
）
 

［
※
整
理
資
料

1
.
2
Ａ
.
ロ
.
1
.
7
.
1
5
］
 

本
文
か
ら
添
付
書
類
へ
の
展
開
の
概
要
 

                                             

⑥
-
1
 

な
お

，
必

要
と

な
る

操
作

を
中

央
制

御
室

で
行

う
場

合
は

，
操

作
を

行
う

運
転

員
は

中
央

制

御
室

，
使

用
済

燃
料

の
受

入
れ

施
設

及
び

貯
蔵

施
設

の
制

御
室

に
常

駐
し

て
い

る
こ

と
か

ら
ア

ク
セ
ス
性
を
失
わ
ず
に
対
応
で
き
る
。
 

 

⑥
-
2
 

1
.
7
.
1
5
.
6
.
1
 
没
水
の
影
響
に
対
す
る
設
計
方
針
 

(
1
)
 
没
水
の
影
響
に
対
す
る
評
価
方
針
 

「
1
.
7
.
1
5
.
3
 
考

慮
す

べ
き

溢
水

事
象

」
に

て
想

定
し

た
溢

水
源

か
ら

発
生

す
る

溢
水

量
と

「
1
.
7
.
1
5
.
5
 
溢

水
防

護
区

画
及

び
溢

水
経

路
を

設
定

す
る

た
め

の
方

針
」

に
て

設

定
し

た
溢

水
防

護
区

画
及

び
溢

水
経

路
か

ら
算

出
し

た
溢

水
水

位
に

対
し

，
溢

水
防

護
対

象
設
備
が
安
全
機
能
を
損
な
う
お
そ
れ
が
な
い
こ
と
を
評
価
す
る
。
 

具
体

的
に

は
，

以
下

に
示

す
要

求
の

い
ず

れ
か

を
満

足
し

て
い

れ
ば

溢
水

防
護

対
象

設

備
が
安
全
機
能
を
損
な
う
お
そ
れ
は
な
い
。
 

ａ
．

発
生

し
た

溢
水

に
よ

る
水

位
が

，
溢

水
の

影
響

を
受

け
て

溢
水

防
護

対
象

設
備

の

安
全

機
能

を
損

な
う

お
そ

れ
が

あ
る

高
さ

（
以

下
「

機
能

喪
失

高
さ

」
と

い
う

。
）

を
上

回
ら

な
い

こ
と

。
そ

の
際

，
溢

水
の

流
入

状
態

，
溢

水
源

か
ら

の
距

離
，

溢
水

が
滞

留
し

て
い

る
区

画
で

の
人

の
ア

ク
セ

ス
等

に
よ

る
一

時
的

な
水

位
変

動
（

以
下

「
ゆ

ら
ぎ

」
と

い
う

。
）

を
考

慮
し

，
発

生
し

た
溢

水
に

対
し

て
裕

度
を

確
保

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

ま
た

，
溢

水
防

護
区

画
へ

の
設

備
の

追
加

，
変

更
及

び
資

機
材

の
持

込
み

に
よ

る
床

面
積

へ
の

影
響

を
考

慮
す

る
こ

と
。

系
統

保
有

水
量

の
算

定
に

あ
た

っ
て
は
，
算
出
量
に

1
0
％
の
裕
度
を
確
保
す
る
。
 
 

た
だ
し
，
蒸
気
影
響
評
価
で
は
，
こ
の
限
り
で
は
な
い
。
 

機
能

喪
失

高
さ

に
つ

い
て

は
，

溢
水

防
護

対
象

設
備

の
各

付
属

品
の

設
置

状
況

も

踏
ま

え
，

没
水

に
よ

っ
て

安
全

機
能

を
損

な
う

お
そ

れ
の

あ
る

高
さ

を
設

定
す

る
。

溢
水

防
護

区
画

毎
に

当
該

エ
リ

ア
で

機
能

喪
失

高
さ

が
最

も
低

い
設

備
を

選
定

し
，

機
能

喪
失

高
さ

と
溢

水
水

位
を

比
較

す
る

こ
と

に
よ

り
当

該
エ

リ
ア

の
影

響
評

価
を

実
施
す
る
。
 

ｂ
．

多
重

性
又

は
多

様
性

を
有

し
て

い
る

溢
水

防
護

対
象

設
備

が
同

時
に

機
能

喪
失

し

な
い
こ
と
。
 

そ
の

際
，

溢
水

を
起

因
と

す
る

運
転

時
の

異
常

な
過

渡
変

化
及

び
設

計
基

準
事

故

に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
機
器
の
単
一
故
障
を
考
慮
す
る
こ
と
。
 

溢
水

防
護

対
象

設
備

の
機

能
喪

失
高

さ
の

考
え

方
の

例
を

第
1
.
7
.
1
5
.
6
.
1
-
1
 
表

に
示
す
。
 

 

(
2
)
 
没
水
の
影
響
に
対
す
る
防
護
設
計
方
針
 

溢
水

防
護

対
象

設
備

が
没

水
に

よ
り

安
全

機
能

を
損

な
う

お
そ

れ
が

あ
る

と
評

価
さ

れ

た
場

合
に

は
，

以
下

に
示

す
対

策
を

行
う

こ
と

に
よ

り
，

安
全

機
能

を
損

な
わ

な
い

設
計

と
す
る
。
 

①
 
溢
水
源
又
は
溢
水
経
路
に
対
す
る
対
策
 

ａ
．

想
定

破
損

に
よ

る
溢

水
に

対
し

て
は

，
漏

え
い

検
知

器
を

設
置

す
る

こ
と

に
よ

り
，
溢
水
の
発
生
を
可
能
な
限
り
早
期
に
検
知
し
，
隔
離
を
行
う
こ
と
で
発
生
す
る
 

 ⑥
-
1
 
溢

水
防

護
対

象
設

備
を

防
護

す
る

た

め
の

設
計

に
係

る
全

体
方

針
と

し
て

、
評

価
に

お
い

て
考

慮
す

る
溢

水
事

象
(
没

水
、

被
水

及
び

蒸
気

の
影

響
)
、

ス
ロ

ッ
シ

ン
グ

に
係

る
機

能
維

持
及

び
共

通
事

項
に

つ
い

て
記
載
。
 

 ⑥
-
2
 
没

水
の

影
響

に
対

す
る

設
計

方
針

と

し
て

、
影

響
評

価
方

針
及

び
防

護
設

計
方

針
を
記
載
。
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付
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※
整
理
資

料
か
ら
の
引
用
箇
所
 

 

適
合
方
針
（
本
文
）
 

［
※
整
理
資
料

1
.
2
Ａ
.
ロ
.
（
ｃ
）
］
 

適
合
方
針
（
添
付
書
類
）
 

［
※
整
理
資
料

1
.
2
Ａ
.
ロ
.
1
.
7
.
1
5
］
 

本
文
か
ら
添
付
書
類
へ
の
展
開
の
概
要
 

                                             

⑥
-
2
 

溢
水

量
を

低
減

す
る

設
計

と
す

る
。

溢
水

量
低

減
対

策
と

し
て

設
置

す
る

漏
え

い
検

知
器

は
，

想
定

破
損

に
伴

う
溢

水
源

か
ら

の
被

水
や

没
水

に
よ

り
当

該
機

能
が

損
な

わ
れ
な
い
設
計
と
す
る
。
 

地
震

起
因

に
よ

る
溢

水
に

対
し

て
は

，
地

震
を

検
知

し
，

自
動

的
に

閉
止

す
る

緊

急
遮

断
弁

に
よ

り
，

他
建

屋
か

ら
の

溢
水

量
を

低
減

す
る

設
計

と
す

る
。

溢
水

量
低

減
対

策
と

し
て

設
置

す
る

緊
急

遮
断

弁
は

，
万

が
一

，
電

源
や

空
気

の
供

給
が

遮
断

さ
れ

た
場

合
，

安
全

側
に

閉
止

す
る

フ
ェ

イ
ル

ク
ロ

ー
ズ

方
式

を
有

す
る

設
計

と
す

る
と

と
も

に
，

地
震

や
火

災
，

溢
水

に
よ

り
生

じ
る

荷
重

や
そ

の
他

環
境

条
件

に
対

し
て
当
該
機
能
が
損
な
わ
れ
な
い
設
計
と
す
る
。
 

ｂ
．

溢
水

防
護

区
画

外
の

溢
水

に
対

し
て

，
止

水
性

の
あ

る
壁

（
以

下
「

壁
」

と
い

う
）

，
防

水
扉

（
又

は
水

密
扉

）
，

堰
，

床
ド

レ
ン

逆
止

弁
に

よ
る

流
入

防
止

対
策

を
図

り
溢

水
の

流
入

を
防

止
す

る
設

計
と

す
る

。
な

お
，

防
水

扉
及

び
堰

の
設

計
高

さ
に
つ
い
て
は
，
評
価
し
た
溢
水
高
さ
を
上
回
る
設
計
と
す
る
。
 

流
入

防
止

対
策

と
し

て
設

置
す

る
壁

，
防

水
扉

（
又

は
水

密
扉

）
，

堰
，

床
ド

レ

ン
逆

止
弁

は
，

溢
水

に
よ

り
発

生
す

る
水

位
や

水
圧

に
対

し
て

流
入

防
止

機
能

が
維

持
で

き
る

設
計

と
す

る
と

と
も

に
，

可
能

な
限

り
溢

水
の

要
因

と
な

る
地

震
や

火
災

等
に

よ
り

生
じ

る
荷

重
や

そ
の

他
環

境
条

件
に

対
し

て
当

該
機

能
が

損
な

わ
れ

な
い

設
計
と
す
る
。
 

ｃ
．

想
定

破
損

に
よ

る
溢

水
に

対
し

て
は

，
内

部
溢

水
ガ

イ
ド

を
参

考
に

，
破

損
を

想

定
す

る
配

管
に

つ
い

て
応

力
評

価
を

実
施

し
，

破
損

形
状

を
貫

通
ク

ラ
ッ

ク
と

で
き

る
か

，
又

は
破

損
想

定
が

不
要

と
で

き
る

か
を

確
認

す
る

。
そ

の
結

果
よ

り
必

要
に

応
じ

，
補

強
工

事
等

の
実

施
に

よ
り

発
生

応
力

を
低

減
し

，
溢

水
源

か
ら

除
外

す
る

こ
と
に
よ
り
溢
水
量
を
低
減
す
る
。
 

ｄ
．

地
震

起
因

に
よ

る
溢

水
に

対
し

て
は

，
溢

水
源

と
し

て
想

定
す

る
機

器
に

つ
い

て

耐
震

対
策

工
事

を
実

施
す

る
こ

と
に

よ
り

基
準

地
震

動
に

よ
る

地
震

力
に

対
し

て
耐

震
性

を
確

保
す

る
設

計
と

し
，

溢
水

源
か

ら
除

外
す

る
こ

と
に

よ
り

溢
水

量
を

低
減

す
る
。
 

②
 
溢
水
防
護
対
象
設
備
に
対
す
る
対
策
 

ａ
．

溢
水

防
護

対
象

設
備

の
設

置
高

さ
を

嵩
上

げ
し

，
評

価
の

各
段

階
に

お
け

る
保

守

性
と

あ
わ

せ
て

考
慮

し
た

上
で

，
溢

水
防

護
対

象
設

備
の

機
能

喪
失

高
さ

が
，

発
生

し
た
溢
水
に
よ
る
水
位
を
十
分
な
裕
度
を
持
っ
て
上
回
る
設
計
と
す
る
。
 

ｂ
．

溢
水

防
護

対
象

設
備

周
囲

に
堰

を
設

置
し

，
溢

水
防

護
対

象
設

備
が

没
水

し
な

い

設
計

と
す

る
。

設
置

す
る

堰
に

つ
い

て
は

，
溢

水
に

よ
り

発
生

す
る

水
位

や
水

圧
に

対
し

て
流

入
防

止
機

能
が

維
持

で
き

る
設

計
と

す
る

と
と

も
に

，
溢

水
の

要
因

と
な

る
地

震
や

火
災

等
に

よ
り

生
じ

る
荷

重
や

そ
の

他
環

境
条

件
に

対
し

て
当

該
機

能
が

損
な
わ
れ
な
い
設
計
と
す
る
。
 

     

 ⑥
-
2
 
没

水
の

影
響

に
対

す
る

設
計

方
針

と

し
て

、
影

響
評

価
方

針
及

び
防

護
設

計
方

針
を
記
載
。
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適
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［
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1
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ロ
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（
ｃ
）
］
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付
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］
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付
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概
要
 

                                             

⑥
-
3
 

1
.
7
.
1
5
.
6
.
2
 
被
水
の
影
響
に
対
す
る
設
計
方
針
 

(
1
)
 
被
水
の
影
響
に
対
す
る
評
価
方
針
 

（
省
略
）
 

(
2
)
 
被
水
の
影
響
に
対
す
る
防
護
設
計
方
針
 

（
省
略
）
 

 ⑥
-
4
 

1
.
7
.
1
5
.
6
.
3
 
蒸
気
放
出
の
影
響
に
対
す
る
設
計
方
針
 

(
1
)
 
蒸
気
放
出
の
影
響
に
対
す
る
評
価
方
針
 

（
省
略
）
 

(
2
)
 
蒸
気
の
影
響
に
対
す
る
防
護
設
計
方
針
 

（
省
略
）
 

 
 

⑥
-
5
 

1
.
7
.
1
5
.
6
.
4
 
そ
の
他
の
溢
水
に
対
す
る
設
計
方
針
 

地
下

水
の

流
入

，
屋

外
タ

ン
ク

の
竜

巻
に

よ
る

飛
来

物
の

衝
突

に
よ

る
破

損
に

よ
る

漏
え

い

等
の

地
震

以
外

の
自

然
現

象
に

伴
う

溢
水

が
，

溢
水

防
護

区
画

に
流

入
す

る
お

そ
れ

が
あ

る
場

合
に

は
，

壁
，

水
密

扉
，

堰
に

よ
り

溢
水

防
護

建
屋

内
へ

の
流

入
を

防
止

す
る

設
計

と
し

，
溢

水
防
護
対
象
設
備
が
安
全
機
能
を
損
な
わ
な
い
設
計
と
す
る
。
 

機
器

の
誤

操
作

及
び

誤
作

動
に

よ
る

漏
え

い
，

及
び

配
管

フ
ラ

ン
ジ

や
弁

グ
ラ

ン
ド

か
ら

の

に
じ

み
に

つ
い

て
は

，
基

本
的

に
漏

え
い

量
が

少
な

い
と

想
定

さ
れ

る
が

，
こ

れ
ら

に
対

し
て

も
溢
水
防
護
対
象
設
備
が
安
全
機
能
を
損
な
わ
な
い
設
計
と
す
る
。
 

な
お

，
機

器
の

誤
作

動
に

よ
る

溢
水

に
つ

い
て

は
，

再
処

理
施

設
の

溢
水

防
護

建
屋

内
に

お

い
て

，
発

電
炉

に
設

置
さ

れ
て

い
る

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

の
よ

う
に

自
動

作
動

に
よ

り
系

外
に

水
を

放
出

す
る

設
備

が
な

い
こ

と
，

ま
た

，
燃

料
貯

蔵
プ

ー
ル

・
ピ

ッ
ト

等
の

補
給

水
設

備
の

水
位

計
３

台
の

う
ち

１
台

が
何

ら
か

の
原

因
で

誤
動

作
し

，
補

給
水

が
燃

料
貯

蔵
プ

ー
ル

・
ピ

ッ
ト

等
に

注
入

さ
れ

た
場

合
を

想
定

し
て

も
，

健
全

な
水

位
計

２
台

が
，

プ
ー

ル
水

液
位

が
通

常
水

位
＋

５
０

ｍ
ｍ

の
時

点
で

警
報

を
発

報
す

る
こ

と
か

ら
，

運
転

員
が

注
水

を
停

止
さ

せ
る

こ
と

が
出

来
る

。
な

お
，

補
給

水
貯

槽
の

保
有

水
量

が
全

て
注

水
さ

れ
た

と
し

て
も

，
燃

料
貯

蔵
プ

ー
ル

・
ピ

ッ
ト

等
か

ら
溢

れ
る

こ
と

は
な

い
こ

と
か

ら
，

誤
作

動
に

よ
る

溢
水

に
つ

い
て

は
想
定
し
な
い
。
 

 ⑥
-
6
 

1
.
7
.
1
5
.
6
.
5
 

燃
料

貯
蔵

プ
ー

ル
・

ピ
ッ

ト
等

の
ス

ロ
ッ

シ
ン

グ
後

の
機

能
維

持
に

関
す

る
設

計
方
針
 

基
準

地
震

動
に

よ
る

地
震

力
に

よ
っ

て
生

じ
る

ス
ロ

ッ
シ

ン
グ

に
よ

り
，

燃
料

貯
蔵

プ
ー

ル
・

ピ
ッ

ト
等

の
外

へ
漏

え
い

す
る

水
の

量
を

三
次

元
流

動
解

析
に

よ
り

算
出

す
る

。
そ

の

際
，

燃
料

貯
蔵

プ
ー

ル
・

ピ
ッ

ト
の

周
囲

に
止

水
板

又
は

堰
，

及
び

蓋
を

設
置

す
る

こ
と

に
よ

り
ス
ロ
ッ
シ
ン
グ
水
量
を
低
減
す
る
設
計
と
す
る
。
 

止
水

板
又

は
堰

，
及

び
蓋

は
，

地
震

や
火

災
荷

重
や

環
境

条
件

に
対

し
て

，
当

該
性

能
が

損

な
わ
れ
な
い
設
計
と
す
る
。
 

 ⑥
-
3
 
被

水
の

影
響

に
対

す
る

設
計

方
針

と

し
て

、
影

響
評

価
方

針
及

び
防

護
設

計
方

針
を
記
載
。
 

    ⑥
-
4
 
蒸

気
放

出
の

影
響

に
対

す
る

設
計

方

針
と

し
て

、
影

響
評

価
方

針
及

び
防

護
設

計
方
針
を
記
載
。
 

    ⑥
-
5
 
そ

の
他

の
溢

水
に

関
し

て
、

溢
水

防

護
対

象
設

備
が

安
全

機
能

を
損

な
わ

な
い

設
計
と
す
る
こ
と
を
記
載
。
 

                ⑥
-
6
 
ス

ロ
ッ

シ
ン

グ
が

生
じ

た
場

合
で

も

燃
料

貯
蔵

プ
ー

ル
・

ピ
ッ

ト
等

の
冷

却
機

能
及

び
給

水
機

能
が

確
保

さ
れ

、
水

温
及

び
水

位
が

維
持

で
き

る
設

計
と

す
る

こ
と

を
記
載
。
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添
付
６
（
9
／
9
）
 

再
処
理
事
業
変
更
許
可
申
請
書
 
本
文
か
ら
添
付
書
類
へ
の
展
開
の
比
較

 

※
整
理
資

料
か
ら
の
引
用
箇
所
 

 

適
合
方
針
（
本
文
）
 

［
※
整
理
資
料

1
.
2
Ａ
.
ロ
.
（
ｃ
）
］
 

適
合
方
針
（
添
付
書
類
）
 

［
※
整
理
資
料

1
.
2
Ａ
.
ロ
.
1
.
7
.
1
5
］
 

本
文
か
ら
添
付
書
類
へ
の
展
開
の
概
要
 

                                          ま
た
，
溢
水
防
護
建
屋
内
で
発
生
を
想
定
す
る
溢
水
が
建
屋
外
及
び
他
事
業
区
分
の
施
設

へ
流
出
し
な
い
設
計
と
す
る
。
⑧

 
 

⑥
-
6
 

算
出

し
た

溢
水

量
か

ら
ス

ロ
ッ

シ
ン

グ
後

の
燃

料
貯

蔵
プ

ー
ル

・
ピ

ッ
ト

等
の

水
位

低
下

を

考
慮

し
て

も
，

燃
料

貯
蔵

プ
ー

ル
・

ピ
ッ

ト
等

の
冷

却
機

能
及

び
燃

料
貯

蔵
プ

ー
ル

・
ピ

ッ
ト

等
へ

の
給

水
機

能
が

確
保

さ
れ

る
こ

と
を

確
認

し
，

そ
れ

ら
を

用
い

る
こ

と
に

よ
り

適
切

な
水

温
（
水
温
6
5
℃
以
下
）
及
び
遮
へ
い
に
必
要
な
水
位
を
維
持
で
き
る
設
計
と
す
る
。
 

 ⑥
-
7
 

1
.
 7
.
1
5
.
6
.
6
 
溢
水
防
護
区
画
を
内
包
す
る
建
屋
外
か
ら
の
流
入
防
止
に
関
す
る
設
計
方
針
 

溢
水

防
護

区
画

を
内

包
す

る
溢

水
防

護
建

屋
外

で
発

生
を

想
定

す
る

溢
水

が
，

溢
水

防
護

区

画
に

流
入

す
る

お
そ

れ
が

あ
る

場
合

に
は

，
壁

，
扉

，
堰

等
に

よ
り

溢
水

防
護

区
画

を
内

包
す

る
溢

水
防

護
建

屋
内

へ
の

流
入

を
防

止
す

る
設

計
と

し
，

溢
水

防
護

対
象

設
備

が
安

全
機

能
を

損
な
わ
な
い
設
計
と
す
る
。
 

ま
た

、
地

下
水

の
溢

水
防

護
区

画
へ

の
浸

水
経

路
と

し
て

は
，

建
屋

外
壁

地
下

部
に

お
け

る

配
管

等
の

貫
通

部
の

隙
間

及
び

建
屋

間
の

接
合

部
等

が
考

え
ら

れ
る

た
め

，
こ

れ
ら

浸
水

経
路

に
対

し
て

は
，

貫
通

部
等

の
隙

間
に

は
地

下
水

面
か

ら
の

水
頭

圧
に

耐
え

る
流

入
防

止
措

置
を

実
施

す
る

こ
と

に
よ

り
，

地
下

水
が

溢
水

防
護

区
画

内
へ

の
流

入
を

防
止

す
る

設
計

と
し

，
溢

水
防
護
対
象
設
備
が
安
全
機
能
を
損
な
わ
な
い
設
計
と
す
る
。
 

 ⑥
-
8
 

1
.
7
.
1
5
.
6
.
7
 
溢
水
影
響
評
価
 

再
処

理
施

設
に

お
い

て
は

、
安

全
上

重
要

な
施

設
が

想
定

す
る

溢
水

に
対

し
，

安
全

機
能

を

失
わ

な
い

こ
と

（
信

頼
性

要
求

に
基

づ
き

独
立

性
が

確
保

さ
れ

，
多

重
性

又
は

多
様

性
を

有
す

る
系
統
が
同
時
に
そ
の
機
能
を
失
わ
な
い
こ
と
）
を
評
価
す
る
。
 

ま
た

、
内

部
溢

水
に

よ
り

再
処

理
施

設
に

外
乱

が
及

ぶ
こ

と
を

想
定

し
た

安
全

解
析

（
運

転

時
の
異
常
な
過
渡
変
化
及
び
設
計
基
準
事
故
に
係
る
評
価
）
へ
の
影
響
の
確
認
を
行
う
。
 

 ⑦
 

1
.
7
.
1
5
.
6
.
8
 
手
順
等
 

溢
水
影
響
評
価
に
関
し
て
，
以
下
の
内
容
を
含
む
手
順
を
定
め
，
適
切
な
管
理
を
行
う
。
 

(
1
)
 
配

管
の

想
定

破
損

評
価

に
お

い
て

，
応

力
評

価
の

結
果

に
よ

り
破

損
形

状
の

想
定

を
行

う
場

合
は

，
評

価
結

果
に

影
響

す
る

よ
う

な
減

肉
が

な
い

こ
と

を
継

続
的

な
肉

厚
管

理
で

確
認
す
る
。
 

(
2
)
 
溢

水
防

護
区

画
に

お
い

て
，

各
種

対
策

設
備

の
追

加
，

資
機

材
の

持
込

み
等

に
よ

り
評

価
条

件
と

し
て

い
る

床
面

積
に

見
直

し
が

あ
る

場
合

は
，

予
め

定
め

た
手

順
に

よ
り

溢
水

影
響
評
価
へ
の
影
響
確
認
を
行
う
。
 

(
3
)
 
防

水
扉

及
び

水
密

扉
に

つ
い

て
は

，
開

放
後

の
確

実
な

閉
止

操
作

，
閉

止
状

態
の

確
認

及
び
閉
止
さ
れ
て
い
な
い
状
態
が
確
認
さ
れ
た
場
合
の
閉
止
操
作
の
手
順
等
を
定
め
る
。
 

(
4
)
 
溢

水
防

護
対

象
設

備
に

対
す

る
消

火
水

の
影

響
を

最
小

限
に

止
め

る
た

め
，

消
火

活
動

に
お
け
る
運
用
及
び
留
意
事
項
を
消
火
要
員
に
教
育
す
る
。
 

 

 ⑥
-
6
 
ス

ロ
ッ

シ
ン

グ
が

生
じ

た
場

合
で

も

燃
料

貯
蔵

プ
ー

ル
・

ピ
ッ

ト
等

の
冷

却
機

能
及

び
給

水
機

能
が

確
保

さ
れ

、
水

温
及

び
水

位
を

維
持

で
き

る
設

計
と

す
る

こ
と

を
記
載
。
 

 ⑥
-
7
 
建

屋
外

か
ら

の
溢

水
流

入
に

関
し

て
、

溢
水

防
護

対
象

設
備

が
安

全
機

能
を

損
な
わ
な
い
設
計
と
す
る
こ
と
を
記
載
。
 

         ⑥
-
8
 
溢

水
影

響
評

価
に

係
る

共
通

事
項

を

記
載
 

        ⑦
 
溢

水
防

護
設

備
の

保
守

点
検

等
の

運
用

に
つ
い
て
記
載
。
。
 

        ⑧
 
本

文
記

載
以

上
の

記
載

は
不

要
と

判
断

し
た

こ
と

か
ら

、
添

付
書

類
に

は
展

開
し

て
い
な
い
。
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添
付

書
類

六
 「

再
処

理
施

設
の

安
全

設
計

に
関

す
る

説
明

書
」

既
許

可
－

 見
直

し
案

　
章

項
目

比
較

表

添
付

７
(1

/
3
)

S
A

条
文

の
取

り
込

み
に

お
け

る
記

載
方

針
（
整

理
資

料
の

更
新

に
合

わ
せ

て
適

宜
見

直
す

）
対

応
条

文

1
.

安
全

設
計

1
.

安
全

設
計

－
1
.

安
全

設
計

1
.1

安
全

設
計

の
基

本
方

針
1
.1

安
全

設
計

の
基

本
方

針
－

1
.1

.1
安

全
設

計
の

基
本

方
針

1
.2

核
燃

料
物

質
の

臨
界

防
止

に
関

す
る

設
計

1
.2

核
燃

料
物

質
の

臨
界

防
止

に
関

す
る

設
計

2
－

（
対

応
な

し
）

1
.3

放
射

線
の

し
ゃ

へ
い

に
関

す
る

設
計

1
.3

放
射

線
の

遮
蔽

に
関

す
る

設
計

3
－

（
対

応
な

し
）

1
.4

使
用

済
燃

料
等

の
閉

じ
込

め
に

関
す

る
設

計
1
.4

使
用

済
燃

料
等

の
閉

じ
込

め
に

関
す

る
設

計
4

－
（
対

応
な

し
）

1
.5

火
災

及
び

爆
発

の
防

止
に

関
す

る
設

計
火

災
及

び
爆

発
の

防
止

に
関

す
る

設
計

5
,2

9
1
.5

火
災

防
護

に
関

す
る

基
本

方
針

－
（
記

載
な

し
）

1
.5

.1
安

全
機

能
を

有
す

る
施

設
に

対
す

る
火

災
及

び
爆

発
の

防
止

に
関

す
る

設
計

5
1
.5

.1
設

計
基

準
対

象
施

設
の

火
災

防
護

に
関

す
る

基
本

方
針

－
（
記

載
な

し
）

1
.5

.2
重

大
事

故
等

対
処

施
設

に
対

す
る

火
災

の
防

止
に

関
す

る
設

計
2
9

1
.5

.2
重

大
事

故
等

対
処

施
設

の
火

災
防

護
に

関
す

る
基

本
方

針
耐

震
設

計
耐

震
設

計
7

1
.3

耐
震

設
計

1
.6

.1
耐

震
設

計
の

基
本

方
針

安
全

機
能

を
有

す
る

施
設

の
耐

震
設

計
安

全
機

能
を

有
す

る
施

設
の

耐
震

設
計

の
基

本
方

針
7

1
.3

.1
1
.3

.1
.1

設
計

基
準

対
象

施
設

の
耐

震
設

計
設

計
基

準
対

象
施

設
の

耐
震

設
計

の
基

本
方

針
1
.6

.2
耐

震
設

計
上

の
重

要
度

分
類

1
.6

.1
.2

耐
震
設
計
上
の
重
要
度
分
類

7
1
.3

.1
.2

耐
震

重
要

度
分

類
1
.6

.3
地

震
力

の
算

定
法

1
.6

.1
.3

地
震
力
の
算
定
法

7
1
.3

.1
.3

地
震

力
の

算
定

方
法

1
.6

.4
荷

重
の

組
合

せ
と

許
容

限
界

1
.6

.1
.4

荷
重
の
組
合
せ
と
許
容
限
界

7
1
.3

.1
.4

荷
重

の
組

合
せ

と
許

容
限

界
－

（
記

載
な

し
）

1
.6

.1
.5

設
計
に
お
け
る
留
意
事
項

7
1
.3

.1
.5

設
計

に
お

け
る

留
意

事
項

－
（
記

載
な

し
）

　
1
.6

.2
重

大
事

故
等

対
処

施
設

の
耐

震
設

計
3
1

1
.3

.2
重

大
事

故
等

対
処

施
設

の
耐

震
設

計
1
.6

.5
主

要
施

設
の

耐
震

構
造

　
1
.6

.3
主

要
施

設
の

耐
震

構
造

7
,3

1
1
.3

.3
主

要
施

設
の

耐
震

構
造

1
.7

そ
の

他
の

設
計

方
針

1
.7

そ
の

他
の

設
計

方
針

－
－

（
対

応
な

し
）

1
.7

.1
崩

壊
熱

除
去

に
関

す
る

設
計

1
.7

.1
崩

壊
熱

除
去

に
関

す
る

設
計

－
－

（
対

応
な

し
）

1
.7

.2
品

質
保

証
1
.7

.2
品

質
保

証
－

1
.8

品
質

保
証

の
基

本
方

針

1
.7

.3
航

空
機

に
対

す
る

防
護

設
計

1
.7

.3
航

空
機

に
対

す
る

防
護

設
計

9
（
航

空
機

防
護

)
－

（
対

応
な

し
）

1
.7

.4
使

用
済

燃
料

の
受

入
れ

及
び

貯
蔵

に
係

る
施

設
の

使
用

に
対

す
る

考
慮

1
.7

.4
使

用
済

燃
料

の
受

入
れ

及
び

貯
蔵

に
係

る
施

設
の

使
用

に
対

す
る

考
慮

1
7

－
（
対

応
な

し
）

1
.7

.5
  

 
セ

ル
及

び
グ

ロ
ー

ブ
　

ボ
ッ

ク
ス

に
関

す
る

設
計

1
.7

.5
セ

ル
及

び
グ

ロ
ー

ブ
 ボ

ッ
ク

ス
に

関
す

る
設

計
－

－
（
対

応
な

し
）

1
.7

.6
  
 

放
射

性
物

質
の

移
動

に
関

す
る

設
計

1
.7

.6
放

射
性

物
質

の
移

動
に

関
す

る
設

計
－

－
（
対

応
な

し
）

1
.7

.7
安

全
上

重
要

な
施

設
の

設
計

1
.7

.7
安

全
機

能
を

有
す

る
施

設
の

設
計

1
5

1
.2

安
全

機
能

の
重

要
度

分
類

1
.7

.8
安

全
設

計
用

の
使

用
済

燃
料

の
仕

様
1
.7

.8
安

全
設

計
用

の
使

用
済

燃
料

の
仕

様
－

－
（
対

応
な

し
）

1
.7

.9
地

震
以

外
の

自
然

環
境

条
件

に
対

す
る

考
慮

1
.7

.9
そ

の
他

外
部

か
ら

の
衝

撃
に

対
す

る
考

慮
9

1
.7

外
部

か
ら

の
衝

撃
に

よ
る

損
傷

の
防

止
に

関
す

る
基

本
方

針
－

（
記

載
な

し
）

1
.7

.1
0

竜
巻

防
護

に
関

す
る

設
計

9
（
竜

巻
)

1
.7

.2
竜

巻
防

護
に

関
す

る
基

本
方

針

－
（
記

載
な

し
）

1
.7

.1
1

外
部

火
災

防
護

に
関

す
る

設
計

9
（
外

部
火

災
)

1
.7

.9
外

部
火

災
防

護
に

関
す

る
基

本
方

針

－
（
記

載
な

し
）

1
.7

.1
2

落
雷

に
関

す
る

設
計

9
（
落

雷
)

1
.7

.6
落

雷
防

護
に

関
す

る
基

本
方

針
－

（
記

載
な

し
）

1
.7

.1
3

火
山

事
象

に
関

す
る

設
計

9
（
火

山
)

1
.7

.7
火

山
防

護
に

関
す

る
基

本
方

針
－

（
記

載
な

し
）

1
.7

.1
4

再
処

理
施

設
へ

の
人

の
不

法
な

侵
入

等
の

防
止

に
関

す
る

設
計

1
0

1
.1

.1
.5

人
の

不
法

な
侵

入
等

の
防

止
－

（
記

載
な

し
）

1
.7

.1
5

溢
水

に
よ

る
損

傷
の

防
止

に
関

す
る

設
計

1
1

1
.6

溢
水

防
護

に
関

す
る

基
本

方
針

－
（
記

載
な

し
）

1
.7

.1
6

化
学

薬
品

の
漏

え
い

に
よ

る
損

傷
の

防
止

に
関

す
る

設
計

1
2

－
（
対

応
な

し
）

－
（
記

載
な

し
）

1
.7

.1
7

誤
操

作
の

防
止

に
関

す
る

設
計

1
3

1
.1

.1
.1

0
誤

操
作

の
防

止
－

（
記

載
な

し
）

1
.7

.1
8

重
大

事
故

等
対

処
施

設
に

関
す

る
設

計
申

請
書

本
文

に
合

わ
せ

た
章

項
目

に
変

更
各

S
A

条
文

1
.1

.7
重

大
事

故
等

対
処

設
備

に
関

す
る

基
本

方
針

1
.7

.1
0

準
拠

規
格

及
び

基
準

1
.7

.1
9

準
拠

規
格

及
び

基
準

－
－

（
対

応
な

し
）

－
（
記

載
な

し
）

1
.8

耐
津

波
設

計
8
,3

2
1
.4

耐
津

波
設

計

1
.8

再
処

理
施

設
に

関
す

る
安

全
審

査
指

針
へ

の
適

合
性

1
.9

再
処

理
施

設
に

関
す

る
「
再

処
理

施
設

の
位

置
，

構
造

及
び

設
備

の
基

準
に

関
す

る
規

則
」
へ

の
適

合
性

（
各

条
文

）
1
.9

.7
.1

「
実

用
発

電
用

原
子

炉
及

び
そ

の
附

属
施

設
の

位
置

、
構

造
及

び
設

備
の

基
準

に
関

す
る

規
則

（
平

成
2
5
 年

6
 月

1
9
 日

制
定

）
」
に

対
す

る
適

合
1
.9

参
考

文
献

一
覧

1
.1

0
参

考
文

献
一

覧
（
各

条
文

）
（
各

章
）

参
考

文
献

2
.

施
設

配
置

2
.

施
設

配
置

－
2
.

プ
ラ

ン
ト

配
置

並
び

に
建

屋
，

構
築

物
の

概
要

2
.1

概
　

　
要

2
.1

概
  

  
要

－
－

（
対

応
な

し
）

2
.2

全
体

配
置

2
.2

全
体

配
置

－
2
.1

全
体

配
置

2
.3

建
物

及
び

構
築

物
2
.3

建
物

及
び

構
築

物
－

2
.2

建
物

及
び

構
築

物
3
. 
  

使
用

済
燃

料
の

受
入

れ
施

設
及

び
貯

蔵
施

設
3
.

使
用

済
燃

料
の

受
入

れ
施

設
及

び
貯

蔵
施

設
－

（
対

応
な

し
）

3
.1

概
　

　
要

3
.1

概
　

　
要

－
（
対

応
な

し
）

3
.2

  
  
 

設
計

方
針

3
.2

設
計

方
針

－
（
対

応
な

し
）

3
.3

  
  
 

主
要

設
備

の
仕

様
3
.3

  
 

主
要

設
備

の
仕

様
－

（
対

応
な

し
）

3
.4

  
  
 

系
統

構
成

及
び

主
要

設
備

3
.4

系
統

構
成

及
び

主
要

設
備

－
（
対

応
な

し
）

3
.5

  
  
 

試
験

・
検

査
3
.5

試
験

・
検

査
－

（
対

応
な

し
）

3
.6

評
　

　
価

3
.6

評
　

　
価

－
（
対

応
な

し
）

3
.7

参
考

文
献

一
覧

3
.7

参
考

文
献

一
覧

－
（
対

応
な

し
）

4
.

再
処

理
設

備
本

体
4
.

再
処

理
設

備
本

体
－

－
（
対

応
な

し
）

4
.1

概
　

　
要

4
.1

概
　

　
要

－
－

（
対

応
な

し
）

4
.2

せ
ん

断
処

理
施

設
4
.2

せ
ん

断
処

理
施

設
－

－
（
対

応
な

し
）

4
.3

溶
解

施
設

4
.3

溶
解

施
設

重
大

事
故

等
時

の
対

処
を

踏
ま

え
た

設
備

構
成

等
を

記
載

。
重

大
事

故
等

時
に

は
以

下
の

設
備

を
用

い
て

対
処

す
る

設
計

を
記

載
。

ま
た

、
（
溶

解
設

備
）
等

は
設

計
基

準
の

溶
解

設
備

と
は

別
項

目
と

し
て

記
載

す
る

。
臨

界
：
溶

解
設

備
、

代
替

溶
解

設
備

、
（
溶

解
設

備
）

乾
固

：
溶

解
設

備
、

清
澄

・
計

量
設

備
水

素
：
清

澄
・
計

量
設

備

3
4
,3

5
,3

6
－

（
対

応
な

し
）

4
.4

分
離

施
設

4
.4

分
離

施
設

重
大

事
故

等
時

の
対

処
を

踏
ま

え
た

設
備

構
成

等
を

記
載

。
重

大
事

故
等

時
に

は
以

下
の

設
備

を
使

用
し

て
対

処
す

る
設

計
を

記
載

。
乾

固
：
分

離
設

備
、

分
離

建
屋

一
時

貯
留

処
理

設
備

水
素

：
分

離
設

備
、

分
配

設
備

、
分

離
建

屋
一

時
貯

留
処

理
設

備

3
5
,3

6
－

（
対

応
な

し
）

4
.5

精
製

施
設

4
.5

精
製

施
設

重
大

事
故

等
時

の
対

処
を

踏
ま

え
た

設
備

構
成

等
を

記
載

。
重

大
事

故
等

時
に

は
以

下
の

設
備

を
使

用
し

て
対

処
す

る
設

計
を

記
載

。
ま

た
、

（
精

製
建

屋
一

時
貯

留
処

理
設

備
）
は

設
計

基
準

の
溶

解
設

備
と

は
別

項
目

と
し

て
記

載
す

る
。

乾
固

：
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
精

製
設

備
、

精
製

建
屋

一
時

貯
留

処
理

設
備

、
（
精

製
建

屋
一

時
貯

留
処

理
設

備
）

水
素

：
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
精

製
設

備
、

精
製

建
屋

一
時

貯
留

処
理

設
備

Ｔ
Ｂ

Ｐ
：
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
精

製
設

備
、

精
製

建
屋

一
時

貯
留

処
理

設
備

3
5
,3

6
,3

7
－

（
対

応
な

し
）

4
.6

脱
硝

施
設

4
.6

　
脱

硝
施

設

重
大

事
故

等
時

の
対

処
を

踏
ま

え
た

設
備

構
成

等
を

記
載

。
重

大
事

故
等

時
に

は
以

下
の

設
備

を
使

用
し

て
対

処
す

る
設

計
を

記
載

。
乾

固
：
ウ

ラ
ン

・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
設

備
の

溶
液

系
水

素
：
ウ

ラ
ン

・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
設

備
溶

液
系

3
5
,3

6
－

（
対

応
な

し
）

4
.7

酸
及

び
溶

媒
の

回
収

施
設

4
.7

酸
及

び
溶

媒
の

回
収

施
設

－
－

（
対

応
な

し
）

4
.8

参
考

文
献

一
覧

4
.8

参
考

文
献

一
覧

－
－

（
対

応
な

し
）

重
大

事
故

等
時

の
対

処
を

踏
ま

え
た

設
備

構
成

等
を

記
載

。
重

大
事

故
等

時
に

は
以

下
の

設
備

を
用

い
て

対
処

す
る

設
計

を
記

載
。

プ
ー

ル
：
使

用
済

燃
料

受
入

れ
設

備
、

燃
料

貯
蔵

設
備

、
補

給
水

設
備

、
プ

ー
ル

水
冷

却
系

、
代

替
補

給
水

設
備

（
注

水
）
、

代
替

補
給

水
設

備
（
ス

プ
レ

イ
）
、

代
替

プ
ー

ル
水

冷
却

系

1
7
,3

8

1
.6

1
.6

1
.6

.1
　

既
許

可
見

直
し

案
東

海
第

二
申

請
書

 添
付

書
類

八
の

対
応

項
目

(参
考

)

1
.5

※
 黄

色
ハ

ッ
チ

ン
グ

の
章

項
目

は
、

東
海

第
二

申
請

書
に

お
い

て
対

応
す

る
も

の
が

な
い

章
項

目
を

示
す

。
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添
付

書
類

六
 「

再
処

理
施

設
の

安
全

設
計

に
関

す
る

説
明

書
」

既
許

可
－

 見
直

し
案

　
章

項
目

比
較

表

添
付

７
(2

/
3
)

S
A

条
文

の
取

り
込

み
に

お
け

る
記

載
方

針
（
整

理
資

料
の

更
新

に
合

わ
せ

て
適

宜
見

直
す

）
対

応
条

文
既

許
可

見
直

し
案

東
海

第
二

申
請

書
 添

付
書

類
八

の
対

応
項

目
(参

考
)

5
.

製
品

貯
蔵

施
設

5
.

製
品

貯
蔵

施
設

1
7

－
（
対

応
な

し
）

5
.1

概
　

　
要

5
.1

概
　

　
要

1
7

－
（
対

応
な

し
）

5
.2

ウ
ラ

ン
酸

化
物

貯
蔵

設
備

5
.2

ウ
ラ

ン
酸

化
物

貯
蔵

設
備

1
7

－
（
対

応
な

し
）

5
.3

ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
酸

化
物

貯
蔵

設
備

5
.3

ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
酸

化
物

貯
蔵

設
備

1
7

－
（
対

応
な

し
）

5
.4

参
考

文
献

一
覧

5
.4

参
考

文
献

一
覧

1
7

－
（
対

応
な

し
）

6
.

計
測

制
御

系
統

施
設

6
.

計
測

制
御

系
統

施
設

-
6
.

計
測

制
御

系
統

施
設

6
.1

概
　

　
要

6
.1

概
　

　
要

重
大

事
故

等
時

の
対

処
を

踏
ま

え
た

設
備

構
成

等
を

記
載

。
-

6
.

計
測

制
御

系
統

施
設

6
.2

計
測

制
御

設
備

6
.2

計
測

制
御

設
備

重
大

事
故

等
時

に
は

以
下

の
設

備
を

使
用

し
て

対
処

す
る

設
計

を
記

載
。

臨
界

：
計

測
制

御
系

統
施

設
、

代
替

計
測

制
御

系
統

施
設

、
（
計

測
制

御
系

統
施

設
）

Ｔ
Ｂ

Ｐ
：
計

測
制

御
系

統
施

設

1
8
,3

4
,3

7
6
.1

6
.2

6
.3

原
子

炉
制

御
系

核
計

装
原

子
炉

プ
ラ

ン
ト

・
プ

ロ
セ

ス
計

装

6
.3

安
全

保
護

系
6
.3

安
全

保
護

回
路

1
9

6
.6

安
全

保
護

系

6
.4

制
御

室
6
.4

　
制

御
室

6
.1

0
6
.1

0
.1

制
御

室
通

常
運

転
時

等

6
.5

制
御

室
換

気
設

備
6
.5

制
御

室
換

気
設

備
6
.1

0
6
.1

0
.1

制
御

室
通

常
運

転
時

等

6
.6

参
考

文
献

一
覧

6
.6

参
考

文
献

一
覧

-
6
.1

1
参

考
文

献
7
.

放
射

性
廃

棄
物

の
廃

棄
施

設
7
.

放
射

性
廃

棄
物

の
廃

棄
施

設
2
1
,2

2
7
.

放
射

性
廃

棄
物

の
廃

棄
施

設
7
.1

概
　

　
要

7
.1

概
　

　
要

重
大

事
故

等
時

の
対

処
を

踏
ま

え
た

設
備

構
成

等
を

記
載

。
2
1
,2

2
7
.

放
射

性
廃

棄
物

の
廃

棄
施

設

7
.2

気
体

廃
棄

物
の

廃
棄

施
設

7
.2

気
体

廃
棄

物
の

廃
棄

施
設

重
大

事
故

等
時

に
は

以
下

の
設

備
を

使
用

し
て

対
処

す
る

設
計

を
記

載
。

臨
界

：
せ

ん
断

処
理

・
溶

解
廃

ガ
ス

処
理

設
備

、
(せ

ん
断

処
理

・
溶

解
廃

ガ
ス

処
理

設
備

)、
精

製
建

屋
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
、

(精
製

建
屋

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

)、
前

処
理

建
屋

換
気

設
備

、
精

製
建

屋
換

気
設

備
、

主
排

気
筒

乾
固

：
前

処
理

建
屋

　
代

替
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
、

分
離

建
屋

　
代

替
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
、

精
製

建
屋

　
代

替
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
、

ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
建

屋
　

代
替

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

、
前

処
理

建
屋

換
気

設
備

、
分

離
建

屋
　

代
替

換
気

設
備

、
精

製
建

屋
　

代
替

換
気

設
備

、
ウ

ラ
ン

・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
建

屋
 代

替
換

気
設

備
、

高
レ

ベ
ル

廃
液

ガ
ラ

ス
固

化
建

屋
　

代
替

換
気

設
備

水
素

：
前

処
理

建
屋

　
代

替
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
、

分
離

建
屋

　
代

替
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
、

精
製

建
屋

　
代

替
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
、

ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
建

屋
　

代
替

塔
槽

類
廃

ガ
ス

処
理

設
備

、
前

処
理

建
屋

換
気

設
備

、
分

離
建

屋
　

代
替

換
気

設
備

、
精

製
建

屋
　

代
替

換
気

設
備

、
ウ

ラ
ン

・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
建

屋
 代

替
換

気
設

備
、

高
レ

ベ
ル

廃
液

ガ
ラ

ス
固

化
建

屋
　

代
替

換
気

設
備

、
主

排
気

筒

Ｔ
Ｂ

Ｐ
：
精

製
建

屋
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
、

（
精

製
建

屋
塔

槽
類

廃
ガ

ス
処

理
設

備
）
、

精
製

建
屋

換
気

設
備

、
主

排
気

筒

2
1
,3

4
,3

5
,3

6
,3

7
7
.1

気
体

廃
棄

物
処

理
施

設

7
.3

液
体

廃
棄

物
の

廃
棄

施
設

7
.3

液
体

廃
棄

物
の

廃
棄

施
設

重
大

事
故

等
時

に
は

以
下

の
設

備
を

使
用

し
て

対
処

す
る

設
計

を
記

載
。

乾
固

：
高

レ
ベ

ル
廃

液
濃

縮
系

、
高

レ
ベ

ル
濃

縮
廃

液
貯

蔵
系

、
共

用
貯

蔵
系

水
素

：
高

レ
ベ

ル
廃

液
濃

縮
系

、
高

レ
ベ

ル
濃

縮
廃

液
貯

蔵
系

、
不

溶
解

残
渣

廃
液

貯
蔵

系
、

共
用

貯
蔵

系
2
1
,3

5
,3

6
7
.2

液
体

廃
棄

物
処

理
系

7
.4

固
体

廃
棄

物
の

廃
棄

施
設

7
.4

固
体

廃
棄

物
の

廃
棄

施
設

重
大

事
故

等
時

に
は

以
下

の
設

備
を

使
用

し
て

対
処

す
る

設
計

を
記

載
。

乾
固

：
高

レ
ベ

ル
廃

液
ガ

ラ
ス

固
化

設
備

水
素

：
高

レ
ベ

ル
廃

液
ガ

ラ
ス

固
化

設
備

2
2
,3

5
,3

6
7
.3

固
体

廃
棄

物
処

理
系

7
.5

参
考

文
献

一
覧

8
参

考
文

献
一

覧
-

7
.4

参
考

文
献

8
.

放
射

線
管

理
施

設
8
.

放
射

線
管

理
施

設
8
.

放
射

線
管

理
施

設

8
.1

概
　

　
要

8
.1

概
　

　
要

8
.1

8
.1

.1
8
.1

.1
.1

放
射

線
管

理
設

備
通

常
運

転
時

概
要

8
.2

設
計

方
針

8
.2

設
計

方
針

8
.1

.1
.2

設
計

方
針

8
.3

主
要

設
備

の
仕

様
8
.3

主
要

設
備

の
仕

様
8
.1

.1
.3

主
要

設
備

の
仕

様
8
.4

系
統

構
成

及
び

主
要

設
備

8
.4

系
統

構
成

及
び

主
要

設
備

8
.1

.1
.4

主
要

設
備

8
.5

試
験

・
検

査
8
.5

試
験

・
検

査
－

（
対

応
な

し
）

8
.6

評
　

　
価

8
.6

評
　

　
価

－
（
対

応
な

し
）

8
.7

参
考

文
献

一
覧

8
.7

参
考

文
献

一
覧

－
（
対

応
な

し
）

9
.

そ
の

他
再

処
理

設
備

の
附

属
施

設
9
.

そ
の

他
再

処
理

設
備

の
附

属
施

設
－

1
0
.

そ
の

他
発

電
用

原
子

炉
の

附
属

施
設

9
.1

概
　

　
要

9
.1

概
　

　
要

－
1
0
.

そ
の

他
発

電
用

原
子

炉
の

附
属

施
設

9
.2

電
気

設
備

9
.2

電
気

設
備

重
大

事
故

等
時

の
対

処
を

踏
ま

え
た

設
備

構
成

等
を

記
載

。
重

大
事

故
等

時
に

は
以

下
の

設
備

を
使

用
し

て
対

処
す

る
設

計
を

記
載

。
臨

界
：
電

気
設

備
乾

固
：
代

替
所

内
電

源
系

統
プ

ー
ル

：
電

気
設

備
、

代
替

電
源

設
備

4
2
条

：
電

気
設

備
の

所
内

高
圧

系
統

、
電

気
設

備
の

所
内

低
圧

系
統

、
代

替
所

内
電

源
系

統

2
5
,3

4
,3

5
,4

2
1
0
.1

1
0
.1

.1
1
0
.3

非
常

用
電

源
設

備
通

常
運

転
時

等
常

用
電

源
設

備

重
大

事
故

等
時

の
対

処
を

踏
ま

え
た

設
備

構
成

等
を

記
載

。
重

大
事

故
等

時
に

は
以

下
の

設
備

を
使

用
し

て
対

処
す

る
設

計
を

記
載

。
プ

ー
ル

：
代

替
放

射
線

監
視

設
備

4
4
条

：
制

御
室

放
射

線
計

測
設

備
、

中
央

制
御

室
遮

蔽
及

び
制

御
室

遮
蔽

4
5
条

：
放

射
線

監
視

設
備

、
代

替
放

射
線

監
視

設
備

、
試

料
分

析
関

係
設

備
、

代
替

試
料

分
析

関
係

設
備

、
環

境
管

理
設

備
、

代
替

環
境

管
理

設
備

4
6
条

：
緊

急
時

対
策

所
（
遮

蔽
）

重
大

事
故

等
時

に
は

以
下

の
設

備
を

使
用

し
て

対
処

す
る

設
計

を
記

載
。

4
4
条

：
中

央
制

御
室

遮
蔽

及
び

制
御

室
遮

蔽
、

代
替

中
央

制
御

室
送

風
機

、
代

替
制

御
室

送
風

機
及

び
可

搬
型

ダ
ク

ト
、

中
央

制
御

室
及

び
使

用
済

燃
料

の
受

入
れ

施
設

及
び

貯
蔵

施
設

の
制

御
室

の
照

明
を

確
保

す
る

設
備

　
等

2
0
,4

4

2
3
,2

4
,4

4
,4

5
,4

6

※
 黄

色
ハ

ッ
チ

ン
グ

の
章

項
目

は
、

東
海

第
二

申
請

書
に

お
い

て
対

応
す

る
も

の
が

な
い

章
項

目
を

示
す

。
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添
付

書
類

六
 「

再
処

理
施

設
の

安
全

設
計

に
関

す
る

説
明

書
」

既
許

可
－

 見
直

し
案

　
章

項
目

比
較

表

添
付

７
(3

/
3
)

S
A

条
文

の
取

り
込

み
に

お
け

る
記

載
方

針
（
整

理
資

料
の

更
新

に
合

わ
せ

て
適

宜
見

直
す

）
対

応
条

文
既

許
可

見
直

し
案

東
海

第
二

申
請

書
 添

付
書

類
八

の
対

応
項

目
(参

考
)

9
.3

圧
縮

空
気

設
備

9
.3

圧
縮

空
気

設
備

重
大

事
故

等
時

の
対

処
を

踏
ま

え
た

設
備

構
成

等
を

記
載

。
重

大
事

故
等

時
に

は
以

下
の

設
備

を
使

用
し

て
対

処
す

る
設

計
を

記
載

。
臨

界
：
一

般
圧

縮
空

気
系

、
安

全
圧

縮
空

気
系

、
代

替
安

全
圧

縮
空

気
系

、
（
一

般
圧

縮
空

気
系

）
水

素
：
代

替
安

全
圧

縮
空

気
系

Ｔ
Ｂ

Ｐ
：
一

般
圧

縮
空

気
系

、
安

全
圧

縮
空

気
系

3
4
,3

6
,3

7
6
.

6
.9

計
測

制
御

系
統

施
設

圧
縮

空
気

設
備

9
.4

給
水

処
理

設
備

9
.4

給
水

処
理

設
備

重
大

事
故

等
時

に
は

以
下

の
設

備
を

使
用

し
て

対
処

す
る

設
計

を
記

載
。

プ
ー

ル
：
給

水
処

理
設

備
3
7

5
.

5
.1

2
原

子
炉

冷
却

系
統

施
設

給
水

処
理

系

9
.5

冷
却

水
設

備
9
.5

冷
却

水
設

備

重
大

事
故

等
時

に
は

以
下

の
設

備
を

使
用

し
て

対
処

す
る

設
計

を
記

載
。

臨
界

：
一

般
冷

却
水

系
乾

固
：
代

替
安

全
冷

却
水

系
Ｔ
Ｂ

Ｐ
：
一

般
冷

却
水

系
プ

ー
ル

：
冷

却
水

設
備

、
給

水
処

理
設

備

3
4
,3

5
,3

7
,3

8
5
.

原
子

炉
冷

却
系

統
施

設

9
.6

蒸
気

供
給

設
備

9
.6

蒸
気

供
給

設
備

－
1
0
.4

所
内

ボ
イ

ラ
（
東

海
発

電
所

及
び

東
海

第
二

発
電

所
共

用
，

既
設

）
9
.7

主
要

な
試

験
施

設
9
.7

主
要

な
試

験
施

設
－

－
（
対

応
な

し
）

9
.8

分
析

設
備

9
.8

分
析

設
備

－
8 8
.1

.1
.4

.3
放

射
線

管
理

施
設

試
料

分
析

関
係

施
設

9
.9

化
学

薬
品

貯
蔵

供
給

設
備

9
.9

化
学

薬
品

貯
蔵

供
給

設
備

1
2

－
（
対

応
な

し
）

火
災

防
護

設
備

火
災

防
護

設
備

1
0
.5

火
災

防
護

設
備

9
.1

0
.1

概
　

　
要

安
全

機
能

を
有

す
る

施
設

に
対

す
る

火
災

防
護

設
備

概
　

　
要

1
0
.5

.1
1
0
.5

.1
.1

設
計

基
準

対
象

施
設

概
要

9
.1

0
.2

設
計

方
針

9
.1

0
.1

.2
設

計
方

針
1
0
.5

.1
.2

設
計

方
針

9
.1

0
.3

主
要

設
備

の
仕

様
9
.1

0
.1

.3
主

要
設

備
の

仕
様

1
0
.5

.1
.3

主
要

設
備

の
仕

様
9
.1

0
.4

主
要

設
備

9
.1

0
.1

.4
主

要
設

備
1
0
.5

.1
.4

主
要

設
備

9
.1

0
.5

試
験

・
検

査
9
.1

0
.1

.5
試

験
・
検

査
1
0
.5

.1
.5

試
験

検
査

9
.1

0
.6

評
　

　
価

9
.1

0
.1

.6
評

　
　

価
－

（
対

応
な

し
）

－
（
記

載
な

し
）

　
9
.1

0
.2

重
大

事
故

等
対

処
施

設
に

対
す

る
火

災
防

護
設

備
1
0
.5

.2
重

大
事

故
等

対
処

施
設

9
.1

1
再

処
理

施
設

緊
急

時
対

策
所

9
.1

1
緊

急
時

対
策

所
重

大
事

故
等

時
に

は
以

下
の

設
備

を
使

用
し

て
対

処
す

る
設

計
を

記
載

。
4
6
条

：
緊

急
時

対
策

所
、

換
気

設
備

、
環

境
測

定
設

備
、

放
射

線
計

測
設

備
、

情
報

把
握

設
備

、
代

替
電

源
設

備
、

通
信

連
絡

設
備

2
6
,4

6
1
0
.9

1
0
.9

.1
緊

急
時

対
策

所
通

常
運

転
時

等

－
（
記

載
な

し
）

9
.1

2
竜

巻
防

護
対

策
設

備
9
（
竜

巻
）

－
（
対

応
な

し
）

－
（
記

載
な

し
）

9
.1

3
不

法
侵

入
等

防
止

設
備

1
0

1
0
.1

0
構

内
出

入
監

視
装

置

－
（
記

載
な

し
）

9
.1

4
溢

水
防

護
設

備
1
1

1
0
.6

1
0
.6

.2
津

波
及

び
内

部
溢

水
に

対
す

る
浸

水
防

護
設

備
内

部
溢

水
に

対
す

る
防

護
設

備

－
（
記

載
な

し
）

9
.1

5
通

信
連

絡
設

備

重
大

事
故

等
時

に
は

以
下

の
設

備
を

使
用

し
て

対
処

す
る

設
計

を
記

載
。

4
4
条

：
通

信
連

絡
設

備
、

中
央

制
御

室
の

情
報

把
握

計
装

設
備

4
6
条

：
通

信
連

絡
設

備
4
7
条

：
通

信
連

絡
設

備
、

代
替

通
信

連
絡

設
備

2
7
,4

4
,4

6
,4

7
1
0
.1

2
1
0
.1

2
.1

通
信

連
絡

設
備

通
常

運
転

時
等

－
（
記

載
な

し
）

 9
.
1
6
.
9
　

 放
出
抑
制
設
備

（
設
備
に
関
す
る
区
分
･
項
目
と
そ
れ
に
対
応
す
る
設
備
を
整
理
中
）

4
0

9
.1

1
 

発
電

所
外

へ
の

放
射

性
物

質
の

拡
散

を
抑

制
す

る
た

め
の

設
備

－
（
記

載
な

し
）

9
.
1
6
.
1
0

 重
大
事
故
等
対
処
共
通
設
備

（
設
備
に
関
す
る
区
分
･
項
目
と
そ
れ
に
対
応
す
る
設
備
を
整
理
中
）

4
0
,4

1
,4

2
9
.1

2
 

重
大

事
故

等
の

収
束

に
必

要
と

な
る

水
の

供
給

設
備

－
（
記

載
な

し
）

9
.
1
6
.
1
8

参
考
文
献
一
覧

-
(各

章
)

参
考

文
献

1
0
.

運
転

保
守

1
0
.

運
転

保
守

－
1
1
.

運
転

保
守

1
0
.1

基
本

方
針

1
0
.1

基
本

方
針

－
1
1
.1

運
転

保
守

の
基

本
方

針
1
0
.2

組
織

及
び

職
務

1
0
.2

組
織

及
び

職
務

－
1
1
.2

保
安

管
理

体
制

1
0
.3

運
転

管
理

1
0
.3

運
転

管
理

－
1
1
.3

運
転

管
理

1
0
.4

放
射

性
廃

棄
物

管
理

1
0
.4

放
射

性
廃

棄
物

管
理

－
1
1
.5

放
射

性
廃

棄
物

管
理

1
0
.5

放
射

線
管

理
1
0
.5

放
射

線
管

理
－

1
1
.6

放
射

線
管

理
1
0
.6

保
　

　
守

1
0
.6

保
守

管
理

－
1
1
.7

保
守

管
理

1
0
.7

緊
急

時
の

措
置

1
0
.7

緊
急

時
の

措
置

－
1
1
.8

非
常

時
の

措
置

1
0
.8

教
育

及
び

訓
練

1
0
.8

教
育

及
び

訓
練

－
1
1
.9

保
安

教
育

1
0
.9

健
康

管
理

1
0
.9

健
康

管
理

－
－

（
対

応
な

し
）

1
0
.1

0
所

員
以

外
の

者
に

対
す

る
保

安
措

置
1
0
.1

0
所

員
以

外
の

者
に

対
す

る
保

安
措

置
－

－
（
対

応
な

し
）

1
0
.1

1
記

録
及

び
報

告
1
0
.1

1
記

録
及

び
報

告
－

1
1
.1

0
記

録
及

び
報

告

重
大

事
故

等
時

に
は

以
下

の
設

備
を

使
用

し
て

対
処

す
る

設
計

を
記

載
。

プ
ー

ル
：
火

災
防

護
設

備
5
,2

9
,3

7

9
.1

0
9
.1

0 9
.1

0
.1

　
9
.1

0
.1

.1

※
 黄

色
ハ

ッ
チ

ン
グ

の
章

項
目

は
、

東
海

第
二

申
請

書
に

お
い

て
対

応
す

る
も

の
が

な
い

章
項

目
を

示
す

。
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添
付

書
類

八
 「

再
処

理
施

設
の

操
作

上
の

過
失

，
機

械
又

は
装

置
の

故
障

，
浸

水
，

地
震

，
火

災
等

が
あ

っ
た

場
合

に
発

生
す

る
と

想
定

さ
れ

る
再

処
理

施
設

の
事

故
の

種
類

，
程

度
，

影
響

等
に

関
す

る
説

明
書

」
見

直
し

案
　

章
項

目
比

較
表

添
付

８
(1

/
1
)

対
応

条
文

1
.

安
全

評
価

に
関

す
る

基
本

方
針

1
6

1
.

ま
え

が
き

2
.

運
転

時
の

異
常

な
過

渡
変

化
1
6

2
.

運
転

時
の

異
常

な
過

渡
変

化
3
.

設
計

基
準

事
故

1
6

3
.

事
故

4
.

重
大

事
故

の
発

生
及

び
拡

大
の

防
止

に
必

要
な

措
置

を
実

施
す

る
た

め
に

必
要

な
技

術
的

能
力

技
術

的
能

力

重
大

事
故

等
対

策
に

お
け

る
共

通
事

項
技

術
的

能
力

臨
界

事
故

の
拡

大
を

防
止

す
る

た
め

の
手

順
等

技
術

的
能

力
冷

却
機

能
の

喪
失

に
よ

る
蒸

発
乾

固
に

対
処

す
る

た
め

の
手

順
等

技
術

的
能

力
放

射
線

分
解

に
よ

り
発

生
す

る
水

素
に

よ
る

爆
発

に
対

処
す

る
た

め
の

手
順

技
術

的
能

力
有

機
溶

媒
等

に
よ

る
火

災
又

は
爆

発
に

対
処

す
る

た
め

の
手

順
等

技
術

的
能

力
使

用
済

燃
料

貯
蔵

槽
の

冷
却

等
の

た
め

の
手

順
等

技
術

的
能

力
工

場
等

外
へ

の
放

射
性

物
質

等
の

放
出

を
抑

制
す

る
た

め
の

手
順

等
技

術
的

能
力

重
大

事
故

等
へ

の
対

処
に

必
要

と
な

る
水

の
供

給
手

順
等

技
術

的
能

力
電

源
の

確
保

に
関

す
る

手
順

等
技

術
的

能
力

事
故

時
の

計
装

に
関

す
る

手
順

等
技

術
的

能
力

制
御

室
の

居
住

性
等

に
関

す
る

手
順

等
技

術
的

能
力

監
視

測
定

等
に

関
す

る
手

順
等

技
術

的
能

力
緊

急
時

対
策

所
の

居
住

性
等

に
関

す
る

手
順

等
技

術
的

能
力

通
信

連
絡

に
関

す
る

手
順

等
技

術
的

能
力

大
規

模
な

自
然

災
害

又
は

故
意

に
よ

る
大

型
航

空
機

の
衝

突
そ

の
他

の
テ

ロ
リ

ズ
ム

へ
の

対
応

技
術

的
能

力

5
.

設
計

上
定

め
る

条
件

よ
り

厳
し

い
条

件
の

設
定

及
び

重
大

事
故

の
想

定
箇

所
の

特
2
8

概
要

2
8

設
計

上
定

め
る

条
件

よ
り

厳
し

い
条

件
2
8

重
大

事
故

の
 想

定
箇

所
の

特
定

の
考

え
方

2
8

重
大

事
故

の
想

定
箇

所
の

特
定

結
果

2
8

ま
と

め
2
8

6
.

重
大

事
故

等
の

対
処

に
係

る
有

効
性

評
価

の
基

本
的

な
考

え
方

2
8

6
.

重
大

事
故

等
の

対
処

に
係

る
有

効
性

評
価

の
基

本
的

な
考

え
方

概
要

2
8

6
.1

概
要

評
価

対
象

の
整

理
及

び
評

価
項

目
の

設
定

2
8

6
.2

評
価

対
象

の
整

理
及

び
評

価
項

目
の

設
定

評
価

に
当

た
っ

て
考

慮
す

る
事

項
2
8

6
.3

評
価

に
当

た
っ

て
考

慮
す

る
事

項
有

効
性

評
価

に
使

用
す

る
計

算
プ

ロ
グ

ラ
ム

2
8

6
.4

有
効

性
評

価
に

使
用

す
る

計
算

プ
ロ

グ
ラ

ム
有

効
性

評
価

に
お

け
る

評
価

の
条

件
設

定
の

方
針

2
8

6
.5

有
効

性
評

価
に

お
け

る
評

価
の

条
件

設
定

の
方

針
評

価
の

実
施

2
8

6
.6

評
価

の
実

施
解

析
コ

ー
ド

及
び

評
価

条
件

の
不

確
か

さ
の

影
響

評
価

方
針

2
8

6
.7

解
析

コ
ー

ド
及

び
評

価
条

件
の

不
確

か
さ

の
影

響
評

価
方

針
同

時
発

生
又

は
連

鎖
2
8

-
（
対

応
な

し
）

必
要

な
要

員
及

び
資

源
の

評
価

方
針

2
8

6
.8

必
要

な
要

員
及

び
資

源
の

評
価

方
針

7
.

重
大

事
故

等
に

対
す

る
対

策
の

有
効

性
評

価
2
8

重
大

事
故

等
の

対
処

に
係

る
の

有
効

性
評

価
の

基
本

的
な

考
え

方
2
8

臨
界

事
故

へ
の

対
処

2
8
,3

4
冷

却
機

能
の

喪
失

に
よ

る
蒸

発
乾

固
へ

の
対

処
2
8
.3

5
放

射
線

分
解

に
よ

り
発

生
す

る
水

素
に

よ
る

爆
発

へ
の

対
処

2
8
,3

6
有

機
溶

媒
等

に
よ

る
火

災
又

は
爆

発
へ

の
対

処
2
8
,3

7
有

機
溶

媒
等

に
よ

る
火

災
又

は
爆

発
（
Ｔ

Ｂ
Ｐ

等
の

錯
体

の
急

激
な

分
解

反
応

）
へ

の
対

処
2
8
,3

7

使
用

済
燃

料
貯

蔵
槽

に
お

け
る

燃
料

損
傷

防
止

に
係

る
対

処
2
8
,3

8
重

大
事

故
が

同
時

に
又

は
連

鎖
し

て
発

生
し

た
場

合
の

対
処

2
8
,3

4
～

3
8

必
要

な
要

員
及

び
資

源
の

評
価

2
8
,3

4
～

3
8

見
直

し
案

東
海

第
二

申
請

書
 添

付
書

類
十

の
対

応
項

目
(参

考
)

-
（
対

応
な

し
）

7
.

7
.1

7
.2

7
.3

7
.4

7
.5

重
大

事
故

に
至

る
お

そ
れ

が
あ

る
事

故
及

び
重

大
事

故
に

対
す

る
対

策
の

有
効

性
評

価
運

転
中

の
原

子
炉

に
お

け
る

重
大

事
故

に
至

る
お

そ
れ

が
あ

る
事

故
運

転
中

の
原

子
炉

に
お

け
る

重
大

事
故

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

に
お

け
る

重
大

事
故

に
至

る
お

そ
れ

が
あ

る
事

故
運

転
停

止
中

の
原

子
炉

に
お

け
る

重
大

事
故

に
至

る
お

そ
れ

が
あ

る
事

故
必

要
な

要
員

及
び

資
源

の
評

価

5
.

5
.1

5
.2

重
大

事
故

の
発

生
及

び
拡

大
の

防
止

に
必

要
な

措
置

を
実

施
す

る
た

め
に

必
要

な
技

術
的

能
力

重
大

事
故

等
対

策
大

規
模

な
自

然
災

害
又

は
故

意
に

よ
る

大
型

航
空

機
の

衝
突

そ
の

他
の

テ
ロ

リ
ズ

ム
へ

の
対

応
に

お
け

る
事

項
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